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巻頭言

分子科学研究所が設立された1975
年には、お茶の水女子大学の大学院生
であった。後に、分子研に移られた丸
山有成先生が東京大学の物性研究所か
らお茶大に着任された直後だったので、
分子研という言葉をよく聞き、素晴ら
しい研究所ができるという印象を学生
ながら持った。その思いは今に続き、
今回この巻頭言を書かせていただくこ
とを幸せに思っている。
学生時代から気になっていること

がある。私の専門の界面を物理化学の
教科書で探すと一章のみであった。高
分子、そして触媒も同様であった。現
在の教科書でも、著者の苦労がわかる。
高分子は当然含まれているが固体触媒
反応、固体、分子間相互作用、自己組
織化などの記載が見られ、統一した扱
いはまだないようである。物理では固
体からソフトマターへと高分子、液晶、
分子集合体など対象が広がっている。
これらソフトマターの対象は有機分子
でありその理解には、化学の貢献が必
要なはずである。
学生時代から分子集合体によるバ

イオミメティックな機能設計の研究を
行った。修論の光学活性ミセルによる
色素の誘起円偏光二色性に続き、脂質
二分子膜中での光誘起電荷分離（坂田
忠良先生が酸化チタン粒子での光触媒

反応を研究されていた分子研に議論に
伺い、吉原經太郎先生のフラッシュホ
トリシスの装置を見学して感動したこ
とも思い出である）、金・白金・半導体
ナノ粒子、分子認識とそれぞれそれな
りの成果はあげたと思うが計測からの
機能設計アプローチに何となく限界を
感じ、より物理化学らしいテーマをと
考えていた時に、表面力測定に出会っ
た。分子の自己組織性の研究に新しい
展開をと測定を始め、相互作用研究の
難しさと未知のものに出会える楽しさ
に導かれて今に到っている。
物質科学の基礎は、構造と相互作用

の解明であろう。しかし、前者に対し
てはX線回析をはじめとして実に様々
な方法があるのに対し、後者について
は、表面力装置（SFA）や原子間力顕
微鏡（AFM）による直接測定など、ま
だ限定的である。液中の相互作用も表
面の電荷による電気二重層や分子の形
による立体斥力についてはよく機構が
説明できるが、溶液中の中性な表面間
には未知の長距離力が観察されること
も多く課題が多い。二つの表面が近接
し、液体を巨視的な均一媒体として扱
えない時の液体の分子的な描像が不明
なためと考えている。これは、ソフト
な複雑系の理解にも必要な課題であろ
う。

巨視的な表面間の距離の精密制御は
SFAの特色であり、AFMで代えること
は難しい。その特徴を活かそうと共振
ずり測定をはじめた。その対象のひと
つは閉じ込め液体であり、実効粘度の
測定から今まで考えられているよりは
るかに長距離の液体のオーダーがある
ことがわかってきている。一人の研究
者の研究テーマは違っているようでい
て、どこかに共通するものがあり、研
究の初期に観測していた未知の相互作
用の起源に近づいている気がしている。
複雑系の極限は生物であろう。現在

の分子生物学の進歩は目覚ましく、分
子研からも興味深い報告が多くなされ
ている。その機能の解明には複雑系の
物理化学の確立が必要ではないかと、
教科書の3巻目が早く完成することを
願っている。
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し、自動計測に近くなってきました。



2 分子研レターズ 82　September  2020

千葉大学では、6学科、3大学院専
攻、2研究科に“専任”として所属した。
学科は最初の画像工学科から最後のナ
ノサイエンス学科まで5回も移ったこ
とになる。新設と言えるのは学科、研
究科共に1回で、その他は改組であり
入試、カリキュラム等を変えるので多
忙であった。 国立大学の迷走である。
本稿の題目にある“自由と規律”は
長く自分の体内にあり、リスクの大き
い研究をやり続ける力となった。“時
間”は“時”の意味も含んでおり、機
会とか運というニュアンスを持ってい
る。後で振り返って分かるものだから、
先輩の経験から学ぶと得をする。
大学院での指導教員であった清野節
男教授（X線分光、故人）は学生を“ほっ
たらかし”にする名人だったが、研究
に関連して伺った“All's Well That 
Ends Well”をもじった言葉『ケッ
カヨケレバソレデヨシ』は強く印象に

残った。東北大学の前は海軍兵学校の
物理学の教官で、江田島の自由闊達な
気風を愛されており、それを表すのに
使われていたフレーズである。これに
続けて、『洋上で作戦中は無線を使え
ず、自分の判断で行動するが、失敗に
終わったときは必然として自身（の死）
がその責任を取る事になる』。これら
は、いざというときの自由の重要性と
結果への責任、そして自由を有効に発
揮するには経験が必要であることを説
いたもので自分の一部になった。

分子研との関わり
分子結晶の電子状態研究を開始した
のは東北大学・応用物理学専攻の修士
のときである。当時、物理系の学科で
は、物理と化学は水と油のようであっ
た。特に“有機”は禁句の環境だ。そ
の環境で分子結晶・有機半導体の研究
を始めたので幾人かの教授連から冷や

やかな視線を浴びることになった。 
“嫌われもの”を選んだきっかけは三
つあった。第一に、誰もやっていない
研究でないと研究と言えないと思って
いたこと、第二に、紫外光電子分光法
（UPS）による固体の電子状態研究を
命じられ、さらに高真空でなんとかせ
よ、となり、清浄表面を得る方法とし
て昇華する固体を考え始めたこと、第
三として、「神が人類に与えた物質を
選ぼう」と考えたこと、である。
この様な時期に物性研で光電子分
光法の研究会があり、井口研の関一
彦先生（当時は院生）の有機半導体
のUPSによる研究を知った。自分に
とって化学は全く無知の世界で、関先
生の研究発表を聞いたとき大きな衝撃
を受けた。仙台に飛んで帰り、清野教
授に井口研訪問のアポイントをお願
いし、井口研を訪問した。筆者がD1、
関先生がD2のときである。当時、関
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先生は球形コレクターを利用した逆電
場法でHeI線（h=21.2 eV）によ
るUPSをやっておられ、我々は半球
型エネルギー分析器による測定でHeII
線（h=40.8 eV）の放電管を開発
し利用できるめどがついていた。この
時、関先生に井口研の研究について教
えていただいた事が、 2008年に関先
生が60才で逝去されるまで、35年
に及ぶ研究協力のきっかけとなった。
振り返ると、化学の関先生と物理学の
筆者では発想や思考の道筋に違いが
あったが、サイエンスの「美」への感
覚に共通点があり森羅万象について有
意義な雑談ができた。結果として困難
に面したとき踏ん張ることができ、理
想的とも言える相乗的な共同研究と
なったと思う。 東北大でのすべての
電子分光測定は、自作した電子増倍
管（チャンネルトロン）を用いていた。
失敗作が山のように出るほど歩留まり
の悪い電子増倍管を作り続けたことに、
後になって驚いているが、その経験は
自分の大きな力となった。
千葉大に赴任後、分子研の実験棟
が完成した。そこでの関先生との実
験三昧は楽しかった。UVSOR が完
成後、1986年に関先生の設計によ
るBL8B2の角度分解（AR）UPSを
ポスドクの藤本斉君（現、熊本大・教
授）等と立ち上げ、有機対応の放射
光ARUPSによる実験が可能になった。
関先生が名大に教授として移られたこ
ろから、施設側の配慮により、関研究
室に私たちが協力して8B2を自主的
に運営していたが、8B2担当者・人
件費の確保に非常に苦労した。
80年代は有機光電子放出の理論家
が身近におらず、DESY留学中に自分

で理論の勉強を始めた。8年後、8B2
担当の長谷川真史君（現、トヤマ）等
と分子のARUPS強度の解析によっ
て試料膜中の分子配向を決め （Phys.
Rev.B,1993）、不可能と言われてい
た有機薄膜の分子間バンド分散の測
定に成功した（J.Chem.Phys.1994）。
“可能”と分かると海外グループも
分子間バンド分散の研究を開始した。
90年代は雑用が増えだした時代であ
り、自分自身が分子研に出張するこ
とが困難になり出し、98年にARUPS
システムを更新できた。8B2では多
くの成果が得られ外部評価も高かった。
2008年に関先生が60才で逝去さ
れた後、光電導を利用して有機半導体
単結晶（電気絶縁体）のARUPS測定
（Phys.Rev.Lett.2010）や準粒子効
果の研究（Nat.commun.2017）の
突破口を開いた。これらは分子研の解
良教授グループの成果でもある。

学振ロンドンセンター長の耳目から
2016年に学振ロンドンセンターに
着任後、研究周辺のことがこれまで以
上に気になるようになった。激しい競
争のために健全な研究姿勢が失われて
行く現状を知っただけでなく、運営側
（政府を含む）の認識不足や規律の欠
如も気になりだした。また、内外の多
くの大学教員との“雑談”から日本の
大学の研究の低迷の原因が予算の減少
に加え、研究時間の激減にあると確信
する様になった。予算が無くとも時間
があれば研究できるが、その逆は無い
のである。

英国と日本の大学の背景：英国は経済
状況が良くないので、研究者は研究費

の獲得と条件の良い職を得るために苦
労しているが、英国の大学・研究所は
総じて高い研究力を保持している。英
国の研究強化の例を一つ上げよう。放
射光施設ダイアモンドでは一本のビー
ムラインに複数の担当者が配置されて
おり、一人が複数のビームラインを掛
け持つ日本に比べると、その差は非常
に大きい。一方、予算では、英国の大
学間の格差は米・独の大学間格差より
かなり大きい。経済の低迷と階級格差
を認める英国文化の影響があるようで
ある。しかし、英国の大学に比べて日
本の国立大学の大学間格差の方が遙か
に大きいのだ（黒木登志夫、大学格差
はべき乗則に従う、IDE現代の高等教
育 (589), 17-25, 2017-04）。日
本では、予算配分についての選択と集
中が行き過ぎているようだ。逞しい大
学と痩せた大学の競争が、公平な競争
であるはずがない。ゴルフのハンディ
キャップを考えた英国には、日本にな
い知恵があるらしい。

日本は経済大国か？：日本の国立大
学は、一部を除くと、主要先進国の大
学に比べて明らかに貧しいのだ。日本
は、1968年からGDPで世界第2位
の経済大国になり、最近中国に抜かれ
たが、まだ世界第3位である（英国は
5位）。院生時代（70年代）に海外の
研究状況を知り始めてから今まで、自
分では日本が世界のトップスリーの一
員という実感を持ったことがない。他
の先進国の大学や生活と比較すると、
現在、国民一人あたりのGDPでは日
本は世界の33位（英国は30位）で、
下降中である。実感に近い。大学の研
究力（論文数）が低下すると後で国の
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経済・工業力が下がる､即ち、研究力
を上げると経済力も上昇する事を示す
報告がある（豊田長康、科学立国の危
機より）。

新しい研究に挑戦する時間を失いつつ
ある日本
日本の研究が危うくなった主因は、
研究費の減少に加え、雑用で研究時間
が減り続け、さらに任期制の導入で落
ち着いて研究できないためだ。どちら
も予算の減少が背景にあるが、研究時
間の減少は日本に特徴的だ。
地方大学の任期無しの助教に着任す

る幸運な若手は多いと言えないが、予
算がない、上司の“助手”で自由度が
ない、雑用が多く “深く考える時間”
もない、の三重苦らしい。さらに地方
大学という構造的格差を背負わされ、
立派な研究も“低く評価されがち”で
ある。畢竟、有力なグループの仲間に
入り論文数を追い求め、独自の研究眼
を磨く時間と姿勢を失ってしまう。加
えて、共同利用を活用しようにも充分
な出張時間を取れないのが実情と聞く。
一方、有力大学や研究費の豊富なグルー
プの任期付き研究員に採用された者は、
経験も増えかつ業績が得やすいので良
さそうであるが、成果を急ぐあまり独
自の研究の発案に必要な力が育たない
場合があり、PIになってから次第に困っ
たことになるようだ。いずれの場合も
研究指導者が育たず、日本の将来にとっ
て大きな損失だ。欧米と日本では文化
が異なっており、日本での任期付きポ
ジションは、競争原理の導入と同じく、
行き過ぎと思われる。
論文数と掲載誌のIF値（量と質）
や競争的研究費の獲得実績は、研究の

定量的評価に便利である。専門家で無
くても評価でき、誰にでも分かりやす
く、一見ありがたい。昔の分子研では、
新しい研究はこのような価値観による
評価の外に存在する、という意見が大
勢を占めていたと記憶している。最近
は、上記の便利な評価法に流され過ぎ
ているのではないか。ユニークな研究
ほどその評価は困難なはずだ。
良かれと願って導入された施策は、

「過ぎたるは、なお及ばざるが如し」
にならないことが肝要だ。 現状は、
研究者がpeer reviewの評価精神を
放棄しつつある結果かもしれない。大
切にしたい学究の気風を図1に紹介し
たい。気骨のある昔の京都学派である。

急がば回れ：分子研に期待する
日本での分子研の位置づけから、分
子研は、まず全国の大学から人々が共
同利用や研究交流で手弁当でも集まる
魅力ある分子科学の中心拠点になって
ほしい。このためには、マンパワーと

なる若手研究者や研究学生を引きつけ
る魅力に関する問題点を、忌憚なく雑
談できる機会を提供することが不可欠
だろう。多事のためか、熱く「雑談」
する時間が乏しくなっている様に思う。
大学の最大の利点は毎年新入生を迎
える事であろう。学生の共存が、革新
的な基礎研究の多くが大学で実現され
てきた大切な要因と考えられる。分子
研が、少子化の大波にのみ込まれてし
まう前に、例えば研究学生 （博士課程
に限らない）を迎える方法を雑談して
はどうか。
最後に、研究三昧を許す分子研の気
風が、多くの大学へ波及し研究人材の
裾野が全国に広がることを期待したい。

レターズ

図1 大切にしたい学究の気風。朝日新聞（国際版: 
2019年6月22日） 「折々のことば 」より転載。
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はじめに
私が研究の対象としているモーター

タンパク質やトランスポータータンパ
ク質は、生体分子マシンと呼ばれてい
る。「生体分子マシン」という言葉は、
生物進化の結果生み出された生体分子
が、人工的なマシンのように動作して
いるという印象に由来している。分子
マシン（モレキュラーマシン）という
言葉が最初に使われたのは1970年代
初頭で、生物物理学のパイオニア的存
在である大沢文夫が発案したらしい [1]。
実際に、リニアモーター、回転モー
ター、ポンプといった機能をする生体
分子マシンが発見されてきた。しかし、
このような生体分子マシンが原子・分

子レベルでどのように動作しているの
かについては、まだ分かっていないこ
とが多い。私は、生体分子マシンが機
能する際の構造ダイナミクスを分子シ
ミュレーションで明らかにすることで、
生体分子マシンの動作メカニズムとそ
のデザイン原理を深く理解することを
目指している。本記事では、回転モー
ターであるF1-ATPase、特殊なポン
プであるNa+/H+交換輸送体の研究
を中心に紹介する。

F1-ATPaseの回転メカニズム
ATP合成酵素は、バクテリアから
ヒトまで、あらゆる生物の生命活動
に必須なエネルギー源ATPを合成す

る酵素である。このATP合成酵素は、
プロトン勾配を用いて、回転運動を介
した触媒機構により、ATPを合成する。
プロトン勾配を回転運動に変換する膜
部位はFo、その回転運動からATPを
合成する触媒部位はF1とそれぞれ呼
ばれている。F1（F1-ATPase）自体
は、ATPを加水分解して回転子 サブ
ユニットを逆方向に回転させるナノ
モーターである。つまり、ATP合成
酵素は、FoとF1という異なる動力源
により動く２つのモーターから成って
おり、プロトン勾配によりFo主導で
働くと本来の役割通りATPを合成す
るが、ATP加水分解によりF1主導で
働くとプロトンを汲み出すポンプにな
るという可逆的なマシンである。以下
では、F1の動作メカニズムについて
の研究について述べたい。
初めてF1の サブユニットの回転
を直接観察した1997年の1分子実
験から、日本のグループを中心にその
回転メカニズムの解明が行われてきた。
主な興味としては、F1の3つの触媒
部位における化学状態と サブユニッ
トの回転がどのように共役しているの
かという化学力学共役メカニズムにつ
いてである（図1）。特に、私がF1の
研究を始めた2010年前後には、回
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理論・計算分子科学研究領域 特任准教授（若手独立フェロー）

分子シミュレーションによる生体分子マシンの
機能ダイナミクス解明とその制御
岡崎 圭一

図１. (A) F1-ATPaseの構造を示す。触媒サイトは、αサブユニット（青色）とサブユニット
（オレンジ色）の界面にある。回転子 サブユニット（赤色）は、リング状構造の中心に
はまっている。(B) 化学力学共役スキームを示す。黄色・緑色の丸は触媒サイトを表す。



6 分子研レターズ  82　September  2020

転力を生み出す過程であるリン酸解離
がどのタイミングで起きているか、と
いう点が議論になっていた。簡単に
言うと、ATP加水分解反応が起こる
とADPとリン酸になるが、リン酸が
ADPより先に解離するか、もしくは、
後に解離するかという問題である。1
分子実験により、あるグループは先に
解離説を唱え [2]、別のグループは後
に解離説を唱えていた[3]。結晶構造
に基づいて言うと、リン酸がDPサイ
トから解離するか、もしくは、Eサイ
トから解離するかという問題である
（図1）。
この問題に、全原子分子動力学
(MD)シミュレーションを用いて取
り組んだ [4]。しかしながら、溶媒分
子も含めたF1-ATPaseの系は、約
30万原子とかなり大規模になるた
め、機能的時間スケール（ミリ秒）の
直接的シミュレーションは非現実的
である。そこで、外力を加えて機能
的運動を促進させる手法の1つである
Metadynamicsを用いて、リン酸解
離のシミュレーションをDPサイトか
らとEサイトから行った。すると、２
つのサイトからまるで異なる経路で解
離することが分かった（図２）。Eサ
イトからはP-loop（青色で示されて
いる）を経由して解離するのに対し

て、DPサイトからは右側（リングの
内側）に向かって解離する経路を取る。
この過程の自由エネルギーを見積も
ると、Eサイトからの障壁は5～ 10 
kcal/molなのに対して、DPサイト
から障壁は～30kcal/molとかなり
高い。さらに、この自由エネルギープ
ロファイルとリン酸の拡散係数からク
ラマース理論を用いて計算した時定数
を実験と比べると、Eサイトから2価
のリン酸イオンが解離する場合に実験
値とよく合うことが分かった。以上に
より、リン酸がEサイトから解離する
（つまり、ADPの後に解離する）こと
を、初めて原子レベルのダイナミクス
から示した。
この他にも、リン酸解離による触媒
サブユニット界面の構造変化が、サ
ブユニットの回転と連動していること
を示して、リン酸解離による回転力発
生メカニズムを明らかにした [4]。さ
らに、外力をかけて サブユニットを
回転させることで、そのねじれ弾性と
摩擦係数を見積もり、最大回転速度の
理論値を導き出した [5]。これにより、
F1の“瞬間”回転速度は、1MHz（1
マイクロ秒で１回転に相当する）にも
達する高速回転モーターであ
ることを理論的に予測した。

Na+/H+交換輸送体のイオン輸送メカ
ニズムと輸送速度制御
Na+/H+交換輸送体は、ナトリウム
イオンとプロトンを生体膜の内外で交
換するトランスポーターである。ヒト
においてはNHEと呼ばれていて心不
全や自閉症などの発症に関与しており、
植物においては塩耐性に関わっている。
基本的な仕組みとしては、一方のイオ
ンの濃度勾配を使ってそのイオンを勾
配に沿って輸送する過程に共役させて、
他方のイオンを勾配に逆らって輸送
する（図３A）。このような特殊なポ
ンプであるNa+/H+交換輸送体のヒ
トや植物由来のものの立体構造はよく
わかっていないが、古細菌由来のもの
（PaNhaP）の結合サイトが内側に開
いた構造は結晶構造解析により2014
年に得られた。しかしながら、1つの
静的な構造のみではその基質輸送サイ
クルの全体像はわからない。我々は，
全原子MDシミュレーションを用い
て基質イオン輸送メカニズムの解明を
目指した [6]。
トランスポーターは、結合サイトが
膜の内側・外側に交互に露出するよう
に構造を変化させながら基質輸送して

A
ext

cyt

B

protomer A protomer B

inward-open outward-open

Na+

Na+ Na+

H+ H+

ext

cyt

図３ (A) Na+/H+交換輸送体PaNhaPのダイマー構造。
 (B) 内向き開構造と外向き開構造。矢印は、イオン
  結合サイトを示している。

図２ DPサイト、Eサイトからのリン酸解離の経路と自由エネルギー
プロファイルをそれぞれ緑色、赤色で示す。
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いること（交互アクセスモデル）が一
般的に知られている。PaNhaPに関し
ては、結晶構造で内向き開構造は得ら
れていたので、外向き開構造を知る必
要がある。そこで、別の古細菌由来の
ホモログNa+/H+交換輸送体で得られ
ていた外向き開状態の低解像度（6Å
程度）クライオ電子顕微鏡マップを参
照した構造モデリングと長時間MDシ
ミュレーションにより、安定な外向き
開構造を得た。これにより、PaNhaP
の交互アクセスは、トランスポーター
ドメインがダイマー化ドメインに対し
て動くことで実現されていることが分
かった（図3A, Bでそれぞれのドメイ
ンを青色・灰色で表示）。
交互アクセスを実現する内向き開・
外向き開構造が分かったが、それだけ
ではイオンが輸送される前後のことし
か分からない。秒の時間オーダーで（分
子スケールでは）稀に起こるイオン輸
送の瞬間を原子レベルで直接的にシ
ミュレーションするのはとてもコスト
が高く現実的でない。ここでは、遷移
パスサンプリング（Transition path 
sampling）という重要な動きが起こ
る瞬間だけを切り出してシミュレー
ションを行う技術を応用することで、
イオン輸送が起こる瞬間のシミュレー
ションを行った。この遷移パスサンプ
リングにより、結合サイト上下に存在
する疎水性残基ペアが、水分子やイオ
ンのアクセスを制御するゲートとして

働いていることが分かった。さらに、
最尤法を用いた反応座標解析により、
結合サイトの上に存在する外側ゲート
（Ile163-Tyr255）の開閉が遷移状態
をよく記述するオーダーパラメータで、
律速過程であることが分かった（図4）。
さらに、シミュレーションにより明
らかにした律速過程に基づいて、イオ
ン輸送速度の制御を目指した。我々は、
律速過程であると示された外側ゲート
（Ile163-Tyr255）の相互作用を弱
めて遷移状態のバリアを下げることで、
輸送速度を向上させることができるの
ではないかと考えた。この考えに基づ
いて、相互作用を弱める変
異（両方をAlaに置換）を
施してやって、この変異体
のイオン輸送能を実験的に
測定した。その結果、野生
型よりもイオンを２倍以上
速くイオン輸送することが
分かり、イオン輸送速度の
制御に成功した。重要な部
位に変異を施すと機能が低
下するのが普通であること
を考えると、今回の変異体
による機能向上は驚くべき
結果である。

おわりに
自然は多種多様な生体分

子マシンを生み出しており、
興味は尽きない。分子研に赴

任して以来、糖鎖を分解しながら進むリ
ニアモーターであるキチナーゼや [7,8]、
生体膜の変形に関わっている成形マシー
ンPacsin1にも取り組んでいる [9]。今
後も、生体分子マシンの分子レベルでの
仕組みを解き明かしていきたい。
本記事で紹介した研究は、マックス
プランク生物物理学研究所のGerhard
Hummer教授との共同研究による成
果である。また、研究遂行にあたり、
日本学術振興会、計算物質科学人材育
成コンソーシアムPCoMS、分子科学
研究所にご支援頂いた。ここに、深く
感謝します。

図４ 遷移パスサンプリングと反応座標解析による律速相互
作用の同定に基づいて、トランスポーターのイオン輸
送速度を向上させることに成功した。
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分子科学研究所の設立の立役者のお一人である、長倉三郎先生が令和2年4月

16日に逝去されました。心から哀悼の意を表します。

長倉先生は第二代分子科学研究所所長として1981年4月から1987年3月ま

で研究所の運営に携われただけでなく、総合研究大学院大学の設立にも大きく

貢献され、1988年４月から1995年3月まで初代学長も務められました。長倉

先生は先端的な学問を推進される傍ら、国内外で科学振興にも大きな貢献を

されました。1981年にはアジア人として初めてIUPAC会長を務められました。

我が国からは、2012年に名古屋大学の巽和行先生が会長を務められましたが、

先陣を切られた長倉先生に続いて、インド、韓国、中国などアジアからの会長

が続きました。

長倉先生は、1981年3月まで東京大学物性研究所で研究室を主宰されると

同時に、特殊法人時代の理化学研究所で主任研究員として「理論有機化学研究

室」を主宰され、多くの優れた研究者を育ててこられました。分子研を支えた

先生方の中にも長倉先生のお弟子さんたちは多くおいでで、本誌へも弔辞を寄稿いただいております。吉原経太郎教

授、坂田忠良助教授、岩田末広助教授（後に慶應大学教授）、茅幸二第五代分子研所長を初めとして、重鎮の多くが

長倉三郎先生の教えを受けた方々であることを思うと、我が国の分子科学の発展そのものが、長倉先生を一つの起源

としていることが窺えます。また、分子科学研究所設立に際しての大学共同利用機関のあり方論は、現在にも通じる

もので、40－50年先をも睨んだ学術政策であったことに改めて長倉先生のスケールの大きさを感じております。

分子科学研究所は今年で設立45周年を迎えました。共同利用に供する先端機器の配備は、長倉先生が共同利用機

関の機能として研究所設立時からその必要性を強調されたところです。共同利用研究所を支える支援の建物である附

属3棟はだいぶ老朽化が進んでおりましたが、昨年度に建物の改修が進み、この4月に化粧直しした明るい姿を公開

できる運びとなりました。長倉先生に直接ご報告することは叶いませんでしたが、先生が分子科学研究所に託した研

究を先導する研究機関としての役割を果たすべく、これからも全所をあげて精進してまいります。長倉三郎先生のこ

れまでの御貢献に対して深く敬意を表すとともに、先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

令和2年７月

分子科学研究所　所長

川合眞紀

1943年 東京帝国大学理学部化学科卒業
1953年 東京大学理学博士号取得
1959年 東大物性研究所　教授
1981年～ 1987年 分子科学研究所　所長
1985年 岡崎国立共同研究機構　機構長
1988年 総合研究大学院大学長
2001年～ 2007年 日本学士院院長

長倉 三郎　元所長逝去

略歴

訃　報

1971年 朝日賞
1978年 日本学士院賞
1985年 文化功労者
1990年 文化勲章
1995年 勲一等瑞宝章受章
1996年 ネール生誕百周年記念メダル
1997年 チェコ科学アカデミーＪ.ヘイロフスキーメダル

分子科学研究所名誉教授
東大大学名誉教授
総合研究大学院大学名誉教

昭和54年 国際量子分子科学アカデミー会員
昭和56年 国際純正応用化学連合会長（昭和58年まで）
昭和58年 東独化学会名誉会員
昭和59年 日本化学会長

栄誉

令和2年4月16日 永眠　享年99
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分子研創設の推進者､長倉三郎先生 岩田 末廣（分子科学研究所 名誉教授）

先生の書斎を細矢（お茶大名誉教授）さんと一緒に片付けに伺った｡その際

先生自署の封書束｢分子科学研究所創設関連資料｣を見付けた｡中には､分子研

創設に向けた最初の公な文書とも言える｢分子科学研究所（仮称）設立要望書

ならびに設立案 昭和40年10月（日本学術会議･化学研究連絡委員会･分子科学

小委員会）｣と､この文書を作るために長倉先生が作成されたメモ多数（森野先

生など諸先生の手書きの赤字入りメモ､例えば､｢共同利用研究所としての分子

科学研究所の性格に関する覚え書｣｢分子科学研究所の性格､機構､運営に関す

る問題点｣）が保存されていた｡この年（1965）､先生は弱冠45歳で日本化学会

賞（｢分子の電子構造ならびに分子間の相互作用に関する研究｣）を受賞されて

いる｡以後､1973年10月の学術審議会茅誠司会長による｢分子科学研究所（仮称）の設立について（報告）｣に至る

まで，長倉先生は分子研創設の推進役を果たされた｡ 資料の中に､提出先は不明であるが､その過程で書かれたと思

われる先生の手書き｢国立共同研究所としての分子科学研究所の性格と組織について（1969年4月）｣｢装置の面から

みて研究所を必要とする理由（1970年2月）｣も残っていた｡

この封書束には『昭和51年1月10日  分子科学研究所評議員に任命する』を最後の項目とする東京大学の正式な

履歴書（給与･号俸も記された）も残されていた｡これによれば､先生は1943年9月に東京帝国大学理学部を卒業

され､すぐに大学院に入学､同日に休学して､海軍技術見習尉官に任じられ青島方面特別根拠地付を命ぜられている。

2011年に出版された『｢複眼的思考｣ノススメ』には､｢青島での海軍の訓練を終えて帰還するときには､日本はもう

制海権を奪われ､ ､ ､ 一発食らえばおしまいという､すこぶる危険な状態をくぐり抜けて帰国｣と書かれている｡さら

に｢中学校の同窓会名簿を開いてみると､私の年代が第二次世界大戦でいちばん多く犠牲者を出しています｡それだ

けに､亡くなった同級生たちから､つねに自分の生き方を問われているような気がします｣と書き加えておられる｡ 

45年10月に大学院に復学と同時に、東大輻射線化学研究所嘱託に、46年9月には文部教官に任じられている。その後、

理工学研究所を経て、58年創設直後の物性研究所の「分子」部門に移られた。61年7月からは､理化学研究所｢理論

有機化学｣部門の主任研究員を併任され､以後81年3月まで2研究室を主宰され､新しい研究分野を開拓された｡その間、

55年5月から57年2月まで、Mulliken先生のChicago大Laboratory of Molecular Structure and Spectroscopy （LMSS）

に滞在された。この滞在中先生は､LMSSを訪問する多くの分子分光と理論化学者の知己を得られた｡ 遺品の中に61

年OxfordでCoulsonが開いたと思われるquantum chemistryの会議の記念写真があった｡ Mulliken, Kotani が一列目

の中心に座られ､Popleはじめ量子化学研究第ゼロ世代とも言える諸先生がおられる｡先生はこの会議の後ヨーロッパ

の数カ国を訪問された（履歴書による）｡

 輻射研･理工研時代に､先生は､有機化合物の紫外可視スペクトルの測定と理論解析を通じて､分子の電子構造研

究の先駆的研究をされた｡ ベンゼン置換体のみならずケトンやアミン化合物の置換基効果､溶媒効果､水素結合効果

などを､分子軌道法･原子価結合法を摂動法と組み合わせて解析されている｡東工大の田中郁三先生らとパイ電子懇

談会､後には電子状態討論会を立ち上げて､一つの研究分野を作りあげられた｡ 特に､分子内電荷移動に伴う新しい

電子遷移の発見は､電荷移動錯体の理論を構築したMullikenの1952年の論文と独立に進められており（論文発表は

54年だが）､先生はこの成果を携えてLMSSに留学された｡

『複眼的思考』では､御自身の研究を5項目にまとめておられる｡①化学会賞を取られた課題､②｢分子内の電荷移

動理論と発色の理論｣､③｢化学反応に対する分子間の電荷移動理論｣､④レーザー光などを使った｢分子の励起状態ダ

イナミックス｣､⑤｢化学反応に対する磁場効果｣｡ これらの研究を通じて､多くの研究者を育てられた｡

長倉先生の業績の一つとして総合研究大学院大学の創設の推進を忘れることが出来ない｡多分野の国立研究所･博

物館を基盤とした全く新しい形の博士課程大学院の創設には､法制的な意味でも､また異なる｢文化｣をもった研究分
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野をまとめると言う意味からも､多くの困難があったと想像される｡ 先生は設立の中心として働かれ､初代学長に就

任された｡ 先生の寄付金を基とした長倉研究奨励賞は平成7年度から29年度まで続いた｡

長倉先生には私は特別な恩義がある｡本郷の化学教室に受け入れ研究室がなかった私を､先生は希望通りに受け入

れてくれた｡ 理研時代には労組運動から抜け出せない私

を3年2 ヶ月間アメリカに送り出してくれた｡帰国時に､

私が｢実験をしない化学研究をします｣と決意を話した時

先生は｢職が見つからないよ｣と警告されたが､研究室を

閉じる81年3月まで長倉研に留めてくれた｡ 結局､研究

室の初代助手田仲二朗名大名誉教授､坪村宏阪大名誉教

授に始まり､長倉先生最後の学生であった橋本和仁物質･

材料研究機構理事長まで､多くの研究室員と共に､先生の

研究指導を受けたことになる｡白寿のお祝いをする約束

を果たせなかったのが心残りである｡衷心よりご冥福を

祈ります｡

長倉先生と分子研 田仲 二朗（名古屋大学 名誉教授）

長倉先生が亡くなられて、追悼の文集を書かせていただくことになったので、分子研創設当時の先生のご尽力につ

いて、昔の思い出を記すことにした。昭和30年（1955年）代のはじめに、化学の科学の特定の分野に集中した大学

付属の研究所は、北大の触媒研、東北大学の非水研、京大の化研などがあった。その後に作られた研究所では、全国

共同利用を建前として、化学では阪大の蛋白研、物理の高エネルギー研究所などがあった。物性物理の分野でも、新

しい機器が高額で、すぐには全国の各大学に設置が困難ということで、例えば液体ヘリウムを使う実験が自由に行え

るようにといった趣旨で、東大に物性研が付置された。昔の麻布3連隊の建物の傍に新しい建物が建てられて、古い

兵舎には東大の生産研と物性研が同居して出発して、長倉先生は物性研の分子部門の教授になられて、東大定年まで、

勤められた。もう60年くらい前のことである。

当時全国の大学の化学の先生方は、物理化学、無機化学、有機化学それぞれの研究所を建てたいという動きがあっ

たが、東大の赤松秀雄先生と長倉先生の多大なご尽力があって、分子研だけが、最初にできることになった。その際

に必要であった膨大な書類を作って文部省との交渉は長倉先生が中心になってなされたことと思う。先生は東京の近

くに建てることを希望しておられたと思うが、文部省側は、愛知教育大の跡地を使うように勧められたので、赤松先

生がお忍びで現地を見にこられて、私はお供をした。広い敷地の中に、とりあえず使える昔の建物があって、見晴ら

しがよかったことを、覚えている。赤松先生は初代の所長として、井口先生とともに、現在の分子研の敷地と建物の

整備をされて、定年になられたので、2代目の所長として、長倉先生が岡崎にこられた。

長倉先生は、設立当初から、国際交流が重要であることを提唱され、実際に岡崎コンファレンスの開催を始め、数々

の新しい事業を実現された。これにより、全国の研究者に大きな刺激が与えられたことと思う。MullikenやPorter 

をはじめ、著名な学者、活発な研究者がたくさん岡崎にこられて、講演されたので、若い方々には、大きな刺激になっ

たことと思う。また世界各地から、現役の教授や、若いpost doctoral fellowも来て滞在して、研究をされたので、国

際交流の成果があがったと思う。

先生ご自身が、東大物性研時代に続いて、分子研に移られた頃には、分子磁性の研究に関心を持っておられたよう

だったが、私にはどういう内容かはよく分かっていなかった。分子研の若い研究者には、それぞれの方が自由に研究

されることを願っておられたのではないかと思う。

1961年開催のQuantum Chemistry Conferenceにて。
後列右端が長倉先生、前列左からMulliken、小谷、一人おいて石黒先生。
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長倉三郎先生の思い出 吉原 經太郎（分子科学研究所 名誉教授）

長倉三郎先生の巨大な足跡を短く記述することは出来ないが、先生は思索と行動の達人であった。分子科学研究所

の設立には、長年にわたり順序を追って、多くの人々を説得するプロセスが必要であった。1960年から日本化学会

や日本学術会議の化学研究将来計画提言に参加されると共に、化学と物理の研究者を糾合した分子科学に係る学会組

織を作られた。さらに広い科学者間の調整、文部省高官の説得を通じて、1975年に研究所の設立に至った。15年に亘っ

て、専門研究所を作りたいという研究者達の熱意を結集し、これを力強く推進された。詳しい経緯は先生の講演会記

録の付録「分子科学研究所　前史」に記述されている（「分子研レターズ」（Vol.57 , 2007））。

長倉先生は国際学術研究にも力を注がれた。日本学術振興会の日米科学技術共同事業の一分野「太陽エネルギー転

換」を開始に当たっては、当時の米側責任研究者に日本の研究のレベルの高さを認めさせることが必要になった。先

生はいくつものエビデンスを調査して米側を納得させた。分子研はこの事業の世話機関となったが、これによって広

い範囲の研究者が分子研に関心を寄せることとなった。後日、米NSFが第三者機関で本事業の評価を依頼したところ、

日米双方にとって優れた事業であるとのことであった。日印自然科学協力事業も先生の特段のご努力インドとの人間

関係をもって開始出来た。

先生は数え年100歳の天寿を全うされた。生来お身体はご壮健で、寒いとか暑いとか言われるのを聞いたことがな

いし、健康診断もされなかった。しかし、1985年に大きな危機があった。腹部の不調があり、奥様をはじめ関係者

が心配して、医者に行くようにお勧めしたが、先生は容易に受け入れられなかった。田仲二朗さん（名大教授）（東

大物性研時代の初代助手、ちなみに私は2代目）も大変心配されて、名大病院で受診する段取りをされた。6月29日、“私

は大丈夫だよ”と、いやがる先生を宿舎から無理やり引っ張り出すようにして、病院へお連れした。診断結果は直腸

がんであった。当時は、がんを発症するということは重大な秘密事項であったので、ご家族以外は田仲さんと私で胸

にしまい込むこととした。しかし、現在、事情を知る人は私達2人だけになってしまったので、正確なことを書き残

したい。その後、国立名古屋病院へ転院して、「国手」とも思われる外科医師に、7月9日、執刀して頂いた。開腹の

結果、直腸がんは相当に進行していて、小腸へ貫通し小腸がんを併発していた。結局、大腸を30㎝と小腸を60㎝切

除する大手術となった。数時間かかった手術は成功で、そのまま病院で療養されることになった。そのわずか10日

後の７月19日に予定されていた教授会議出席を希望された。長期間固形物も口にされていないし、切除後の跡も安

定しないので、担当医や皆が反対した。しかし、先生の出席への意思は固く、結局、名古屋と岡崎の間を車で往復さ

れた。先生は何事もなかったように変わらぬ調子で会議を総理された。私は気が気でなかったが、多くの方々は先生

の体調不調に気づかなかったことと思う。

その後、すっかり健康を回復された先生は岡崎国立研究機構長を経て、ご自分で設立された総合研究大学院大学の

初代学長になられた。さらに、国際純正・応用化学連合会長、日本化学会長、神奈川科学技術アカデミー理事長、日

本学士院院長を務められた。これらの期間を通じて先生は文系の大家とも意見を交換される機会が多くなり、種々の

先生は分子研の所長を勤められたあと、神奈川県の逗子に、総合研究大学院大学を設立されて、初代の学長を勤め

られた。その後も神奈川科学技術アカデミー理事長を歴任され、また日本学士院の院長も勤められた。また神奈川大

学の理事長にもなっていただいた。

先生は今年の10月には百歳になられる筈であった。先生は、たまたまコロナ時代の始まった時にお亡くなりにな

られた。今は大きな時代の変わり目のような気がする。世界は情報化社会になり、環境問題と、生命科学が、人類生

存のための、緊急課題になっている。情報化社会が実現したのは、ShockleyがStanfordの近くで、小さな研究所をつくっ

て、発明家と企業家を育てたことに始まったとされているが、岡崎の三つの研究所からも、世界に影響を与えるよう

な研究成果がでることを、先生は願っておられたのでは、ないかと思う。
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分子研と長倉先生の思い出 坂田 忠良（東京工業大学名誉教授）

筆者が分子研基礎電子部門の助教授になったのは1976年なの

で今から44年も昔のことである。刈谷市に移転した愛教大の跡地

に創建が決まった時期であり、分子研の創成期で我々は第一期生

にあたる。筆者が大阪から岡崎市に移動し始めて分子研を訪れた

時には一足先に吉原経太郎教授が赴任されていた。その頃は分子

研の建物は未だ一つもなく、愛知教育大学の旧図書館が仮庁舎と

なっていた。敷地内には愛教大の古い旧校舎が残っていたが、そ

の多くは破れガラス窓の古い木造校舎であり風が吹くとガタガタ

と音を立てて揺れていた。旧校舎の敷地には雑草類が生い茂って

いた。その中には、酸っぱい木苺があり採取してジャムにすると意外と美味だった。山芋（自然薯）も生えていた。

九州の田舎出身の筆者は秋には太い蔓を探し、1～ 2時間かけて掘るとかなりの収穫となり、その野生の味を楽しんだ。

今から思うと、これは自然と一体になって掘り取る貴重な純粋経験（西田哲学）であった。

創成期なので、実験しようにも、実験装置は一つもない。ただ、時間だけは持て余すほどだった。そのうち中島信

昭博士と川合知二博士が夫々吉原研と坂田研の助手に決まり研究体制も整って行った。昼食時や暇な時間には皆で明

大寺の商店街に出かけ、お茶を飲みながら研究の夢などを語りあったものである。

そのうち初代の赤松秀雄所長が赴任され、研究棟や実験棟などの建設が始まった。これらの建物のタイルの色を茶

褐色に決めたのは、赤松所長であり、所長の初仕事だった。ただ分子研の建設はスムーズに進んだのではなく、建物

による電波障害の問題などで付近の住民のおじさんが棒を持ってどなりこんできたこともあった。

初代赤松所長は短歌を愛する人で歌集「流砂」を残された文人型所長であった。

第二代所長には長倉三郎先生が決まった。長倉所長の時代には教授と助教授が独立した半講座制など分子研らしい

体制の基礎が確立した。長倉先生は謹厳で少し怖いところがあった。長倉門下の小生や茅さん（茅幸二第5代所長）

などは長倉先生にはよく叱られたほうである。しかし、先生は叱った後何かと優しい言葉をかけて委縮しないように

配慮をされた。筆者は大学院生時代Ｎ－エチルフェナジルという中性ラジカルの合成をしたことがあった。しかし、

途中で合成に失敗して高価な試薬を無駄にした。そのことを先生に報告すると「また試薬を買って実験を続けて下さ

い」と言われた。筆者は何か厳しい言葉が出るものと内心緊張していたのでこの優しさには救われた。また先生は弟

子達の就職についても配慮を欠かさない優しい思いやりを持った人だった。

先生は所長を辞めても頭髪は黒々として健康そのもので不老長寿の人に見えた。しかし、80代後半くらいか

ら黒々としていた頭髪は急に白くなり老化が進んだようである。筆者はこのまま百寿者になれば「老年的超越

（Gerotranscendence）」に至り、「遊戯三昧」の「悟りの境地」を我々の前に示されるものと心から期待していた。しかし、

惜しくも百才を目前にして99才で亡くなられた。在りし日の先生の温容を偲びご冥福を祈ります。

問題についての思索を深められた。我々との談話でも古今東西から現代の哲学者などのお話が多くなった。先生は

生涯を通じて周りを忖度することなく、常に正論を述べられたように思う。齢90歳を越えて『「複眼的思考」ノスス

メ：調和が必要な変革の時代を迎えて』（くもん出版2011）を出版された。ノーベル賞受賞者の言葉なども引用しつ

つ、物事を複眼的、俯瞰的に見ることの必要性を説いておられる。“実態は一つきりと思っていた事柄を別の面から

見る、つまり両面から見る必要がある”、“今世紀は東西文明を融合した「調和の文明」に移るべきである”などと提

言されている。先生が後世に残された言葉である。　
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とても怖く、そして心から尊敬する師 橋本 和仁（物質・材料研究機構 理事長）

晩年の長倉三郎先生のお世話をしてくださっていた宍倉日和子さんから、先生ご逝去の第一報をいただいたのは4

月16日の19：30ごろでした。「1時間ほど前に叔父が亡くなりました。食事をしている途中で、突然のことだったよ

うです」とのお電話でした。筆者は長倉先生門下生の会である「長光会」の幹事をしており、最初のご連絡をいただ

いたのです。

一昨年、先生はただお一人の御子息を、そして昨年には奥様を亡くされており、吉祥寺のご自宅の近くにある医療・

介護施設に入居なさっておられました。お亡くなりになる当日まで普段と変わらず、お食事も普通にとられていたそ

うです。99歳の大往生でした。

ちょうど新型コロナの感染が広がりかけている真っ最中であったこともあり、ご葬儀は故郷の静岡県沼津市でご親

族のみでなされるということでした。しかし、無理をお願いして、筆者は門下生の代表として出席させていただきま

した。先生は大変安らかなお顔で目を閉じられていたことがとても印象的でした。また、6月13日に49日の法要を終え、

沼津市下香貫にある菩提寺の妙蓮寺に納骨されたとのご連絡をいただいております。

長倉先生の御業績に関しては多くの方から解説いただけるでしょうから、本稿では先生のお人柄をご紹介させてい

ただこうと思います。

現在はずいぶんお年を召されたひとばかりですが、門下生は今でも “長倉先生”、と聞けばみな反射的に、「怖い」

と連想するようです。筆者は長倉先生が東大で研究室をお持ちであった最晩年のころの学生でした。初めて研究室に

行ったとき、スタッフや諸先輩の皆さんから、「長倉先生は怖い、とにかく怖い……」と一様に聞かされました。「えっ、

研究室紹介の時はとても穏やかな表情で、優しそうでしたよ？」と小生が言うと、「それは学生勧誘のための営業フェ

イスだよ」とにべもなく言われたことをよく覚えています。

確かに長倉先生は言葉では表せないほどのすごい“威厳”がありました。後年、筆者も東大で20年ほど研究室を

主催していましたが、長倉先生のような威厳など、みじんも出せませんでした。長倉研ではセミナーの時など、先生

がどのような言葉を発せられるか、皆がピリピリして耳をそばだてていました。そして時々、ものすごい雷が落ちま

した。声はさほど大きくないのですが、その場にいたたまれなくなるような怖い雰囲気が立ち込めるのです。

しかし、不思議というか、感心するというか、それでも門下生はみな、本当に全員が長倉先生をとても尊敬してい

るのです。怖がっているけれども心から尊敬している。先生はいつもとてもお忙しくされていたので、筆者は直接教

えを乞う機会はそれほど多くはありませんでしたが、とても印象に残っていることがあります。直接研究報告をする

ことになっていた日、先生は夜遅くに出張から戻られずいぶんお疲れでした。予定通りディスカッションは始まりま

したが明らかにとても眠そうなご様子でした。すると眼球が突然グルっとひっくり返り白目になるのです。それも何

度も何度も。それでも目は決して閉じない。ものすごい根性、そして研究と教育に対する情熱が伝わってきました。

昭和56年、長倉先生は東大を定年退官され、分子研に所長として就任されました。筆者はその前年に修士課程を

修了して、分子研に技官として在籍していました。ずいぶん遠い存在になりましたが、先生に対する畏怖の念は全く

変わらず、昼休みにテニスコートにいるとき、先生がお食事のためコートの横を通ってご自宅に向かわれる姿が見え

ると、反射的に仲間の陰に隠れたものです。しかし、時々先生の御自宅にお招きいただき、先生の好物のすき焼きを

ごちそうになりながら、研究に対する心の持ち方を拝聴することもできました。特に強く残っているお言葉に、「研

究は独創性が大切です。皆が右行きのバスに乗るときにはわしは必ず左行きのバスに乗ってきました」というのがあ

ります。筆者は研究の節目、節目でこのお言葉を思い出しながら進むべき道を選んできました。

長倉先生は分子研所長、岡崎共同研究機構長、そして総研大学長の後、神奈川科学技術アカデミー理事長に就任さ

れています。筆者は偶然にもちょうどその時、神奈川アカデミーで研究プロジェクトのリーダーをしていました。報

告会などにほとんど必ず先生は出席され、時に厳しく、しかし良い研究成果が出た時はとても喜んでくださり、元気
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づけていただけたことはとても幸運なことでした。指導者として激しく、厳しいのは、実は弟子を育てようという思

いの表れ、ライオンの親なのだなと、そのころになってようやく真に理解しました。

長倉先生は様々な分野の本を読んで知識を吸収することを最晩年まで続けておられたようです。90歳のころ「複眼

的思考のススメ」という本を出版なさっていますが、そこにはサイエンスだけでなく、人生そして社会全般に対する先

生の考えが凝縮されているように思います。昨年、先生をお伺いした際にこのご著書を持参し、サインをいただきまし

た。しっかりと力を入れ、ずいぶん丁寧に時間をかけて書いてくださいました。先生の最後のサインになったようです。

お亡くなりになる直前にも「自分はまだ社会のために何か役に立ちたい」とおっしゃっていたそうです。心より尊

敬でき、そして真に師と思える先生でした。

２０１９年４月　宍倉日和子さんと。

東大から分子研所長に着任されたときに開かれた「長倉先生を囲む会」。
（場所：国際文化会館　開催日：1981年5月23日）

当時の皇太子殿下（現　上皇陛下）が岡崎3研究所をご訪問（1988年6月9日）。

２０１９年４月　長倉先生のサイン。
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表記の所長招聘会議『光輝く博士課
程卒業生』が2020年6月3日の午後
にWEBシンポジウムとして開催され
ました。毎年、日本学術会議化学委員
会、日本化学会戦略企画委員会、およ
び、分子科学研究所の共同主催として、
社会と学術に関わる重要な課題につい
て化学の視点から議論を行っています。
今年は、世界中に緊急事態をもたらし
たCOVID19の影響で開催の延期など
も検討された中、川合所長の力強い支
援のもと、ZoomによるWEB会議と
して開催することができました。
今回のテーマは、学術会議化学委

員会で議論されてきた検討課題の一つ
で、世界におけるわが国の研究力低下
の問題に対する解決策を考える中、企
業で活躍する博士の重要性を検討・再
認識し、今後の指針について議論する
こととしました。６名の講師（ポスター
参照）により、様々な視点から博士の
存在意義と課題について講演をいただ
きました。学術界においても今や世界

を席巻している中国の最新事情（中国
の2020年改革）を注視しながら、わ
が国の若手研究者活性化のための新た
な施策について考えるとともに、産業
界における博士課程卒業生の意義と期
待について見解が示されました。ま
た、博士人材に関する様々な角度から
の調査データに基づき詳細な解析結果
が示されるとともに、研究最前線の若
手研究者から、企業での経験について
生の声を聞くことができました。さら
に、化学系企業での博士の活躍情況と
調査結果に基づく提言もいただきまし
た。すべての講演が示唆に富む貴重な
内容で、そのあとの総合討論も白熱し
たものになりました。WEB討論では意
思疎通に不十分な点もあったかもしれ
ませんが、一方でWEB会議にはどこ
にいても参加ができるメリットがあり、
例年より多い100名を超える参加者が
ありました。貴重な講演は、若い学生、
研究者にも聞いてもらうのが良いとい
う意見も出され、今回の記録ビデオを

今後活用できればと思っています。最
後にZOOM会議の準備、運営でご尽
力いただきました岡本裕巳教授・研究
総主幹をはじめ担当の方々に心より感
謝申し上げます。

（北海道大学 加藤 昌子　記）

分子科学研究所所長招聘会議　公開WEBシンポジウム
『光り輝く博士課程卒業生』

2020年5月1日より共同利用推進
室が設置され、中村が室長を拝命しま
した。今後、各施設のスタッフ、戦略
室や共同利用係の方々とともに、分子
研の共同利用を使い良いものにして参
ります。皆様のご協力無しには出来な
い事ですが、私も精一杯尽力致します
ので、何卒よろしくお願いいたします。
言うまでもなく、分子研は大学共同

利用機関であり、共同利用研究の推進
が最大のミッションです。研究系、附
属施設のこれまでの大きな努力により、
分子研は大きな役割を果たしてきまし
た。一方で、若手人口の減少や研究予
算の削減などもあり、分子研の期待さ
れる役割も変わりつつあります。汎用・
先端にかかわらず、すぐに稼働できる
いわゆる「温かい装置」を提供するこ

とが求められています。
分子研の附属施設として、極端紫外

光研究施設（UVSOR）、機器センター、
装置開発室、加えて岡崎共通研究施設
として計算科学研究センターが存在し
ます。ユーザーの利便のため各施設に
は独自の共同利用の仕組みやサービス、
ホームページが出来ており共同利用の
一助になっています。しかしながら網

共同利用推進室立ち上げ



16 分子研レターズ 82　September  2020

羅的になっているわけではなく、外部
利用者からは、どのような装置があっ
て、どこに尋ねれば利用可能なのかが
分かりにくくなっています。共同利用
推進室は、各施設の利用のルールや成
果報告などを一元化し、ホームページ
はうまくリンクで繋ぐなどして、ユー
ザーが施設を越えて利用しやすくする
ことを目標としています。共同利用推
進室のメーリングリスト（jrpo@ims.
ac.jp）も作成しました。外部の方向け
に分子研の施設利用や共同利用に関す
る相談窓口的な役割を果たしていきま
す。

NOUSについて
2020年度から共同利用申請が、機構

本部のNOUS（自然科学共同利用・共同
研究統括システム）https://www.nins.
jp/site/nous/ に変更になっています。
マニュアルが有りますので (NOUS申請
マニュアル: https://www.ims.ac.jp/
guide/webnous.html)、 ご一読くだ
さい。分子研共同利用案内（https://

www.ims.ac.jp/guide/）からもリンク
がありますので、従前通りこちらを紹介
して頂いて結構です。

共同利用控え室
以前から進んでいた話ですが、計算セ

ンターを除く分子研附属三施設の共同利
用者控室が一カ所に集約されました。外
部ユーザーの利便に加え、施設利用者が
一部屋に集まることによって、異分野交
流が深まる可能性など、情報ハブとして
の機能が期待されます。学問が学際的に
なる一方で、専門が尖鋭化するこの時世
では、人と人との連携が要となります。
利用者にとって快適な場所となるよう、
設備面でも出来る範囲で良い形にしてい
きます。附属三施設の事務室も共通化し
ました。何卒よろしくお願いいたします。
この仕組みにより、どの施設の利用者で
も共同利用事務室に一度は足を運ぶ事に
なります。ゆくゆくは、IDカードを共
同利用事務室で各人に配布するようなシ
ステムにするなど、新たな取り組みを推
進します。長期的には、IDカードに紐

付けた番号に依って、電子課題申請、報
告書提出、予約、旅費申請などが行える
ようなシステムの導入を目指します。

新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）対策
COVID-19感染対策は、当面避けて

通れない問題です。具体的な施策は別
にご案内しますが、共同利用推進室と
しても、その役割の一翼を果たしてい
きたいと思います。もちろん、全所的
な取り組みですが、マニュアルやシス
テム作りなど共通の指針作成のために
尽力していきます。共同利用控え室や
事務室に足を運ぶ際に健康チェックを
お願いする事で、感染対策の取り組み
の一助になることも期待しています。
すでに、共同利用に関わるシステム

が日々更新されていると思います。亀
の歩みですが、1歩1歩進めていきたい
と思います。何卒よろしくお願いいた
します。

（中村 敏和　記）

NOUSサイト トップページ
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川合眞紀所長に日本学士院賞

石崎章仁教授に日本学術振興会賞ならびに日本学士院学術奨励賞

岡本裕巳教授に文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）

山本浩史教授に永井科学技術財団学術賞

倉持光准教授に令和２年度科学技術分野の文部科学大臣表彰・若手科学者賞

Nguyen Thanh Phuc助教に第9回自然科学研究機構若手研究者賞

伊澤誠一郎助教に令和2年度花王科学奨励賞

近藤聖彦技術職員に令和元年度日本化学会化学技術有功賞

藤原基靖技術職員，浅田瑞枝技術職員，伊木志成子特任専門員に
ナノテクノロジープラットフォーム令和元年度技術支援貢献賞

受 賞 者 の 声

日本学士院は令和2年4月6日に第
１１０回日本学士院賞９件９名を決定・
発表し、分子科学研究所所長の川合眞
紀先生が受賞されました。６月６日に
授賞式が予定されていましたが、新型
コロナウィルス感染防止のため延期さ
れ、現在に至っています。物理化学分
野からの受賞は久しぶりであり、表面
科学の分野からは第102回の髙柳邦夫
東京工業大学名誉教授以来の受賞です。
川合先生の受賞対象となった業績は「単
一分子分光を用いた固体表面上での化
学反応の研究」です。受賞理由による
と、固体表面における吸着分子のポテ
ンシャルエネルギー面などについての
研究に立脚し、走査トンネル顕微鏡
（STM）を用いて、表面に吸着した単一
分子の状態（構造、電子状態、振動状態）
を定量的に観察する手法を開発し、さ
らにその化学反応操作を実現したこと
が高く評価されています。
川合先生は分子研所長に着任以降、

2017年秋に紫綬褒章、2019年3月
にロレアル-ユネスコ女性科学賞を受
賞されています。それぞれの受賞の際
に、横山利彦さん（分子研）と金有洙
さん（理研）が単一吸着分子の化学に
ついて、素晴らしいお祝いの文を当時
の分子研レターズに執筆されています。
ここでは昔の話を少しいたします。私
は理研・川合研究室の最初の研究員と
して1992年4月に着任しました。研
究室を立ち上げる時期でしたので、川
合先生と共に超高真空チェンバーの設
計、測定装置の調査・交渉・納入の後、
実験システムを組み上げ、初めて実験
データが得られた時のことを今でも思
い出します。日々の実験データを夜ま
でにまとめ、主任研究員室で川合先生
と深夜まで議論することが日課となっ
ていました。私が国内外で一緒に仕事
をした研究者の中で、川合先生は最も
実験データの理解が早く、次に何をす
べきかを見抜ける研究者でした（今で

もそうだと思います）。川合先生のもと
で私が行ったのは、“STMを用いた単
一分子の化学”以前、つまり受賞内容
前夜の揺籃期の研究でした。私が物性
研に異動後、STMによる単一分子のア
クションスペクトロスコピーを理研・
川合研で実現した米田忠弘さん（東北
大多元研教授）や、STMによる非弾性
トンネル分光で単一分子のスピン物性
を東大・川合研で大きく展開した髙木
紀明さん（京大人間環境教授）の方が、
このたびの受賞紹介に適任だったかも
しれません。川合先生が撒かれた種は、
各地の研究室で大きな花を咲かせ、果
実が収穫されているところです。
川合先生には、これからも所長とし

て分子研を益々発展させ、現役研究者
に対してご指導ご鞭撻をいただくこと
を大いに期待して、お祝いの言葉とさ
せていただきます。

（東京大学 信 淳　記）

川合眞紀所長に日本学士院賞
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去る2月18日、東京上野公園にある
日本学士院において秋篠宮皇嗣同妃両
殿下のご臨席のもと第16回（令和元
年度）日本学術振興会賞、日本学士院
学術奨励賞の授賞式が挙行され、日本
学術振興会の里見進理事長、日本学士
院の井村裕夫院長より賞状・賞碑を授
与いただきました。授賞式の後には記
念茶会が催され、両殿下に研究業績を
説明させていただく機会を賜りました。
このような栄誉ある賞をいただくこと
になり幸甚の至りでございます。
日本学術振興会賞は、創造性に富

み優れた研究能力を有する若手研究者
を早い段階から顕彰し、その研究意欲
を高め研究の発展を支援していく趣旨
で創設されました。人文学、社会科学
および自然科学の全分野が対象となり、
令和元年度は国内の学術研究機関およ
び学協会により推薦された候補者451
名の中から24名に授与されました。さ
らに、日本学術振興会賞受賞者のうち
6名以内に対して日本学士院学術奨励
賞が授与されます。私への学術奨励賞
は化学および分子・物質が関わる物理
学の理論計算研究に対する初めての授
賞だそうで、あらためて背筋が伸びる

思いでございます。
壇上において私の賞状を読み上げ

られる井村裕夫院長が私の大学入学時
の総長であることに気づいたとき、人
の縁とはおもしろいものだと感じ入る
とともに、桜咲き乱れるところで減速
した京阪電車、亡き母と歩いた出町柳
から百万遍、アカデミアへの憧憬と立
ち入ることを許された高揚感、そんな
二十数年間思い出したこともない入学
式当日の情景が一気に蘇り、全身で初
心に揺り戻されたような気がいたしま

す。今後もいただきました賞の名に恥
じぬ様より一層の精進を重ねてまいる
所存でございます。
最後になりましたが、日本学術振

興会賞にご推薦いただきました日本物
理学会受賞候補等推薦委員会の先生方、
書類作成では大変お世話になりました
京都大学 谷村吉隆教授、関西学院大学 
橋本秀樹教授に心より御礼申し上げま
す。

（石崎 章仁　記）

この度、「ナノ光学新観測手法
の開発とプラズモンの空間特性の
研究」というタイトルで、文部科
学大臣表彰科学技術賞（研究部門）
を受賞の栄誉にあずかりました。
20年近く前に分子研に来る以前は、
高速分光、振動分光などを専門と
していましたが、着任を機に、そ

れまでとは研究の方向性を大幅に変えて、
経験のなかったナノ光学やプラズモンの
研究領域に踏み込みました。そのため、
慣れないことやわからないことだらけで
やってきました。（実際にやったのは殆
ど研究室スタッフなわけですが。）今で
もそれらの研究領域の主流にはとてもつ
いていけない部分があります。もしかす

岡本裕巳教授に文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）

令和2年2月18日、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席のもと、日本学士院の井村裕
夫院長より日本学士院学術奨励賞の賞状、賞牌、副賞を授与される筆者（日本学
術振興会の許可を得て掲載）。

石崎章仁教授に日本学術振興会賞ならびに日本学士院学術奨励賞
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ると、それが却って功を奏して、少しば
かりユニークな発想で研究を進められた
のかも知れません。近接場光学顕微鏡を
使って、金属微粒子でプラズモンモード
の定在波波動関数が見えた、複数の微粒
子が近接すると接合部に発生する増強光
電場が見えた、また光学活性でナノ物質
をイメージングするとマクロな光学活性
とは相当違った特性が見えた、などとい
う成果は、分野の主流から見るとかなり
雑なものだろうと思います。今回は、そ
れが認められたということかとも思いま

す。主流を追いかけていたら、受賞につ
ながる成果にはまず至らなかっただろう
と思います。このようなある意味無謀な
方針で、何とか成果を出してこられたの
は、これまで研究室に所属して研究を推
進してくださったメンバーの活動と、研
究所からのサポート、装置開発室を始め
とする施設からの支援のおかげです。深
く感謝しています。
ところで、この授賞に関する表彰式は

例年4月中旬に行われるようなのですが、
今回はCOVID-19の影響で中止となっ

てしまいました。賞状と副賞（メダル）は、
約1ヶ月後に郵送されて来て、岡崎の事
務の方から渡して頂きました。ネット表
彰式もありません。何とも実感の薄い受
賞となってしまいましたが、恐らく、後
でこのことについて語ることが出てくれ
ば、「僕がもらったときはコロナ騒ぎで
表彰式は吹っ飛んだんだ、どうだ。」と
プチ自慢になるのだろうと思います。

（岡本 裕巳　記）

このたび、2019年度永井科学技術
財団学術賞を受賞いたしました。本賞
は、素形材と他の分野との融合を図り、
顕著な成果を挙げたオリジナリティの
ある研究テーマの研究者に対し授与さ
れるものです。今回私は、「有機伝導
体のナノ薄膜化とエレクトロニクス素
材への展開」というテーマで本賞を頂
きました。有機伝導体という「素材」
を薄い単結晶にして基板と貼り合わせ
ることによって、主に電界効果トラン
ジスタとしての新機能を発現させると
いう研究内容を評価していただきまし
た。有機伝導体の研究は、バルク結晶
としての非常に詳細な物性科学研究に
ついて、多くの方が素晴らしい研究を

行っていますが、薄膜という形
状にするだけで、エレクトロニ
クスやオプテックスへ様々な展
開が可能になりました。大げさ
に言うと、対象物の形を変える
だけで物性測定の可能な範囲が
大きく広がるという、物性科学
の面白さを身をもって体験できたこと
を、そして今回それをこのような形で
評価していただけたことを嬉しく思い
ます。授賞式は2020年3月に予定さ
れていたのですが、あいにく新型コロ
ナウイルスの感染拡大で中止となって
しまいました。後日、大変立派な記念
盾をお送り頂きましたので、大事にオ
フィスに飾っています。最後になりま

すが、本研究に携わってくれた川椙博
士（現東邦大学講師）、須田助教（現京
大准教授）ほか多くのラボメンバーと
共同研究者の皆様、そして様々な支援
を頂きました加藤主任研究員（理化学
研究所）ほか多くの皆様からのご支援・
ご助言に深く感謝して、受賞の報告と
させていただきます。

（山本 浩史　記）

山本浩史教授に永井科学技術財団学術賞

この度、「極限分光計測による複雑
分子の超高速構造ダイナミクスの研究」
の業績に対して、令和２年度科学技術
分野の文部科学大臣表彰・若手科学者

賞をいただきました。科学技術分野の
文部科学大臣表彰は科学技術に関する
研究開発、理解増進等において顕著な
成果を収めた者を表彰するもので、特

に若手科学者賞は萌芽的な研究、独創
的視点に立った研究等、高度な研究開
発能力を示す顕著な研究業績をあげた
40歳未満の若手研究者を対象としたも

倉持光准教授に令和２年度科学技術分野の文部科学大臣表彰・若手科学者賞

受 賞 者 の 声
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この度、第9回自然科学研究機構若
手研究者賞を受賞致しました。本賞は、
自然科学研究機構から、新しい自然科
学分野の創成に熱心に取り組み成果を
挙げた優秀な若手研究者を対象として
授与するものです。自然科学研究機構
の各研究所から一人ずつ選ばれた受賞
者5名による、高校生を中心とした一
般の方々向けの講演会が例年企画され
ており、今年は6月14日に若手研究者
賞授与式および記念講演会が執り行わ
れる予定でしたが、昨今の新型コロナ
感染症の拡大防止の観点から、本年度
は授賞式と講演会の中止が決定されま
した。
その代わりに、受賞者各々の講演動

画が特別公開として自然科学研究機構
のホームページ上にアップされていま
す。非専門家相手の講演なので普段の

学会発表とは異なり、い
かにわかりやすく話をす
るかということに重点を
置いてプレゼンの準備を
しました。どうすれば良
いのかいろいろ悩んでい
ました。そして、今回は
マイクロソフトパワーポ
イントでスライドを作っ
てから、Zoomのソフト
ウェアを使って講演動画を自分で撮影
しました。最初に作ったものは分かり
難く、全然ダメでしたが、所長の川合
先生や研究力推進本部の坂本先生のコ
メントに基づいて何回も作り直しを繰
り返した結果、ついに最終版が出来上
がりました。講演動画を見る高校生た
ちの科学や研究に対する熱心さがます
ます高まることを期待しています。今

回の講演動画の作成は、私個人として
も貴重な経験となりました。
最後に、共同研究者の石崎先生や講

演の内容の指導までしてくださった所
長の川合先生、研究力推進本部の坂本
先生、研究力強化戦略室の原田様をは
じめ、関係者の皆様に深く御礼申し上
げます。

（Nguyen Thanh Phuc　記）

Nguyen Thanh Phuc助教に第9回自然科学研究機構若手研究者賞

のです。
受賞の対象となった業績は私がここ

7年程の間取り組んで来た、反応途中
にあるタンパク質などの複雑分子の構
造変化を極短パルス光を使い分子振動
を直接時間領域で観測しながらフェム
ト秒スケールで追跡する、という研究
です（詳細については拙著の総説、分
光研究, 66, 5, 155 (2017)などを
ご参照いただけますと幸いです）。非常
に大変な実験で昼か夜かも分からない
生活を繰り返し、論文を投稿すれば毎
度激戦、と苦しい日々もありましたが、
この様な栄えある賞をいただくことが
できて感無量の一言です。今でも一つ
一つのデータが取れた時のことや気持
ちを鮮明に覚えており、研究において
およそ10年という月日があっという間

であることをあらためて強く感じま
す。実は、この実験の大元のアイデ
アは分子研生まれです。私の前の職
場（理化学研究所）での上司、田原
太平主任研究員と竹内佐年専任研究
員（現・兵庫県立大教授）が分子研
在籍時代に現・東工大助教の藤芳
暁先生と始めた実験に端を発しま
す。そのような実験を私が理研で成
熟・極限化させ、その成果を一つの
きっかけとして今年度から分子研に
着任するに至ったことには不思議な縁
を感じざるを得ません。分子研で、ま
た来る10年（？）で新しい、面白い分
子科学研究をやってやろうという決意
が芽生えます。この賞の名に恥じぬよ
う、今後も精進して参る次第であります。
最後になりましたが、賞にご推薦い

ただいた理化学研究所光量子工学研究
センター・緑川克美センター長、田原
太平主任研究員、竹内佐年教授、なら
びに多くの共同研究者の皆様に厚く御
礼申し上げます。

（倉持 光　記）
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このたび、有機太陽電池の発電が起
こる界面での電荷移動過程の解明・制
御に関する研究で、令和2年度の花王
科学奨励賞を受賞しました。この賞は、
固体表面、界面などにおける機能創出、
デバイス展開など、界面と表面の科学
に関する研究を行う若手研究者に対し
て、表彰・研究助成を行うものです。
私はこれまで、有機太陽電池や有機

EL、トランジスタなどに用いられる有
機半導体材料の界面に着目して、そこ
での物性制御、機能創出、デバイス性
能の向上を目指して研究を行ってきま
した。界面研究の面白い点は、界面近
傍の単分子層スケール（数nm）の構
造を少し変化させただけで、大きく物
性やデバイス特性が変化することです。
特に有機半導体デバイスは、励起子や
電荷が分子に局在しているため、その
特性が界面の性質に大きく影響されま
す。これは従来の無機半導体デバイス

とは大きく異なる性質で未だ不明な点
も多いですが、界面での電荷移動過程
を解明し、自在に制御できるようにな
れば、無機半導体デバイスを凌駕する、
またはそれとは異なる特性を持った新
規の有機デバイスを創り出すことがで
きると考えています。私の主な研究対
象である有機太陽電池では、発電が起
こる界面近傍の１～３分子層程度のエ
ネルギー状態、結晶性などが光電変換
特性を支配することがわかってきまし
た。特に変換効率を決める重要なパラ
メータである開放端電圧値については、
界面で生成する電荷再結合中間体の性
質を制御すれば、無機太陽電池並みの
小さなエネルギー損失が実現できるこ
とがわかりました。これらの研究をさ
らに進展させ、高効率な有機太陽電池
の実現につなげたいと考えています。
最後にご指導いただきました上司

の平本昌宏教授と、ともに研究を進

めてくれた研究員の菊地満さん、総研
大生の新宅直人さん、Lee JiHyunさ
ん、Chimie Paris Techからのイン
ターンシップ生のArmand Perrotさん、
Jeremy Roudinさんに感謝の意を表し
ます。今後もより良い研究成果を上げ
られるよう頑張ります。

（伊澤 誠一郎　記）

この度は、「分子科学研究を促進す
る実験装置の開発および超精密研磨技
術」という題目で、日本化学会化学技
術有功賞という身にあまる賞をいただ
き、大変うれしく思っております。今
回受賞できたのも、ひとえにご推薦し
ていただいた飯野亮太教授、山本浩史
室長、繁政英治技術課長、そして川合
眞紀所長のおかげであります。この場
をお借りして謝意を表します。受賞の
ご連絡をいただいた際、二つの思いが
頭をよぎりました。
一つは、上司や先輩の諸氏、同僚や

後輩の皆様、たくさんの方々から多く

を教わり、ものつくりを継続すること
ができたことへの感謝の思い、もう一
つは、なじみの薄い分子科学分野に関
係する設計・加工は一からのスタート
であったこともあり、色々と壁にぶち
あたることがありましたが、分子研は
挑戦の日々を暖かく見守っていただけ
る環境であったので、失敗を恐れずに
突き進むことができたことへの感謝の
思いです。
分子研に採用されて、24年程度の

年月が経ちますが、真空技術、研磨技
術、低温技術、接合技術など様々な技
術に携わることができました。それぞ

れの技術は今後も分子科学の発展に重
要でありますが、どの技術をとっても
まだまだ、学ぶことはたくさんありま
す。また、技術はどんどん進歩してい
くとともに、必要とされる技術が変化
していきますので、受賞に甘んじるこ
となく、多方面へアンテナをはり、新
技術に柔軟に対応できる姿勢を忘れず、
切磋琢磨していく強い気持ちを維持し
たいと考えています。
変化と言えば、名古屋大学に2年間

の人事交流をおこなったことがあげら
れます。この期間に名古屋大学の上
司に叱咤激励していただき、研磨技

伊澤誠一郎助教に令和2年度花王科学奨励賞

近藤聖彦技術職員に令和元年度日本化学会化学技術有功賞

受 賞 者 の 声
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この度、「電子スピン共鳴装置による
研究支援」という題目で、文部科学省
ナノテクノロジープラットフォーム令
和元年度技術支援貢献賞をいただきま
した。ナノテクノロジープラットフォー
ム事業（以下、ナノプラ）は、全国の
産官学の研究者に対して最先端の研究
設備の利用機会を提供し、イノベーショ
ンにつながる研究成果の創出を目指し
ています。研究設備の機能・性能を十
分に活用するため技術スタッフが置か
れ、研究設備の整備や利用者への使用
のノウハウを提供しています。技術支
援貢献賞は「技術支援において多大な
貢献をしたと認められる者」に与えら
れる賞で、これまでの支援に対して評
価をいただき大変光栄に存じます。
電子スピン共鳴（以下、ESR）支援は、

ナノプラが開始された2012年度当
初より行っており、利用者の約9割が
外部利用者です。それ以前も、大学に
は公開されていましたが、ナノプラで
公開するようになってから、化学系の
みならず生物系や民間企業などの方々

にもご利用いただく機会が増えました。
ESR支援は、主に3名（藤原、浅田、伊木）
で、測定相談、マシンタイム調整、装
置の事前セッティング、測定・解析サ
ポートなど、利用者の希望に応えられ
るよう、各々の強みを生かして支援を
行っています。
高周波・高磁場パルスESR装置は、

導入から20年が経ちますが、任意波形
発生装置や波長可変レーザー、デジタ
ルアップグレード等の整備機会が得ら
れ、高度化・高機能化を行うことがで
きました。また寒剤（液体窒素、液体

ヘリウム）の常時供給体制により、不
自由なく低温測定を提供することがで
きました。この恵まれた環境下で支援
を提供できることに感謝するとともに、
今回の受賞を励みに、より一層充実し
た支援を提供できるよう努めてまいり
ます。
最後になりますが、ご推薦いただ

きました横山利彦教授をはじめとして、
ご指導、ご協力をいただきました多く
の皆さまに、この場を借りて厚く御礼
申し上げます。

（藤原 基靖　記）

術をまさしく磨くことができたのです
が、それ以外に色々と成長できたと考
えています。名古屋大学でお世話になっ
た方々にもこの場をお借りしてお礼申
し上げます。それから、日本化学会第
100春季年会が中止となり、これに伴
い式典も開催されませんでした。歴代
の受賞者の方々とは違う形式で表彰楯
を受け取ることになりましたが、これ
は稀な経験ですので、人生ノートに特
別な出来事として鮮明に刻まれました。
最後になりますが、装置開発室のミッ

ションステートメントのバリューの中
に「自然科学に興味を持ち、科学的考
え方と発想を身につけ、分子科学研究
所の発展につながる次世代技術に挑戦
します。」とあります。このバリューを
心に留めて、今後も色々と挑戦の日々
を過ごし、分子研の発展に貢献したい
と考えていますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

（近藤 聖彦　記）

藤原基靖技術職員，浅田瑞枝技術職員，伊木志成子特任専門員に
ナノテクノロジープラットフォーム令和元年度技術支援貢献賞

右から伊木氏、浅田氏、藤原氏（筆者）

受 賞 者 の 声
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New Lab  研究室紹介

2020年4月1日付で生命・錯体分
子科学研究領域錯体物性研究部門に着
任いたしました。着任にあたり川合所
長や研究主幹の飯野先生をはじめたく
さんの方にご尽力いただいたことをこ
の場を借りて御礼申し上げます。楽し
みにしていたお花見も新型コロナウイ
ルス感染症の影響でなくなってしまい、
分子研のみなさんとの交流がまだほと
んどできておりませんので、紙面にて
自己紹介とさせていただければと思い
ます。
私の研究分野は構造有機化学や有機

合成化学といったくくりになりますが、
特徴的な電子構造をもつ有機化合物を
合成してその機能を解明すること、ま
た合成が困難とされる有機化合物の合
成方法を開発することを目的としてい
ます。私の研究の最大のモチベーショ
ンは「作った分子の構造を見ること」で、
それにはX線結晶構造解析という測定
が欠かせません。
私のX線結晶構造解析との出会いは、

修士課程にて行っていた「ボリルリチ
ウム」というホウ素化合物の研究にさ
かのぼります。ホウ素は一般に求電子
的な性質をもつので求電子剤との結合
形成反応が難しく、合成できるホウ素

化合物の種類が限られていました。こ
れを解決するためにホウ素求核剤を新
たに合成しようというテーマを野崎先
生・山下誠先生の指導のもとで始めた
のですが、この研究はホウ素とリチウ
ムとの結合をX線結晶構造解析によっ
て観測しなければならないという高い
ハードルがありました。求核性ホウ素
化合物「ボリルリチウム」が発生して
いるであろう兆候は修士1年の8月に
はNMRスペクトル測定や各種求電子剤
との反応実験によって見えていたので
すが、これでは直接的な証明にはなら
ず、全体の分子構造も不明のままでし
た。X線結晶構造解析には0.1 ～ 0.2 
mm程度の単結晶を作成する必要があ
り、これが分子によってとても難しく
苦労することが多々あります。ボリル
リチウムの場合は空気中の酸素や水分
と即座に反応して分解してしまうほど
不安定な化合物なので、精製と再結晶
はアルゴンで満たされたグローブボッ
クスの中で行いました。1粒の単結晶
を得るために精製と再結晶を半年以上
繰り返し、修士2年の4月についにX
線結晶構造解析でボリルリチウムの構
造を決定することに成功しました。実
際に見てみると、思い描いていた以上

に美しくカッコいい分子がそこにあり、
たいへん感動したのを今でも覚えてい
ます。その後は装置の使い方を学び、
たくさんX線結晶構造解析をするため
に研究の方向性を決めていたように思
います。
卒業後に、伊丹健一郎先生の主宰す

る名古屋大学理学研究科有機化学研究
室に助教として着任し、その後立ち上
がった伊丹ERATOプロジェクトに参
画し合計10年半過ごしました。ここ
では、後に「分子ナノカーボン」と呼
ばれるようになる芳香族炭化水素分子
の合成、およびそのような分子の合成
を可能にする新反応開発に携わりまし
た。ここでも分子の構造を確定するた
めにX線結晶構造解析が威力を発揮し、
リング状分子「シクロパラフェニレ
ン」、ベルト状分子「カーボンナノベル
ト」、結び目状分子「オールベンゼント
レフォイルノット」など様々なカッコ
いい構造を見ることができました。構
造が見える瞬間はいつも感動的ですが、
研究室の10年来の悲願だったカーボ
ンナノベルトの構造解析は研究室メン
バーみんなの前で行い、ハイタッチし
て喜びました（動画→https://youtu.
be/cABZla9w0uo）。X線結晶構造解

せがわ・やすとも
2005年東京大学工学部化学生命工学科卒（指導教員：相田卓三教授）、2007年東京大学
大学院工学系研究科化学生命工学専攻修士課程修了、2009年東京大学大学院工学系研究科
化学生命工学専攻博士課程修了、博士（工学）（指導教員：野崎京子教授）。2008年
～2009年日本学術振興会特別研究員（DC1）、2009年～2013年名古屋大学物質
科学国際研究センター助教（伊丹研究室）、2013年～2020年名古屋大学大学院理学
研究科特任准教授およびJST ERATO伊丹分子ナノカーボンプロジェクトグループ
リーダー・研究総括補佐を経て、2020年4月より現職。

分子の構造が見えるからこそ
できる有機合成化学へ

生命・錯体分子科学研究領域　准教授瀬川 泰知
研 究 室 紹 介
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析は狙った分子が合成できたことを確
認する手段として非常に有用なだけで
なく、想定外の構造が見えることもあ
り、そこから新しい化学が発展するこ
とがあります。「ジベンゾペンタレン」
や「ワープドナノグラフェン」といっ
た分子は狙っていたものではなくたま
たまできてしまったものなのですが、X
線結晶構造解析によって明らかになっ
た構造をもとに生成過程を推定し、こ
れまで知られていなかった合成反応が
あることを発見しました。研究のアイ
デアについてはよく「自分だけが思い
ついたと思っていても世界に3人は同
じことを考えている人がいる」と言わ
れますが、その意味でも全く予想して
いなかった構造は新しい化学の扉であ
る可能性が高く、X線結晶構造解析の
醍醐味のひとつだと思っています。

一方で有機化合物のX線結晶構造解
析には小さくても0.1 mm角の単結
晶が必要で、これを得るために何ヶ月
も苦労したり、また良い単結晶が得ら
れないために構造が分からないままに
なっている分子もたくさんあります。
最近、X線の代わりに電子線を用いた
結晶構造解析法が有機分子にも適用可
能であることが報告され、注目を集め
ています。電子線はX線よりも回折強
度が高いため、1 m角以下の大きさの
超微結晶でも構造解析できるとされて
います（長さ100分の1以下）。そこ
で当研究グループでは、電子線結晶構
造解析を有機分子専用に立ち上げ、こ
の測定法の改良およびこれを最大限に
活用した有機合成化学を展開していき
たいと考えています。3次元幾何構造
をもつ有機共有結合結晶や、複雑な分

子トポロジーをもつ分子など、構造解
析がボトルネックとなって十分な発展
がなされていない分野はたくさんある
ので、それらを解決する手段となるこ
とを期待しています。これまでの研究
とも違う新しい挑戦なので試行錯誤の
連続になると思いますが、これからも
カッコいい構造を研究室メンバーと一
緒に見る瞬間を楽しみに日々研究に邁
進していきます。どうぞよろしくお願
いいたします。
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2020年4月1日付で協奏分子シス
テム研究センターに着任いたしました。
コロナ禍の下、公私ともに立ち上げが
思うようにいかずやきもきしましたが、
最近になりようやく物事が動き始め胸
をなで下ろしています。本稿執筆中に
は居室でムカデに足を咬まれたり、カ
ミキリムシが侵入し部屋を飛び回るな
ど岡崎の自然からの洗礼には苦しんで
おりますが、これからあれしようこれ
しようと想像に胸を膨らませながら新
生活を楽しんでいます。着任・立ち上
げに当たっては川合所長、協奏分子シ
ステム研究センターの秋山センター長、
繁政技術課長、内山係長をはじめ所内
外の皆様に大変お世話になりました。
また、物質分子科学研究領域の杉本准
教授、櫻井助教には分子研・岡崎生活
に関して沢山の助言をいただきました。
心より厚く御礼申し上げます。本稿で
は自己紹介も兼ね、簡単にではありま
すが私のこれまでの研究について紹介
したいと思います。
私の専門は時間分解分光による凝

縮相分子の反応ダイナミクスの研究で
す。東京工業大学の市村禎二郎先生と
鈴木正先生の下、ナノ秒時間分解分光
を用いた核酸塩基誘導体の反応ダイナ

ミクスの研究で研究生活の第一歩を踏
み出しました。不真面目な学生であっ
た私はレーザーの派手さだけを見てな
んとなくこの分野を選んだ気がします
が、レーザー分光と動的な過程を観る
ことの楽しさにみるみる惹かれていき
ました。当時、核酸塩基の電子励起状
態の寿命が数100フェムト秒と異様に
短いことが超高速分光によって明らか
にされ、その特異的な緩和過程の機構
を解明すべく多くの実験・理論研究が
トップジャーナルを賑わせていました。
私は超高速緩和のおかげでその収率は
わずかではあるものの遺伝損傷の主た
る要因と考えられていた励起三重項状
態の反応を観ていたのですが、これら
の論文を読むうちにダイナミクスの一
瞬一瞬を捉えることが出来る超高速分
光への憧れが募っていきました。そし
て海外に出たかったこともあり、修士
課程の間に1年間スウェーデンのBo 
Albinsson教授（チャルマーズ工科大）
のグループに押しかけで入れていただ
き、超高速分光デビューを果たすこと
ができました。フェムト秒レーザー触
りたい放題、格安でヨーロッパ旅行し
放題の充実した日々で、徹夜実験明け
に鈍行列車に乗り込み20時間かけて北

極圏までオーロラを見に行ったのが良
い思い出です。
その後、帰国してからも超高速分光

を続けたいと考えていたところ、理化
学研究所の田原太平主任研究員の下で
博士課程の研究を行う機会を得ました。
田原さんは当時（今も？）分子科学界
きっての強面として名を馳せていたの
でしょう、おかげさまで「え、ドクター
で田原研行くの？頑張って（笑）」とい
う激励を受けたりするなどして、理研
入所前はかなりビビっていました。が、
実際に入ってみると私は（良い意味で）
ほとんど放牧状態で、まさに自由闊達
と言える環境でのびのびと最先端の研
究に没頭することが出来ました。特に
竹内佐年専任研究員（現・兵庫県立大
教授）からは超高速分光のイロハを懇
切丁寧に伝授していただき、それが今
の私の研究の土台となっています。田
原研では最初、フェムト秒誘導ラマン
分光（FSRS）という手法を利用した
生体関連分子の超高速構造ダイナミク
スの研究に取り組みました。超高速分
光による反応研究では過渡種の電子吸
収スペクトルの変化をもとにそのダイ
ナミクスを議論するのが一般的ですが、
この新しい手法を使い反応途中の分子

くらもち・ひかる
2007年東京工業大学理学部卒、2013年東京工業大学大学院理工学研究科物質科学専攻
博士課程修了、理学博士。理化学研究所基礎科学特別研究員、理化学研究所光量子工学研究
領域研究員、科学技術振興機構さきがけ研究員を経て2020年4月より現職。楽しみは下手
の横好きのギター（愛機はPeavey Wolfgang）と2歳の娘に遊んでもらうこと。

極短パルスで化学反応の
一瞬一瞬を切り出す

協奏分子システム研究センター　准教授倉持 光
研 究 室 紹 介
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の構造変化（ラマンスペクトルの変化）
をフェムト秒スケールで時々刻々観て
やろうというものでした。しかしこれ
は手法そのものの根本的な問題もあり
思ったようには上手くいかず、博士
課程が終わりにさしかかる頃には暗礁
に乗り上げてしまいました。そんな中、
何とかデータを絞り出そうと当時埃を
被っていた「時間分解インパルシブラ
マン分光（TR-ISRS）」という実験に手
を出しました。この手法は反応中間状
態にある分子に分子振動の周期（10～
500 fs）よりも短い時間幅を持った極
短パルスを照射して分子を一斉に（コ
ヒーレントに）励振し、これを直接時
間領域で観測する事でフェムト秒ス
ケールで進む分子構造の変化を追跡で
きる、田原研オリジナルのフェムト秒
時間分解ラマン分光法です。ただ、非
常に難しい実験であるため田原研でも
殆ど使われておらず、また光褪色しや
すく量も取れないタンパク質などの生
体分子で実験は無理だろうとも思われ

ていました。ところが、フェムト秒誘
導ラマン分光で大いに苦しめられ腕が
上がっていたからでしょうか、やって
みると光受容タンパク質のフェムト秒
構造変化を示唆するようなスペクトル
変化が見えたのです。「これだ！」と確
信し、学位取得後から高安定6フェム
ト秒パルス光源の開発などをベースに
この手法の時間分解能・感度の極限化
に取り組みました。その結果、光応答
性タンパク質の機能発現に関わるフェ
ムト秒構造変化の観測、化学結合が開
裂・生成する過程の実時間観測など、
様々な光反応過程における分子の一瞬
一瞬の姿を捉え、その機構を明らかに
することができました。
さて、こうした一連のフェムト秒時

間分解ラマン分光による研究が一段落
したタイミングで分子研に着任するこ
とになりましたが、分子研ではこれま
で取り組んで来た超高速分光計測を基
盤技術としながら新規分光計測法の開
発を推し進め、新しい反応研究を展開

していきたいと思っております。特に、
多次元的なポテンシャルエネルギー曲
面上を分子がどのように駆け巡りなが
ら反応が進むのかを極限的な時間分解
能で可視化し、さらには単一分子レベ
ルでの反応ダイナミクスの理解に迫り
たいと考えています。今度は自ら研究
室を主宰し新しく研究を進めることに
なりますが、今回あらためて自分の研
究歴を振り返ってみると、これまで私
は自分のやりたいことを好き放題やら
せてくれる寛容寛大な人と環境に恵ま
れていたのだとつくづく感じます。表
ではニコニコしながら先生方は自分の
せいで一体何本白髪を増やしたのだろ
うと思うと頭が上がりません。私もこ
れまでご指導いただいた先生方を見習
い自由闊達な研究・議論の場をつくり、
その中から真に新しい研究を生み出せ
るよう一所懸命、誠心誠意取り組む所
存です。これから色々とお世話になり
ますが、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
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2020年4月に着任しました。若い
うちにPIになれる貴重な機会を頂き、
採用に関係された方々には深く感謝申
し上げます。
私は、高エネルギーの電子ビームを

用いた新しい光源開発と応用研究に取
り組んでいます。この分野に足を踏み
入れたきっかけは今でも鮮明に覚えて
います。修士課程在籍時には、名古屋
大学理学研究科の素粒子実験を行って
いる研究室に所属していました。その
研究室では固体飛跡検出器を取り扱っ
ており、極端紫外光研究施設UVSOR
の750 MeV電子蓄積リングから漏
洩する放射線を検出器に照射し、そ
の感度を評価していました。初めて
UVSORの装置を見たとき、こんな凄
い装置が世の中にあるのかととても感
動しました。私にとって幸運だったの
は、UVSORの電子蓄積リングがテラ
スから一望できることでした。他の蓄
積リングのように鉛の遮蔽壁で全てが
覆われているものであったら、大きな
関心を抱くことは無かったかもしれま
せん。この分野へ進むことになった決
定的な出来事は、高エネルギー電子ビー
ムにレーザー光を当てるとガンマ線が
発生するということを知り、それを固

体飛跡検出器に照射した実験を行った
事でした。検出器ではガンマ線由来の
飛跡が明瞭に捉えられており、電子ビー
ムにレーザーを当てるだけでガンマ線
が発生するというその機構に大きな興
味を持ちこの研究をしようと決意しま
した。博士課程から工学研究科に進学
することになり、研究室に受け入れて
下さった名古屋大学の曽田一雄教授と
受託学生として受け入れて下さった分
子研の加藤政博教授には大変感謝して
おります。学位論文のテーマは超短パ
ルスガンマ線の発生と応用研究に取り
組みました。この研究は現在も引き続
き行っています。
電子ビームにレーザーを衝突させて

ガンマ線を発生する手法は、逆トムソ
ン散乱と呼ばれます。リニアックや電
子蓄積リングなどの電子加速器を用い
てX線やガンマ線の発生が行われてお
り、原子核物理実験などに利用されて
います。従来の方法では、電子ビーム
とレーザーを正面衝突させていたので
すが、私の研究では、図1に示すよう
に電子ビームとレーザーを直角90度
方向から衝突させています。電子ビー
ムの横方向の長さが進行方向に対して
1/100 ～ 1/1000になっているため

に電子ビームとレーザーの相互作用時
間が短くなり、パルス幅サブピコ秒̃ピ
コ秒の超短パルスガンマ線を発生する
ことができます。この超短パルスガン
マ線の利用研究として、陽電子計測の
開発を行っています。
陽電子は、電子の反粒子で質量が同

じですが電荷がプラスの粒子です。物
質中で電子と出会うことで対消滅する
という特徴があります。陽電子が消滅
するまでの寿命は周囲の電子密度に依
存するため、電子密度の低い欠陥で消
滅すると陽電子の寿命が変化します。
したがって、陽電子の寿命を測定する
ことで、物質内部にあるナノメートル
欠陥や空隙の大きさを非破壊で分析す
ることができます。この陽電子計測は、
放射性同位元素や電子加速器を使って
発生できる陽電子を用いて約50年前か
ら行われています。金属や高分子など
様々な材料の測定が行われており、ナ
ノメートルの欠陥や空隙が巨視的な材
料の性能に強く影響していることが分
かっています。
超短パルスガンマ線からも対生成

と呼ばれる現象によって物質内部で陽
電子を発生することができます。超短
パルスガンマ線を用いた陽電子計測で

たいら・よしたか
2011年～ 2012年 日本学術振興会　特別研究員（DC2）
2012年3月 名古屋大学大学院工学研究科マテリアル理工学専攻　博士後期課程修了
2012年3月 博士（工学）取得
2012年～ 2018年 産業技術総合研究所　研究員
2016年～ 2018年 日本学術振興会　海外特別研究員
2018年～ 2020年 産業技術総合研究所　主任研究員

高エネルギー電子ビームを用いた
新しい光の発生と利用開拓

極端紫外光研究施設　准教授平 義隆
研 究 室 紹 介
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は、従来の陽電子源に比べて厚さ数cm
の材料の測定が可能になることや、放
射性同位元素の陽電子計測で問題にな
るバックグラウンドが無視できるほど
に小さいこと、磁性材料の測定に利用
できるスピン偏極度の高い陽電子の発
生が可能であるという利点があります。
超短パルスガンマ線を用いた陽電子寿
命測定は、世界の放射光施設の中でも
UVSORのみで行っている独自の技術
であり、関係者の方々のご尽力によっ
てユーザー運転中に利用できる状態で
す（図2）。今後は、寿命測定だけで

なく寿命運動量相関測定やスピン偏極
陽電子の発生と計測技術の開発を行い、
分析技術の拡充を図る予定です。
陽電子計測の他にも、超短パルスガ

ンマ線のパルス幅計測、らせん波面を
形成し軌道角運動量を運ぶ全く新しい
ガンマ線発生に関する研究やガンマ線
の干渉性に関する研究も行っています。
実験だけでなく、ガンマ線から陽電子
が発生する一連のシミュレーションや
ガンマ線発生に関する理論計算も行っ
ています。
今年度から始まったばかりの研究グ

ループですので、もちろんメンバーは
私1人です。これから助教や学生を含
めメンバーが増えていき、そして、新
しい光源の開発と利用研究がどのよう
に展開されていくのか、この先に何が
あるのか、良い未来になるように努力
したいと思います。

図１　研究内容の概要。

図2　陽電子寿命測定装置の外観。
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2020年4月より、クロスアポイン
トメント制度を利用させていただき、7
年ぶりに復帰しました。これまで、助
手、客員助教授、助教授／准教授とし
て3度所属しましたので、今回で4つ
目の分子研のポジションになります。
大学院からこれまでの32年間にわたり
UVSORで研究を行わせていただいて
おり、分子研の中でも白い壁の方の建
物はとても馴染みがあるのですが、今
回の所属は研究系で、茶色の壁の研究
棟に居室をもらったものの、まだ居心
地があまりよくありません（笑）。
以前にUVSORにいた期間（2002～

2013年）は、ちょうどUVSORの光源
加速器がI→II→IIIとアップグレードさ
れていった時期に相当します。光源が良
くなると高性能なビームラインも必要に
なり、在職期間のほとんどでビームライ
ンの建設を行っていました[1]。ちょう
どその時期は、放射光を使った角度分
解光電子分光（ARPES）が世界的に広
がっていた時期でもあり、UVSORの
特徴である真空紫外光を使ったARPES
ビームラインBL7U SAMRAIを立ち
上げ[2]、鉄系超伝導体やトポロジカル
絶縁体などの電子状態研究で多くの国
際共同研究を行ってきました[3]。その
後、現職に異動してからは、これまで

と同様にトポロジカル物質などの放射
光利用分光研究も行いつつ、パルスレー
ザーを用いて光触媒や強相関電子系な
どの時間分解分光も行っています。ま
た、放射光やレーザーを使った分光と
相補的な関係にある電子線を使った新
しい分光法である内殻共鳴電子エネル
ギー損失分光法（rEELS）（図1）を開
発し、これを用いた研究を開始しました。
さて、今回のクロスアポイントメン

トでは、任期の5年間に行うこととし
て２つの目標を立てました。1つ目は
rEELSを高性能化しスピン分解に拡張
して新しい分光法を確立することであ
り、もう1つは放射光実験の現場での
学生への教育です。
物質の電子状態を観測する方法と

して、光電子分光や吸収・反射分光が
あります。これらの手法は、電子が相
互作用の衣を着た「準粒子」の状態を
観測するのには最適で、昨今のエネル
ギー・波数・スピン・空間・時間のそ
れぞれの分解能の向上などでこれまで
見えていなかった新しい情報が得られ
るようになってきました。私も、これ
までにUVSORなどの放射光のビーム
ライン開発やパルスレーザーを用いた
X線やテラヘルツの時間分解分光を行っ
てきました。しかしながら、これらの

分光ではsourceはあくまで「電磁波」
ですので、観測できるものに限界があ
ります。例えば、バルクの伝導電子の
性質を表す「電子集団励起（プラズモ
ン）」の波数分散を、元素を選別して
直接観測することは原理的に難しいで
す。そこで本研究では、このプラズモ
ンをはじめとするさまざまな集団励起
を、起源の元素を特定して、かつスピ
ンや波数も分解して観測する方法とし
て、共鳴効果を利用したスピン・角度
分解の電子エネルギー損失分光（SAR-
rEELS）の方法論を立ち上げることを計
画しています。この方法論は、スピン
流の観測などに用いることを想定して
います。さらに将来的には、光電子分
光では観測できない非占有電子状態を、
共鳴による元素の特定とスピン・波数
分解で観測するスピン・角度分解共鳴
逆光電子分光（SAR-rIPES）の開発も計
画しています。
これらの分光法には、共通にスピン

偏極電子源が必要です。我々は、名古
屋大学の旧中西研・旧竹田研で開発さ
れたGaAs/GaAsP歪超格子を用いた
高輝度フォトカソード電子源の技術を
使用させていただき、分光実験に最適
化したものを導入し、数年かけて建設・
改良を進めました。その結果、分光器
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ントメント）。
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多次元分光計測法を目指す

特別研究部門（物質分子科学研究領域　電子構造研究部門）
教授（クロスアポイントメント）木村 真一

研 究 室 紹 介

New Lab



30 分子研レターズ 82　September  2020

を使わずに、電子線のエネルギー 1.5 
keVで約100 meVのエネルギー幅の
電子線（E/ΔE ～ 15,000）を得るま
でになりました。このエネルギー分解
能は、最先端の放射光分光器のエネル
ギー分解能に相当します。
このGaAs/GaAsP歪超格子電子源

は、他にないもう1つの特徴があります。
それは、高いスピン偏極度です。通常
用いられているGaAs基板のスピン偏
極度は最大でも50%ですが、GaAs/
GaAsP歪超格子は、GaAsのスピン縮
退したバンドを基板からの歪みによっ
て分離することで、理想的には100 
%、実際には80 %程度のスピン偏極
度が得られています。この高いスピン
偏極度と高い単色性を持った電子線を

用いて、SAR-rEELSの開発を目指しま
す。具体的には、スピン方向を自由に
変え、かつ、エネルギー分解能を向上
させることができるスピン回転子を開
発して実装することを計画しています。
ここでは、まだ開発が必要な部分が多
くありますので、装置開発室に協力し
ていただいて、最適なものを開発して
いきたいと考えています。さらに、光
電子分光に用いられている高分解能電
子分析器と、将来的にはスピン検出器
を組み合わせることを想定しています。
目標の２つ目である放射光の現場で

の学生の教育については、以下のよう
なことを考えています。SPring-8が建
設されてから20年以上が経ち、その後
も小さな放射光施設が建設されました

が、放射光装置建設を経験した年代が
上がって、その経験が後進に引き継が
れなくなる恐れがあります。幸い、次
世代放射光施設が仙台に建設されるこ
とになりましたが、放射光の装置を扱
える研究室が激減している中、我々の
研究室は、放射光の現場に若手を送り
込める数少ない研究室の1つです。そ
こで、放射光のような大型装置に興味
がある学生さんをUVSORに長期間滞
在してもらい、放射光の現場を実地に
勉強してもらおうと考えています。
以上のように、クロアポの5年間で

新しい研究と学生への教育を楽しんで
いこうと思っています。どうぞよろし
くお願いいたします。

図１　開発した共鳴電子エネルギー損失分光（rEELS）装置。高輝度スピン偏極電子源と
　　　電子分析器を組み合わせてrEELSを行う。

[1] 分子研レターズ70号 (2014), p. 39　分子研を去るにあたり.

[2] 分子研レターズ55号 (2007), p. 24 新装置紹介「高分解能真空紫外角度分解光電子分光ビームライン：UVSOR-II BL7U」.

[3] 分子研レターズ57号 (2008), p. 4 分子科学の最先端「放射光テラヘルツ分光および光電子分光による固体の局在から遍歴に至る

電子状態」.
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分子科学研究所と京大大学化学研究
所のクロスアポイントメントで2019
年12月付けで特別研究部門に着任しま
した。UVSOR利用が研究の推進に必
須のため、分子研滞在時は、解良先生
の光分子第三研究部門に居候をさせて
頂いています。京都―岡崎を往復しな
がらの研究生活を軌道にのせられたの
は、解良研やUVSORスタッフの方々
のご助力あってのことで、この場を借
りて心よりお礼を申し上げます。
自己紹介として分子研着任までの経

歴や経緯を研究内容とともに紹介させ
て頂きたく思います。2008年に大阪
大学から京都大学に異動してから、均
一系触媒の反応機構研究のために溶液
Ｘ線吸収分光（XAFS）を使うように
なりました。2018年に魚住先生が
分子研に呼んで下さって、川合先生を
はじめ諸先生方とXAFS研究について
議論をさせて頂いたことが、分子研に
ご縁を得るきっかけとなりましたので、
XAFS研究を始めた経緯から自己紹介を
したく思います。
私は、クロスカップリング反応の開

発者の一人である大阪大学基礎工学部
の村橋俊一先生の研究室で1998年
に学位取得しました。ですので、私の
専門分野は有機化学・有機金属化学で、

主たる研究テーマは有機金属触媒を用
いる有機合成反応の開発です。学生時
代はルテニウムやイリジウムなどの錯
体を使ったC-H結合活性化の研究を
していました。この分野では、錯体触
媒といろいろな有機分子を反応させて、
得られた生成物をクロマトグラフィー
やNMRで分析する、ということを繰り
返して反応を見つけるという研究スタ
イルが一般的です。そのため、UVSOR
の様な放射光施設とはかなり縁の薄い
分野となります。それが、現在では月
に2回はSPring-8やUVSORで測定・
実験をするようになりました。理由は
いくつかあり、説明が少し長くなりま
すが、順を追って説明したく思います。
XAFSという分光法の存在を知った

きっかけは、学生時代に村橋先生から、
当時の研究に関連してニトリルC≡N
三重結合の金属への配位形式について、
ニトリルの窒素原子にルテニウムが配
位する「end-on」型なのか三重結合部
分に配位する「side-on」なのか決定
する方法を調べよという宿題をもらっ
たことです。その際に、渡邊巌先生ら
のグループがPFでニトリル化合物の金
属表面への配位構造をXAFSで決定さ
れた研究の論文を見つけ、結晶解析に
頼らずとも気相中や液相中で分子の構

造が決められるということを初めて知
りました。それ以来、気が向いた時に
XAFSを使った金属錯体の構造解析につ
いて調べるようになりました。
実際に自分でXAFS測定をしたのは

2008年に京大に異動してからとな
ります。京大での所属研究室の教授で
ある中村先生が鉄触媒を使ったクロス
カップリングをライフワークにされて
いる関係で、反応機構研究のために学
生時代に勉強したXAFSを使ってみよ
うと思い立ちました。水や酸素に対し
て不安定な鉄触媒は、有機金属の中で
も取扱いが難しい錯体なのですが、ほ
とんどが常磁性でNMRを使った構造
研究ができませんから反応機構がはっ
きりせず40年以上論争が続いていまし
た。そこで溶液XAFSで鉄触媒の反応
中間体の分析を試みたものの、当時は
参考になる論文や研究がほとんど無く、
かなり苦労しました。ところが幸運に
も同じ京大の工学部にXASFで有名な
田中庸裕先生がおられ、田中研の准教
授だった宍戸哲也先生（現東京都立大）
と学生だった朝倉博行先生（現田中研
講師）が均一系ニッケル触媒反応の
XAFS分析をされていて、手ほどきを受
けることができ、研究を軌道に乗せる
ことができました。その後、2012年

たかや・ひかる
1998年に大阪大学大学院基礎工学研究科で博士（工学）取得したのち、同助教、2008年
に京都大学化学研究所附属元素科学国際研究センター准教授、2019年12月よりクロス
アポイントメント制度で分子科学研究所の准教授として着任しました。この間、2002年7月
から文部科学省在外研究員として米国Scripps研究所（R. M. Ghadiri研）に1年間滞在、
2006年10月よりJSTさきがけ「構造制御と機能」領域にて2010年3月までさきがけ
研究員を兼務。
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に九州大学の永島英夫先生がCRESTプ
ロジェクト「有機合成用鉄触媒の高機能
化」（玉尾晧平先生総括）を立ち上げられ、
NMRが使えない常磁性鉄触媒の分析手
段としてXAFSを軸に研究をやってみな
いかと誘って頂きました。このCREST
研究で、溶液セルの開発や量子化学計算
との融合など、専門家の先生方と共同研
究を推進することができ、研究が大き
く進展しました。お陰様で、溶液XAFS
が、均一系触媒反応の活性種や中間体の
構造決定のための強力な分析手段とな
り得ることを、この分野の研究者に広
く認識してもらえました。このCREST
は当初SPring-8の硬X線ビームライン
（BL14B2）でのFe K端のXAFSをメ
インに進めていましたが、途中で軟X線
ビームライン（BL27SU）の為則雄祐
先生と知己を得て、有機溶液中の鉄錯体
のFe L端XAFSに取組むことになりま
した。この軟Ｘ線XAFS研究が最終的に
UVSORの長坂先生との共同研究や、ク
ロスアポイントメントでの分子研着任に

繋がることとなりました。
分子研での研究ですが、UVSORの

軟Ｘ線・赤外線光源を使った有機反応
機構の解析を主軸に展開したいと考え
ています。第一には、上述の均一系触
媒研究に関連して、3d金属触媒のL端
XAFSを活用した機構研究を推進したく
思っています。現在までに、鉄触媒に
ついてBL3Uの溶液セルを使った触媒
活性種のFe L端XAFSの測定に成功し
ていますが、今後はコバルト、ニッケル、
銅など地殻含有量が大きく元素戦略に
おいて重要な触媒金属について軟X線
XAFSの有効性や使いどころを示してい
ければと思っています。特に、軟X線
領域では、触媒金属中心だけでなく配
位子に用いられている窒素、酸素、リ
ン等のK端測定ができる点に着目をし
ています。というのも、金属に直接配
位した原子の情報を得ることは、硬X
線XAFSはもちろんNMRでも難しいの
ですが、触媒活性の向上に必要な配位
子の分子設計に必須の情報であり、溶

液軟X線XAFSの新たな可能性を示す
うえで大きなアドバンテージとなると
考えているからです。本研究に加えて、
もう一つ取組みたく思っているのがマ
イクロ波照射下での有機反応加速機構
の解明です。マイクロ波照射下で、様々
な反応が加速されることは古くから知
られており、電気ヒーター等の通常加
熱に比べて制御が容易でエネルギー消
費が少ないため、最近では産業応用が
進んでいます。ところが、反応加速の
分子科学的な機序については、様々な
議論がなされてきましたにも拘わらず、
発見（発明）から70年以上も未解決
のままとなっています。我々は、振動
電界による分子選択的な運動の励起が
マイクロ波による反応加速の要因の一
つであると考えていますが、この現象
をUVSORの軟X線・赤外・テラヘル
ツ分光を利用して直接検出・観察する
ことで、長年の議論に対して分子科学
的に明快な描像に基づく解答を示した
いと思っています。本研究は、分子研
－核融合研との融合研究として2020
年4月からスタートしたところですが、
UVSORに限らず分子研の諸先生方か
らアドバイスやご協力を得て推進でき
ればと思っています。

図１　 図2
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記事の執筆でお声をかけて頂いたの
が5月の下旬で、この記事は6月の下
旬に執筆している。コロナウイルスの
ためにこの3月以降、正に生活は激変
してしまったため、まずはその辺りに
ついて書かせていただきたい。
私の大学も御多分に洩れず、緊急

事態宣言を受けた県からの依頼により、
学生は基本的に登校禁止、教員も必要
最小限の出勤のみ、と言う状態がほぼ
２ヶ月間継続した。その直前に実験室
の改装工事も入っていたので、およそ
３ヶ月のブランクである。私自身は大
学から徒歩圏内に住んでいるため、通
勤に大きな支障はなく在宅勤務は必要
最小限で済ますことができた。授業は
全てオンライン化、さらに従来の面接
入試も全てオンライン面接に切り替え、
果てはオープンキャンパスも仮想空間
でのバーチャルオープンキャンパスで
実施、と黒船が１０艘ぐらい一気に襲
来したかのような激変である。昨年度
の授業ではスライドと白板を併用して
いたが、白板はビデオ収録では見切れ
てしまい、使用不可となってしまった。
かといって式の展開などバッサリ省略
してしまうと授業はぐんぐん加速して
しまい、学生は置き去りとなってしま
う。いろいろ試行錯誤した結果、式の
変形なども逐一資料に書き込むしかな
い、と腹をくくりひたすら式の展開を

授業の資料に書き加えていたのが、在
宅勤務の思い出である。
また、様々な会議や打ち合わせがオ

ンライン開催に置き替わったけれども、
正直最初に考えていたほどの不都合は
なく、出張にかかる時間や旅費を考え
るとむしろ快適になった部分もある（出
張先の居酒屋は困るだろうが）。ただし、
分子研時代に大森教授と繰り広げた白
板を使った激論などはやはりオンライ
ンでは難しいとは思う。そして、やは
り困るのは学会発表機会の喪失であり、
学生にとってはオンラインでプレゼン
発表をするのと、現場の空気を感じな
がら発表するのとでは、緊張感や得ら
れる経験値が大きく違ってくるのでは
ないか、と思ってしまう。何れにせよ、
現在は小康状態を保っているコロナの
影響は今後いつぶり返すやもしれず、
今回の騒動で激変しつつある大学や学
会の新たな形態が、より洗練されつつ
良い着地点に収斂してくれることを願
う今日この頃である。
ようやく本題の研究について紹介し

よう。分子研にいた頃には超短パルス
レーザーを用いたコヒーレント制御手
法の開発に従事していた。現在もコヒー
レント制御の応用を目指す方向性は変
わらないが、対象とする量子系として
より複雑な分子性結晶や、微小共振器
中で分子運動とキャビティフォトンが

結合したポラリトンと呼ばれる状態に
大きな興味を持っている。分子研時代
の研究で、分子の波束状態を制御する
手段の一つとして、強電場によってポ
テンシャルを変調することで波束の運
動を制御する方法にたどり着いた。微
小共振器中に閉じ込めた分子では、強
電場を印加しなくてもキャビティフォ
トンとの結合によってポテンシャルが
歪み波束の運動に変化が生じる、とい
う描像が考えられている。この波束運
動の変化は最終的には化学反応の生成
物の変化、収量の変化というマクロス
コピックな物理量に反映される。キャ
ビティ中の光子を触媒として新たな反
応を開拓するpolariton chemistryと
名付けられたこの分野はまだまだ理解
できていない事が多く、超短パルスと
の組み合わせによってしばらくの間楽
しめそうだ。
もう一つ、研究所から大学へ異動し

て変わった点は、やはり研究も学生本
位で考える必要がある点だろう。分子
研時代には、超短パルスを３発、５発
と使用する手間と時間のかかる研究を
行なっていたため、実験が山場に差し
掛かると夜通しで実験して朝焼けの空
を見ながら帰宅してまた昼前に分子研
へ、といった実験漬けの生活であった。
もちろん実験が好きだから可能だった
のだが、最近のご時世ではそれも難し

コロナ後の大学教員生活

（奈良先端科学技術大学院大学　准教授）
香月 浩之

かつき・ひろゆき／ 2002年京都大学大学院理学研究科博士後期課程化学専攻
修了、チューリヒ大博士研究員を経て2004年から分子科学研究所大森グループ
助手（のち助教）、2012年より現職。博士（理学）。専門はコヒーレント制御、
超高速分光、強結合状態など。

分子研出身者の今
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く、多数の学生が同じレーザー装置を
使って実験を行うような状況では、1
日の実験である程度測定を完結できる
ようにテーマを設計することも重要な
ポイントであると感じている。奈良先
端科技大も総研大と同じ大学院大学で
あり、多くの学生は２年の在籍で修士
として卒業していく。非常に人の移り
変わりが激しい中で、グループとして
の「集合知」を如何に保持し高めてい
くか、という観点はなかなか難しい問
題である。一つの解法は結局「なんで
も記録する」という方法で、実験室で
行う行動の一部始終を全て録画して、
ナレーションで何をやっているか説明
をつけるのが手っ取り早いのではない
か、と最近考えている。
また、私の大学から車で20分程度

の距離に量子科学技術研究開発機構
（QST）の関西光科学研究所があり、分
子研にいた頃から親交のある板倉隆二
博士、坪内雅明博士、赤木浩博士らが
所属されている。折角近所に素晴らし
い環境があるのだから、という事で4年
ほど前から共同研究をさせて頂き、学
生を派遣してQSTの装置を使った実
験を行っている。専門分
野の近い方々との議論が
できる貴重な機会であり、
今後も発展させていきた
いと考えている。
以上、とりとめもなく

私の現在の状況について
書かせて頂いた。昨年よ
り分子研客員准教授に着
任し、何度か分子研を訪

れておりましたが、コロナ以降なかな
か訪問する口実（？）を作る事も難し
くなりました。何か理由を見つけてま
たお邪魔したいと思います。分子研が
今後もその活力を失わず、分子科学の
中心的存在としてプレゼンスを示し続
けられます事を、OBの一人として願っ
ております。

写真１　実験光学系は過密気味？

覧古考新24 2004年

分子研の発足当時はレーザーが爆発的に発達した時代であり、基礎研究の唯一の頼みの科研費総額が200億に満た
ない時代でもあった。大学では到底手の届かなかった高価な機器を使わせてもらいに協力研究をよく利用させて頂い
たものである。その後はからずも分子研の一員となり、頂いた創設予算によって自分としては新しいX線分光という
分野に飛び込むことができた。こうした冒険は分子研という場が与えられなければ絶対にできなかったであろう。当
時の助教授は皆こうした恩恵に与り、そして日本全国に散らばっていった。
分子研も1975年の開所以来30年近くが経過し、その規模や性格も時代につれ変わってきた。80年のアニュアルレ
ビューの名簿は僅か3頁しかないが02年のものではぎっしり詰まって10頁近くになる。同時に分子研のカバーする
範囲もバイオにマテリアルにと拡大してきた。しかし、設立時の2つの目的、分子科学のピークとなる研究を行うこと、
そして日本に欠けていた研究者の流動性を活発にすること、これらを実現し続けてきたことは誰の目にも明らかであ
ろう。
来年度からいよいよ法人化がスタ一卜する。新たに発足する自然科学研究機構の一員となる分子科学研究所の今後
の展開は予断が許されないものがあろう。しかし、若木を植えて大きく育てる一方、移植した成木は分子科学という
樹種の中でそれぞれに個性を発揮するという創設以来これまで分子研が担ってきた役割を法人化後にも変わること
なく担い続けて欲しいと願っている。

分子研レターズ  No.49「巻頭言：樟と樫の木」 （2004年）
宇田川 康夫（東北大学教授）

分子研出身者の今
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8年ほど分子研にお世話になりまし
た。長かったようでも、短かったよう
でもあります。最初は、大学院を出て
直ぐに、IMSフェローとしてやって参

りました。夢と希望に胸を膨らませて
桜咲く正門を通ったことを昨日の様に
感じます。分子研に来てからは、個性
あふれる研究を展開する方々に圧倒さ

れて、自分の見識の狭さを思い知らさ
れる日々でした。そうした中で、プロ
の研究者へと分子研に育てて頂きまし
た。

いいだ・けんじ／ 2012年3月京都大学大学院分子工学専攻博士後期課程 修了、2012年4月～
2013年3月 分子科学研究所IMSフェロー、2013年4月～2013年11月日本学術振興会特別研究員、
2013年12月～ 2019年12月 分子科学研究所理論・計算分子科学研究領域 助教、2020年1月
より現職。

北海道大学触媒科学研究所 准教授
（前　理論・計算分子科学研究領域　助教）飯田 健二

分子研での日々を振り返って

分子研を去るにあたり

分子研に赴任してからの約6年間の
在任中は、メンターの加藤晃一教授を
はじめ、大峯巌前所長、川合眞紀所
長に大変お世話になりました。また
研究領域の垣根を越えて、多くの先生
方、技術職員の方々にもお世話になり
ました。研究室で私を支えてくれた秘
書、研究員、支援員、学生の方々には
感謝いたしております。私は分子研の
在任期間は、統合バイオサイエンスセ
ンターおよび生命創成探究センター
(ExCELLS)にも所属しており、故池中
一裕センター長をはじめ各先生方には
大変お世話になりました。この場を借

りて御礼申し上げます。
私は分子科学研究所を知ったのは、

大学4年生のときです。私の学士・博
士課程時代の恩師でもある菅原正先生
が分子研のご出身で、当時は素晴らし
い研究者たちが集まる研究機関なんだ
ろうなと思っており、まさか自分が分
子研に赴任するとは思っておりません
でした。赴任した当初は、研究室運営
に右往左往する毎日で、同時に研究室
主宰者というのは、大変な仕事だと実
感しました。それでも研究室の立ち上
げがうまくいったのは、相談に乗って
いただいた加藤先生と山口拓実先生(当

時加藤研究室助教、現北陸先端科学技
術大学院大学准教授)の支えがあったか
らだと思っています。特に山口先生は
年齢も近く、化学専攻であったことも
あり、研究の進め方にも相談に乗って
いただきました。その後の共同研究も
始まり、本当に感謝しております。
丁度、この記事を執筆している令和

2年7月は新型コロナ禍で、テレワーク
しており分子研での実験のまとめをし
ている最中です。最後に分子研の皆様
の研究の発展とご多幸をお祈りいたし
ます。

くりはら・けんすけ／東京大学大学院総合文化研究科複雑生命システム動態研究教育拠点特任研究員
などを経て2014年5月より、自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター特任准教授および
分子科学研究所特任准教授。2020年4月から国立研究開発法人海洋研究開発機構超先鋭研究開発部門
特任研究員。宇都宮大学共同教育学部研究支援員。大阪大学レーザー科学研究所招聘准教授。

宇都宮大学共同教育学部（研究支援員）、国立研究開発法人海洋研究開発機構
超先鋭研究開発部門（特任研究員）、大阪大学レーザー科学研究所（招聘准教授）
（前　生命・錯体分子科学研究領域　特任准教授）

栗原 顕輔

分子研での6年間と感謝
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2017年４月より２０１９年１１月ま
で、分子科学研究所 生命・錯体分子科
学研究領域 生体分子機能研究部門 飯野
グループの助教としてお世話になりま
した。２年８ヶ月の間、川合所長、飯
野教授をはじめとする数多くの先生
方、飯野研究室の皆様、分子研に携わ
る職員の皆様の支えにより、充実した
研究生活を送ることができました。誠
にありがとうございました。飯野グルー
プでは、金属ナノ粒子を用いた生体1
分子の光計測に携わらせて頂きました。
イメージングの高精度化、高速化、多

色化をテーマに研究を推進し、オング
ストロームレベルの位置決定精度、マ
イクロ秒オーダーの時間分解能、及び
3(+1)色マルチカラーで生体1分子の
挙動を追跡する新たな計測技術を開発
致しました。研究を進めさせて頂くに
あたり、飯野教授の細部に至るまで徹
底的に考え尽くし、全身全霊をかけて
研究を進めておられる姿勢から、多く
のことを学ばせて頂きました。研究を
進めるにあたり、試料となるタンパク
質の調整などにおいて、自身の未熟さ
から、壁にぶつかることもありました。

そんな中、飯野教授、同僚の中村助教(現 
静岡大准教授)をはじめ、飯野グループ
の皆様方が、研究から事務的な部分ま
で、本当に温かく、様々な面で支えて
くださいました。こうした支えがあっ
て、初めて成り立つ分子研での充実し
た２年８ヶ月間でした。深く感謝して
おります。
分子研で培った多くの経験を糧とし

て、今後も研究活動を精力的に進めて
ゆきたいと考えております。今後とも
何卒よろしくお願い申し上げます。

あんどう・じゅん／ 2005年大阪大学工学部応用自然科学科卒業、2010年大阪大学大学院工学研
究科博士課程修了、博士（工学）。2010年日本学術振興会特別研究員PD（大阪大学大学院工学研究科）、
2011年JST ERATO袖岡生細胞分子化学プロジェクト博士研究員、2014年大阪大学大学院工学研
究科特任研究員、2017年4月 分子科学研究所 生命・錯体分子科学研究領域 助教、2019年12月
より現職。

理化学研究所 開拓研究本部 研究員
（前　生命・錯体分子科学研究領域　助教）安藤　潤

分子研での研究生活

分子研に来て一年半ほど経った後、
助教として雇って頂けることになりま
した。それから苦しむことも多かった
ですが、信定克幸先生にはいつも力強
く激励して頂きました。ありがたく感
じると同時に情けなくも感じつつ、こ
れではいけないと研究に励んでいまし
た。そして徐々に自分の研究に道筋が
見え始めたころ、信定先生が体調を崩
されてしまいました。最後は2017年
の12月末にお会いしたのですが、変わ
らず研究に情熱を燃やしておりました。
回復に近づいているのだと思っていま
したので、亡くなられたと聞いて愕然
としました。ですがここで研究が途絶
えては申し訳が立たないと思い、「信定

先生ならどう言うかな」と考えながら
日々研究を進めました。
研究室に一人となってからも、多く

の方々に支えて頂きました。信定先生
に繋いで頂いたご縁で、様々な方と共
同研究を続けさせていただいています。
信定先生が遺された研究を論文とする
ことにも貢献出来て、なんとか許して
頂ける程度には頑張れているのかなと
思っています。分子研の皆さんにも、
日々雑談や相談に付き合っていただき
ました。研究以外にも、飲み会やソフ
トボール大会、沢山の思い出がありま
す。振り返れば、分子研では沢山のも
のをいただきました。これから少しず
つ恩返しさせて頂けますと幸いです。

私は2019年12月末に岡崎を離れ
まして、それから新型コロナウイルス
の流行で大変な状況が続いております
が、皆様は如何お過ごしでしょうか。
現在の私は、北海道大学の触媒科学研
究所におります。札幌駅から北に2 km
ほど離れており、分子研に似た落ち着
いた空気を感じます。そのおかげでしょ
うか、順調になじめているように思い
ます。冬の雪道では度々こけましたが、
春が来てからは穏やかな気候の中で研
究に励んでいます。　
今後とも、よろしくお願いします。
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去る1月1日、静岡大学農学部に異
動させていただきました。徳川家康が
生まれた岡崎で研究者番号を初めて取
得し、人質時代を過ごした静岡に異動
させていただいたことは何かの縁で
しょうか。身分もテニュアトラックで
すので、確かに人生握られている状態
です。私が分子研（正確には旧統合
バイオ）に採用していただいたのは
2015年1月1日でしたので、ちょう
ど5年間お世話になりました。分子研
所属時は、飯野グループで助教として
勤務させていただきました。私が分子
研に入所した年度に、ちょうど飯野グ
ループも立ち上がったところでしたの
で、まずは実験環境を整えるところか
らのスタートだったことをよく覚えて
おります。研究の流れを理解し優先順
位を考えながら物品を揃えていくのは
大変でしたが、このときの経験は、現
在自身の研究室を立ち上げる際に役に
立っております。ただ地方国立大学で
は、分子研のような手厚い立ち上げ費

用の提供などはありません。ましてや
飯野グループの代名詞である、壁をぶ
ち抜いてガラス張りにするような改修
など到底できませんから、研究所の凄
さを改めて感じる次第です。
飯野グループでは、植物細胞壁の主

成分であるセルロース及び甲殻類の外
骨格や真菌細胞壁主成分のキチンとい
う結晶性多糖類を分解する酵素の顕微
鏡を用いた1分子計測を行っておりま
した。特に金ナノ粒子で標識したキチ
ン加水分解酵素の高速高精度計測では、
結果としてその運動機構を明らかにす
ることができ、分子研に来た目標を達
成することができました。もともと農
学部で酵素の研究はしておりましたが、
顕微鏡を用いての計測は初めてでした
ので、慣れるまでは苦労しました。し
かし今思えばやったことがなかったか
らこそ、先入観なく限界ギリギリの計
測にも挑むことができたのかもしれま
せん。
分子研での修行の間に、大峯•川合両

所長をはじめ、飯野教授、秘書の中根
さん、助教の安藤さん、研究員の武田
さん、支援員の山本さん、大国さん及
び学生の皆さんには大変お世話になり
ました。因みに写真の研究室名プレー
トは異動記念に飯野教授からいただい
たものです。また岡崎さんには、キチ
ン加水分解酵素のMDシミュレーショ
ンで共同研究していただき大変助かり
ました。古賀グループの皆様にもCD
スペクトル計測で、秋山グループの皆
様にもX線結晶構造解析装置の使用で
大変お世話になりました。
出所させていただきましたが、実

は車で1時間半程度と非常に近いです。
コロナ禍が落ち着きましたら、これか
らは共同利用等で伺うことがあるかと
思いますので、よろしくお願い致します。

なかむら・あきひこ／ 2009年 東京大学農学部卒、2014年 東京大学大学院農学生命科学研究科
博士課程修了、博士（農学）。学術振興会特別研究員PDを経て2015年1月より岡崎統合バイオ
サイエンスセンター助教、2018年4月より分子科学研究所 生命•錯体分子科学研究領域に配置転換。
2020年1月より静岡大学農学部　応用生命科学科 テニュアトラック准教授（現職）。

静岡大学農学部　応用生命科学科 テニュアトラック准教授
（前　生命・錯体分子科学研究領域　助教）中村 彰彦

分子研での武者修行

分子研を去るにあたり
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転出先の長崎県立大学には2年前か
らクロスアポイントメントで勤務して
いて、主に大学1年生に化学を教えて
います。分子研で研究に取り組みなが
ら、岡崎と長崎を月に2度往復する生
活を続けてきました。今年４月より長
崎県立大学の専任教員に採用されて、
住み慣れた岡崎を完全に離れることに
なりました。分子研に在職中は公私に
わたり多くの方にお世話になりました。
この場をお借りして感謝申し上げたい
と思います。
長崎県立大学には佐世保校とシーボ

ルト校がありますが、私はシーボルト
校に勤務しています。長崎駅からバス
で30分ほどの、大村湾を望む高台の住
宅地の中にキャンパスがあります。や
や不便な立地ではありますが、学期期
間中は学生で溢れて賑わいをみせます。
しかし今年度は新型コロナ感染症のた
め、学生をキャンパスで全く見かけな

い異常な事態が続いています。講義も
遠隔で実施していますが、試行錯誤の
連続でまさに綱渡り状態です。通常の
教育研究活動を早期に再開できること
を祈るばかりです。
私の所属する栄養健康学科では、1

学年約40名の学生が管理栄養士を目指
して頑張っています。学内での座学・
実習だけでなく、福祉施設や病院での
臨地実習もあります。卒業研究にも、
３年生の秋に各研究室に配属されて取
り組んでいます。卒論発表会は、国家
試験の時期を避けて、毎年12月下旬に
2日間にわたって一般の方にも公開す
る形で行われます。私も聴講しました
が、専門外でも興味をもてる日常生活
に密着した発表が多いです。
今年度からは私も卒論生を受け入れ

ることができるようになり、今まさに
3年生向けに研究紹介を考えていると
ころです。分子研では、藤井浩先生（現・

奈良女子大学教授）の研究室で、金属
酵素をモチーフにした酸化触媒反応の
反応機構を研究してきました。分子研
での最後の数年間は、独自の反応装置
を組み立ててガス分子の反応を液相で
行う研究に没頭していました。長崎県
立大学でもこれまで進めてきた研究を
発展させていきたいと思っています。
悩ましいのは、管理栄養士を目指す

学生に、どのようにして私の研究に興
味を持ってもらうのかです。食・栄養・
健康の3つが本学科のキーワードです
が、このラインに寄せていくことに四
苦八苦しています。熱意のある学生が
増えると研究室の活力も飛躍的に向上
します。夏の体験入学や一般公開など
分子研での取り組みを思い出しながら、
分子科学に興味を持つ学生の裾野を広
げていきたいと思います。

くらはし・たくや／ 2000年京都大学大学院工学研究科修了、博士（工学）取得、名古屋大学大学
院生命農学研究科・JSPS特別研究員を経て、2002年分子科学研究所・助教、2020年長崎県立
大学看護栄養学部・教授（現職）。

長崎県立大学看護栄養学部栄養健康学科 教授
（前　生命・錯体分子科学研究領域　助教）倉橋 拓也

岡崎から長崎へ
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2012年9月より7年半、お世話に
なった分子研を去り、2020年4月よ
り京都大学大学院・工学研究科・分子
工学専攻に着任いたしました。総勢約
40人という分子研時代とは正反対の大
所帯に戸惑いながらも、ようやく新し
い環境に慣れつつあるところです。
学位取得後、理研の加藤礼三先生の

元でポスドクをしていた時、同研究室
の上司であった山本浩史先生が分子研
の教授としてご栄転され、助教の公募
を行うという話を伺いました。新婚だっ
た私は、単身赴任生活について妻を説
得するという大きなミッションに頭を
悩ませたものの、この公募への応募は
即断していました。「4, 5年で新しい
ポストを見つけ、東京に戻る」という
妻への約束は度重なる期限延長の末に
結局破ることとなってしまいましたが、
この選択が正しかったことについては
疑う余地がありません。
分子研では恵まれた環境の下でひた

すら自由に研究をさせていただきまし
た。着任直後に始めた「有機強相関電
子系物質における光誘起超伝導転移」
に関する研究がうまく進み、幸いにも
2015年に論文がScience誌に掲載さ
れる運びとなりました。この結果によっ
て、多くの研究者に認知していただけ
るようになり、大きな転機となりまし
た。多くの受賞や予算もいただき、傍
から見れば有機超伝導デバイスの研究
が順調に見えたであろう時期に、山本
先生に「全く違うことをやろう」と言
われた時には驚きましたが、結果的に
はこの決断によって生まれた「キラル
分子スピントロニクス」の研究成果は
各方面から大きく注目していただき、
現在のポスト獲得にも繋がりました。
また、山本先生にはこうした研究

成果のアピールについても強くエン
カレッジしていただきました。トップ
ジャーナルへの投稿や各種賞へのアプ
ライ、予算の獲得などについては、具

体的な方法論と共にご指導いただきま
した。ご指導の甲斐あって獲得できた
予算も、「ここを出た時のことを考えて
使いなさい」と言っていただけたこと
には感謝しかありません。お陰で新天
地でも研究設備に困ることがなく、研
究のスタートを切ることができていま
す。今後、自分が部下を持った際に同
じことをするのが恩返しなのだろうと
勝手に解釈させていただいています。
今後は、外部から分子研を大いに利

用させていただくつもりです。コロナ
の状況が好転し、共同利用実験の後に
皆さんを飲みに誘える日が早く来るこ
とを願っています。末筆となりますが、
大峯元所長、川合所長、秋山センター
長を始め、お世話になった分子研の皆
さま、そしてご指導いただいた山本先
生、楽しい日々を一緒に過ごさせてい
ただいた山本Gの皆様に深く感謝申し
上げます。

すだ・まさゆき／ 2005年慶應義塾大学理工学部卒、2009年同大学大学院理工学
研究科後期博士課程修了・博士（理学）、2009年日本学術振興会・特別研究員(PD)、
2010年理化学研究所・特別研究員、2011年同基礎科学特別研究員、2012年9月
より分子科学研究所・助教、2019年10月よりJSTさきがけ研究員（兼任）（「電子
やイオンの能動的制御と反応」領域）、2020年4月より現職。

京都大学大学院工学研究科 准教授
（前　協奏分子システム研究センター　助教）須田 理行

分子研での思い出

最前列右が筆者

分子研を去るにあたり
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分子科学フォーラム　123回、124回について
アウトリーチ活動

2019年12月13日の第123回分子科学フォーラムでは「量子力学に残された100年の謎に迫る」と題して、
分子科学研究所の大森賢治教授による講演が行われました。自然には不思議なことが沢山ありますが、特に不思議
なことが4つあるとして、宇宙、生命、物質、そして量子を示されました。この4つを眺めると、量子は、他に比べ
てやや馴染みがないようにも感じます。しかし、これは古代の科学哲学にもつながる根本問題であり、今日はこの
量子について、一緒に考えていきましょうと、講演を始められました。まず、量子論の誕生と発展の歴史を、物質
の粒子性と波動性を軸に紹介され、タイトルの100年の謎とは「波は、いつ、どうやって、粒に変化するのか」で
あると説明されました。そして、この変化がとても速いために、今まで実験では捉えることができなかったに違い
ない、という仮説を示されました。しかし、現実の物質でこれを観測することは困難でした。そのためモデル系を用
いた実験を着想され、ここから、メディアでもたびたび取り上げられているブレークスルーが達成されました。一方、
現在は第二次量子革命とも言われる、量子技術実用化の黎明期であり、先進各国が膨大な投資をして覇権争いにし
のぎを削っている状況であると説明されました。日本でも、大森教授も参画されている大きな国家プロジェクトが
立ち上がっていますが、他国に比べると予算額として大きくはないので、その中でいかに日本の独自色を出してい
くかが課題であると述べられました。量子論は難解な話題ですが、来場の方々が理解されているかどうか、常に気
にかけながら話を進められていた姿が印象的でした。お話の後は活発な質疑が途切れず、閉会後も来場の方々に取
り囲まれ、時間ギリギリまで質問に対応されていました。
2020年1月24日に行われた第124回分子科学フォーラムでは、東京工業大学教授の宍戸厚先生に、「自然の力

を借りてみよう！ ～動く光を使って分子を自在に並べる方法の開発～」と題してご講演いただきました。スマート
フォンに代表される先端的な製品は私たちの生活を豊かにしています。こうした製品を作るには高い機能性を持つ
最新の材料が必要です。最新の材料開発では、分子の形だけでなく、分子の「配向」つまり、それぞれの分子の並
ぶ向きまで制御し、望む機能を発揮させます。しかし従来、分子を配向させる方法は限られていて、制約の多いも
のでした。あるとき宍戸先生は、原料の分子を光で反応させてフィルムを作る実験を行っていた際、明暗の境界部分
で何か特別な反応が起きていることに気付きました。ならばスポットライトのように光を移動させれば、材料全体
にわたってこの特別な反応を起こせるのではと着想され、タイトルの「光を使って分子を自在に並べる」ことに成
功されました。この、光を動かすというユニークな方法が、実は自然界には普遍的なものであると指摘され、例え
ば太陽光が動くことは昼夜や季節を作り出し、また、古代から人は暦を作るなどの目的で光の動きを利用してきた
ことを示されました。そして、明暗の境界で生じる非平衡状態が光の移動と共に動いていくことで、分子が配向する、
という反応のメカニズムを解説され、この方法を用いれば、従来できなかった分子の並べ方を実現でき、今までなかっ
た機能を材料に与えることができると説明されました。最後に、今の時代は、不確実性に向き合い、これを味方に
つけることが重要であると、メッセージをいただきました。ご講演には、専門的な内容も多く含まれていましたが、
お話の後には、さらに詳細に迫る質疑が活発に行われました。

（広報室 記）
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2019年12月1日着任

民間企業での勤務を経て2019年12月に計算科学技術
班に着任し、スパコンの運用管理を担っている一係にて、
Webアプリケーションの開発に従事しております。ICT領
域での職務経験はあるものの、プログラミング等の経験が無
いため、上司や先輩方に日々ご指導いただきながら技術の習
得に励んでおります。一刻も早く独り立ちできるよう精進し
てまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

木　下　敬　正
技術課計算科学技術班
計算科学技術一係　係員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

2020年1月1日着任

2020年3月1日着任

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

松　尾　　　剛

専門は有機合成化学【天然物の全合成（BTX-B等）、各種
反応開発（無保護および水中でのグリコシル化反応、ヨウ化
サマリウムを用いたエーテル環合成等）】。これまで和光、札
幌、スウェーデン（ルンド）、山形（鶴岡）、横浜と転々とし
てきました。杉本グループでは「本当の」真の意味での異分
野融合を目指し「画期的なものを生み出す」ことに参画させ
ていただきます。どうぞ宜しく御願い致します。

物質分子科学研究領域
電子構造研究部門　特任専門員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

大　塚　尚　哉

2018年に横浜国立大学大学院で学位取得後、分子科学研
究所・特任研究員を経て、2020年3月より椴山Gの助教に
着任いたしました。専門は有機合成化学で、特に新規分子の
設計・合成を行ってきました。これからは新規分子の合成を
行いながら、機能発現にも焦点を当て研究に取り組んでいき
ます。分子研三年目の新人ですが、気持ちを新たに精進して
いく所存です。よろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
錯体触媒研究部門　助教

2020年3月1日着任

おおつか・なおや まつお ・ごう

2019年12月16日着任

2019年12月1日着任

専門は有機金属化学です。X線吸収分光による反応中触媒
のその場観察研究がきっかけになって分子研とご縁ができ、
昨年12月に京大化研とのクロスアポイントメントで着任を
致しました。分子科学のメッカ「分子研」でしかできない研
究ができればと思っています。目下のところUVSORの先生
方の協力を得てマイクロ波照射下における反応加速現象の解
明に取り組んでいます。

髙　谷　　　光
特別研究部門（光分子科学研究領域光分子科学第
三研究部門）　准教授（クロスアポイントメント）

たかや ・ひかる きのした・たかまさ

2017年に東京大学理学系研究科化学専攻で博士（理学）
の学位取得後、筑波大学数理物質系化学域での助教を経て、
2019年12月より草本グループの助教に着任いたしました。
これまでの専門はナノ物質科学、錯体化学、超分子化学です。
草本グループの得意とする開殻電子系分子を自身の専門とう
まく組み合わせ、新しい物性科学を開拓していきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

松　岡　亮　太
生命・錯体分子科学研究領域
錯体物性研究部門　助教

まつおか・りょうた

2018年に京都大学大学院工学研究科で博士（工学）の学
位取得後、信越化学工業株式会社での研究員を経て、本年1
月1日付で生命・錯体分子科学研究領域、魚住グループの助
教として着任しました。専門は有機金属化学、有機合成化学
です。遷移金属錯体や光エネルギーを駆使して、有機化合物
の新たな反応性の開拓を目指しています。どうぞよろしくお
願いいたします。

奥　村　慎太郎
生命・錯体分子科学研究領域
錯体触媒研究部門　助教

おくむら・しんたろう

新人自己紹介
NEW STAFF
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2020年4月1日着任

本年4月に生命・錯体分子科学研究領域の准教授に着任い
たしました。千葉県出身の3児の父です。最近は子供がLaQ
というパズルブロックにハマり、保育園に行くギリギリまで
せっせと制作しています。私の研究は有機分子を3次元に組
み上げて新しい構造を作ることで、同じようにせっせと分子
模型でなにか制作している姿を見ることがあるかと思います。
これからどうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
錯体物性研究部門　准教授

2020年4月1日着任

2013年に東京工業大学大学院理工学研究科物質科学専攻
で博士（理学）を取得後、理研基礎科学特別研究員、研究員、
JSTさきがけ研究員を経て、本年4月から協奏分子システム
研究センターの准教授として着任しました。超高速分光・非
線形分光を用いた凝縮相分子の反応ダイナミクスの研究が専
門です。新しい分光計測法を開発・駆使して野心的な研究を
展開したいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

倉　持　　　光瀬　川　泰　知
協奏分子システム研究センター
階層分子システム解析研究部門　准教授

せがわ・やすとも くらもち ・ひかる

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

木　村　真　一

2013年に分子研から大阪大学に異動しましたが、はか
らずもクロスアポントメント（CA）で7年ぶりに帰ってき
ました。UVSORを使いはじめてから32年、この新人自己
紹介は4回目です。CAの利点を生かして、大学での教育と
分子研での研究をうまく融合させていければと考えています。
どうぞよろしくお願いいたします。

特別研究部門（物質分子科学研究領域電子構造
研究部門）　教授（クロスアポイントメント）

2020年4月1日着任

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

三　橋　隆　章

2014年 東京大学　薬学部薬科学科　卒、  2016年 東
京大学大学院　薬学系研究科薬科学専攻　修士課程修了、 
2019年 東京大学大学院　薬学系研究科薬科学専攻　博士
課程修了博士（薬科学）、 2019年 東京大学大学院工学系研
究科　特任助教、2020年 分子科学研究所　特任助教。超
分子化学のツールを使い、生化学の研究をしております。よ
ろしくお願い致します。

特別研究部門　特任助教

2020年4月1日着任

2020年4月1日着任

2012年に名古屋大学工学研究科で博士（工学）を取得後、
産業技術総合研究所研究員を経て4月から着任しました。博
士課程在籍時には極端紫外光研究施設で受託学生として新し
いガンマ線源の開発と応用研究に取り組んでいました。現在
でも関連する研究を行っています。再び慣れた場所で研究で
きること、正門に咲き誇る美しい桜を見ることができること
を嬉しく思います。どうぞよろしくお願いいたします。

極端紫外光研究施設
電子ビーム制御研究部門　准教授

2020年4月1日着任

2015年に東京農工大学にて博士（工学）を取得したのち、
同大学の特任助教を経て2020年4月より青野グループの特
任助教として着任しました。これまで、酸化還元タンパク質
の構造機能解析から酵素電極反応系をベースとしたバイオエ
レクトロニクスデバイスの開発などを行ってきました。分子
研では、細菌の走化性制御に関わるヘム含有酸素センサータ
ンパク質の研究に取り組んでおります。どうぞよろしくお願
いいたします。

武　田　康　太
生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　特任助教

平　　　義　隆

みつはし ・たかあきたけだ・ こうた

きむら・しんいち

新人自己紹介
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たいら・よしたか
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2020年4月1日着任

2020年3月に東京大学理学系研究科化学専攻を修了し、
4月１日付けで杉本グループの博士研究員となりました。博
士課程在籍時は真空実験を用いた金属クラスター研究を行っ
ておりました。これまでの背景を生かしつつも、新分野であ
る表面科学の世界での研究に邁進したく思います。よろしく
お願いいたします。

鶴　岡　和　幸
物質分子科学研究領域　電子構造研究部門　
特任研究員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

2020年4月1日着任

2020年4月1日着任

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

深　澤　愛　子

名古屋大学大学院理学研究科での助教、准教授を経て、
2018年11月より京都大学高等研究院物質－細胞統合シス
テム拠点で研究室を主宰しております。有機合成化学と構造
有機化学をベースに、有機分子性材料の新境地を拓くこと
を目指して、新奇な共役分子の創製に取り組んでおります。
微力ながら分子研の運営や研究に貢献できれば幸甚に存じま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生命・錯体分子科学研究部門　客員教授

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

上　田　　　顕

2010年に大阪大学で博士（理学）を取得したのち、日
本学術振興会特別研究員、東京大学物性研究所助教を経て、
2019年より熊本大学大学院先端科学研究部基礎科学部門で
で准教授（PI）を務めています。新しい機能性分子性物質の
開発とその物性化学を専門としており、分子研の関連分野の
先生方との共同研究を通じて、新たな展開を拓くことができ
ればと思っています。よろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生命・錯体分子科学研究部門　客員准教授

2020年4月1日着任

うえだ・あきら ふかざわ ・あいこ

2020年4月1日着任

つるおか・かずゆき

2020年3月に早稲田大学大学院先進理工学研究科で博士
（工学）の学位を取得し、同4月より杉本グループの一員と
して加わりました。早稲田大学では材料開発や反応解析に重
きを置いた固体触媒の研究を行ってきました。杉本グループ
では、これまでの固体表面反応への理解を深めるために、オ
ペランド分光法を基軸として固体表面反応を詳細に解き明か
したいと思っています。

斎　藤　　　晃
物質分子科学研究領域　電子構造研究部門
日本学術振興会特別研究員

さいとう・ひかる

広島大学放射光科学研究センター（HiSOR）のセンター長
を務めています。真空紫外線・軟X線域の放射光を用いた高
分解能角度分解光電子分光による固体物性研究を行なってい
ます。昨年度より学術研究の基盤を支えるUVSOR, Photon 
Factory, HiSORの３施設の連携強化の取り組みを行なって
おり、先進的光電子分光を中心に共同研究を進めたいと思い
ます。

島　田　賢　也
光分子科学研究領域
光分子科学第四研究部門　客員教授

しまだ・けんや

2020年4月1日着任

九州大学にて液体の統計力学理論を用いた理論研究を行い、
2019年に日本学術振興会特別研究員（DC2）、昨年度3月
に学位取得、4月に奥村Gに着任しました。初めて分子研を
訪れたのは5年前の分子シミュレーションスクールの時です
が、将来ここで研究したいと思ったことが学位取得後すぐに
実現し非常に嬉しく思います。奥村Gでは発病メカニズム
の分子論的理解及び治療法の理論的提案を目指して研究を行
います。よろしくお願いします。

谷　本　勝　一
理論・計算分子科学研究領域
計算分子科学研究部門　IMSフェロー

たにもと・しょういち
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2020年4月1日着任

大阪大学にて学位取得後、東京大学にて助教・講師を経て、
2018年より理化学研究所にて主任研究員を務めておりま
す。専門は、1分子生物物理学で 生体分子の1分子計測を基
盤とし、構成的なアプローチで細胞および高次生命機能の理
解を目指しております。分子研の皆さまとの交流を楽しみに
しております。どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生命・錯体分子科学研究部門　客員教授

2020年4月1日着任

京都大学での学位取得後、ミネソタ大学での博士研究員を
経て、2009年から2013年まで博士研究員として分子研
に在籍していました。その後、琉球大学での助教を経て、現
在は京都大学大学院工学研究科で准教授を務めています。専
門は理論化学・計算化学で、特に溶液中やタンパク質中といっ
た凝縮系の励起状態反応ダイナミクスの解析に取り組んでい
ます。どうぞよろしくお願い致します。

東　　　雅　大渡　邉　力　也
理論・計算分子科学研究領域
理論・計算分子科学研究部門　客員准教授

わたなべ・りきや ひがし ・まさひろ

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

栁　瀬　陽　一

2001年に京都大学で博士（理学）を取得後、東京大学
で助手、助教、新潟大学で准教授、京都大学で准教授を経て、
2020年1月に教授に昇任しました。同4月より分子科学研
究所で客員教授を務めています。超伝導、多極子秩序相、ト
ポロジカル物質を主な対象として、新しい量子凝縮相と特異
な電磁応答の開拓を目指した理論研究を行っています。どう
ぞよろしくお願い致します。

理論・計算分子科学研究領域
理論・計算分子科学研究部門　客員教授

2020年4月1日着任

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

大　友　章　裕

2019年9月に大阪大学で学位取得後、本年の1月より分
子研飯野グループの博士研究員（学振特別研究員PD）を経て、
5月より助教に着任いたしました。学生のころ耳にしていた
通り、分子研ではほぼ研究だけに集中できる環境が与えられ
ていると実感しています。と同時に、その分良い研究成果を
だすことが求められているということも強く感じます。この
良い環境を活用し、優れた成果が出せるよう精進してまいり
ます。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

2020年5月1日着任

2020年4月1日着任

量子化学を中心に、「各分子の電子構造と相互作用」および、
それら分子が集合した際の「マクロ物性」をリンクするマテ
リアルズ・インフォマティクスに取り組んでいます。イオン
液体・超臨界流体などの機能性液体の基礎物性から、有機半
導体材料や薬関連分子の設計にまで亘り、幅広く興味を持っ
ています。分子研は、研究者を目指した学生時代から憧れの
場でした。多くの方々との交流・共同研究を楽しみにしてお
ります。どうぞ宜しくお願い致します。

理論・計算分子科学研究領域
理論・計算分子科学研究部門　客員教授

2020年4月1日着任

2020年4月研究力強化戦略室に着任、2020年5月より、
倉持グループの事務支援員としてお世話になっております。
以前は、市内の小学校で英語指導補助員をしておりましたの
で、分子研の静かでアカデミックな環境が大変新鮮でありま
す。周りの方々の温かいご指導に感謝しつつ、楽しくお仕事
をさせて頂いている毎日です。少しでも早くお役に立てるよ
うに努力してまいりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

伊　藤　敦　子
協奏分子システム研究センター　階層分子
システム解析研究部門　事務支援員

森　　　寛　敏

おおとも ・あきひろいとう・あつこ

やなせ・よういちもり・ひろとし
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2020年5月1日着任

5月より研究力強化戦略室にて、主に評価担当をしており
ます。出身は岡崎ですが、東京、海外を経て、十数年ぶりに
また岡崎在住となりました。以前は天文や航空宇宙の広報に
少し携わっており、その経験も活かせればと思っております。
人生初の車通勤に四苦八苦しておりますが、素晴らしい環境
で働けることに感謝し、お役に立てるよう努めて参ります。
どうぞ宜しくお願いいたします。

研究力強化戦略室　特任専門員

2020年5月16日着任

本年5月より杉本グループ事務支援員としてお世話になっ
ております。至らぬ点も多々あるかと存じますが、新たなサ
ポート体制の開拓・発展を含め、研究室の皆様のお役に立て
るよう、日々努めて参りたいと思っております。
どうぞよろしくお願いいたします。

志　村　真　希太　田　みのり
物質分子科学研究領域
電子構造研究部門　事務支援員

おおた・みのり しむら ・まき

2020年6月1日着任

2005年に東京工業大学で博士（理学）を取得後、理化学
研究所、東北大学、京都大学を経て、分子科学研究所に主任
研究員として着任しました。これまで走査プローブ顕微鏡を
中心とした表面界面科学的手法を用いて、超高真空極低温で
の表面物性から固液界面での反応機構まで研究してきました。
走査プローブ顕微鏡と表面界面科学を発展させる研究に挑み
たいと思っております。

機器センター　主任研究員

湊　　　丈　俊
みなと・たけとし

BOOKレビュー
Exploring Life Phenomena with Statistical Mechanics of Molecular Liquids
著書名　平田文男（名誉教授）　出版社   CRCプレス

概　要
In a living body, a variety of molecules are working in a concerted manner to maintain 
its life, and to carry forward the genetic information from generation to generation. A 
key word to understand such processes is "water," which plays an essential role in life 
phenomena. This book sheds light on life phenomena, which are woven by biomolecules as warp and water 
as weft, by means of statistical mechanics of molecular liquids, the RISM and 3D-RISM theories, both in 
equilibrium and non-equilibrium. A considerable number of pages are devoted to basics of mathematics and 
physics, so that students who have not majored in physics may be able to study the book by themselves. The 
book will also be helpful to those scientists seeking better tools for the computer-aided-drug-discovery.



46 分子研レターズ  82　September  2020

１. はじめに
本稿では、分子科学研究所の共同利

用研究制度を利用して、斉藤真司教授・
石崎章仁教授と実施した共同研究の成
果について紹介する。斉藤教授とは光
捕集複合体における励起エネルギー移
動の分子論的機構を解析し、石崎教授
とは緑色植物の光合成反応中心におけ
る初期電荷分離過程の解析に取り組ん
だ。

2.光捕集複合体における励起エネル
ギー移動の分子論的機構の理論解析
光合成系における最初のステップ

は、光捕集複合体と呼ばれるタンパク
質による光エネルギーの吸収および反
応中心への伝達である。光捕集複合体
は、内部に含まれる色素の励起エネル
ギーの大きさと揺らぎを適切に制御す
ることで、高効率なエネルギー移動を
達成していると考えられている。しか
し、各色素の励起状態が近接し、また
強く相互作用しているため、各色素の
励起エネルギーの大きさと揺らぎを実
験データから求めることは難しい。特

に、タンパク質の揺らぎに起因する各
色素の励起エネルギーの揺らぎを実験
データから得るのは非常に困難である。
そのため、分子シミュレーションによ
る解析が必要とされているが、これま
での研究では励起エネルギーの揺らぎ
どころか大きさも再現出来ていなかっ
た。その理由として、量子化学計算の
精度不足と不適切なサンプリング手法
が挙げられる。しかし現状、高精度・
高コストな量子化学計算を用いて適切
なサンプリング計算を行うには、途方
もない計算時間を必要とするため、事
実上不可能である。
そこで、まず我々は、量子化学計算

の精度を上げるために、光捕集複合体
FMOタンパクに含まれる色素であるバ
クテリオクロロフィルaの溶液中の励
起状態を解析した[1]。既存の汎用的な
量子化学計算手法では様々な溶媒中に
おける吸収エネルギーや再配向エネル
ギーを全く再現できなかったため、そ
れらを再現可能な量子化学計算手法を
開発した。また、吸収エネルギーが溶
媒依存性をほとんど示さない理由も明

らかにしている。
次に、適切なサンプリング計算を

可能にするために、凝縮系中の分子の
ポテンシャル関数を効率的に生成する
MMSIC法を開発した[2]。MMSIC法に
より色素の励起エネルギーの大きさと
揺らぎを効率的に解析可能としている。
さらに、これらの手法を組み合わせる
ことで、FMOタンパク中の色素の励起
エネルギーの大きさを定量的に再現す
ることに成功した。また、同じ色素で
も周囲の環境によって励起エネルギー
の揺らぎが大きく異なることも明らか
にしている。
さらに、各色素の励起エネルギーの

揺らぎの違いが励起エネルギー移動に
与える影響を解析した[3]。揺らぎが一
定の場合と比較して、揺らぎが異なる
方がエネルギー伝達は速く、色素によ
る励起エネルギーの揺らぎの違いが効
率的なエネルギー移動に重要であるこ
とを明らかにした（図1）。また、色素・
温度によって最適な揺らぎの大きさは
異なり、FMOタンパクは室温付近でエ
ネルギー伝達を最適化していることも

光捕集複合体と光合成反応中心の理論解析共同利用研究ハイライト

東 雅大 京都大学　大学院工学研究科　分子工学専攻　分子理論化学講座　准教授

図1 (a) FMOタンパクにおける励起エネルギー移動。円の大きさが揺らぎの大きさを表す。(b,c)色素8からの励起エネルギー移動。各色素
でシミュレーションから得た異なる揺らぎを用いた場合 (b)は、一定の揺らぎを用いた場合 (c)と比較してエネルギー伝達が高速であるこ
とが分かる。

共同利用・共同研究
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１．はじめに
近年、蛍光タンパク質をベースとし

て作製された無蛍光色素タンパク質が、
蛍光寿命イメージング [1-3]や光音響イ
メージング[4]などのバイオイメージン
グへ応用されつつある。例えば、蛍光
寿命イメージングによるFRET（Förster 
Resonance Energy Transfer）検出で
は、ドナーの蛍光のみを計測に用いる
ため、蛍光性を持たない色素タンパク
質をアクセプターとして利用すること

ができる。大きな利点としては、アク
セプターからの蛍光がないため、この
波長域を別のプローブのイメージング
に利用できることである[2]。最近私達
は、分子研の小杉貴洋助教（古賀グルー
プ）らと共同で、赤色蛍光タンパク質
を改変することにより新規の無蛍光色
素タンパク質を開発したので紹介させ
て頂く[5]。

２．蛍光タンパク質をベースとした無
蛍光の色素タンパク質
色素タンパク質とは、ある特定の色

素と結合したタンパク質のことである。
例えば、ヘムタンパク質やフラビンタ
ンパク質がこれにあたる。また、バイ
オイメージング分野で日常的に利用さ
れているGFP（Green fluorescent 
protein）をはじめとした蛍光タンパク
質も色素タンパク質の一種である。蛍
光タンパク質は生体内でポリペプチド

表面を親水性化した色素タンパク質の開発と
蛍光寿命イメージングへの応用共同利用研究ハイライト

村越 秀治 生理学研究所　准教授

明らかになった。

3.光合成反応中心における初期電荷分
離過程の理論解析
光捕集複合体により伝達される光エ

ネルギーは、反応中心での電子移動反
応（初期電荷分離）に用いられる。酸
素発生型光合成の緑色植物の光化学系
IIの反応中心は、酸素非発生型の紅色
細菌の反応中心と構造がよく似ている。
近年の研究により、緑色植物の反応中
心の方が初期電荷分離過程をより最適
化していると考えられているが、その
詳細はよく分かっていない。
そこでまず、二量体モデルを用い

て、色素の分子内振動が初期電荷分離
に与える影響を解析した[4]。その結果、
1つ1つの振動の寄与は小さいものの、

全体として反応速度の恒常性（ロバス
トネス）に重要な役割を果たすことを
明らかにした。現在も引き続き、より
詳細な解析に取り組んでいる。

4. おわりに
分子シミュレーションによる光合

成タンパク質の解析は、最近ようやく
軌道に乗り始めたところである。今後、
光合成タンパク質だけでなく、様々な
複雑系への解析にも発展させたいと考
えている。
最後に、共同研究者の斉藤真司教授・

石崎章仁教授と分子研の共同利用研究
制度に厚く御礼申し上げます。私が共
同利用研究制度を利用していた時期は、
琉球大学に着任した直後で研究費の確
保に苦労していたため、大変助かりま

した。周囲に同分野の研究者もいなかっ
たため、定期的に分子研を訪れて議論
できるのも刺激になりました。今後も
この制度が続くことを強く望みます。

[1] M. Higashi, T. Kosugi, S. Hayashi, S. Saito, J. Phys. Chem. B 118 , 10906 (2014).

[2] M. Higashi, S. Saito, J. Chem. Theory Comput. 12 , 4128 (2016).

[3] S. Saito, M. Higashi, G.R. Fleming, J. Phys. Chem. B 123 , 9762 (2019).

[4] Y. Fujihashi, M. Higashi, A. Ishizaki, J. Phys. Chem. Lett. 9 , 4921 (2018).
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として合成された後、フォールディン
グと内部に位置するトリペプチド（GFP
の場合はスレオニン、チロシン、グリ
シン）の発色団への変換を経て蛍光性
になる。このとき変異導入によって、
発色団の近くに芳香族アミノ酸側鎖（ト
リプトファンやチロシン）をうまく配
置することで、光吸収性をほぼ保った
まま量子収率を大きく下げることがで
きる[1-3]。つまり、蛍光タンパク質を
無蛍光の色素タンパク質に改変するこ
とができる。このような色素タンパク
質はヘムタンパク質などのように、自
身の他に補欠分子族の結合を必要とし
ないので、バイオイメージングへの応
用が容易である。

３．オレンジ光吸収無蛍光色素タンパ
ク質の開発
本研究で私達は、赤色蛍光タンパ

ク質（FRETドナー）と組み合わせて
利用することが可能なFRETアクセプ
ター分子として、オレンジ色の光を吸
収（最大吸収波長585 nm）のタイ
プの色素タンパク質の開発を行うこと
にした。既にこのような色素タンパク
質（Ultramarine）の開発はなされて

いたが[2]、培養細胞での発現効率が著
しく低いことや、細胞内で凝集する傾
向があることが弱点であった。そこで、
Ultramarineの表面アミノ酸を親水性
化することでこれらの弱点が改善され
るかどうか試みた。方法としては、大
腸菌によるSaturation mutagenesis
により、Ultramarineの表面の疎水性
アミノ酸を逐次的に親水性のものに置
換してみることにした。Ultramarine
のアミノ酸配列と結晶構造を見ると、
赤色蛍光タンパク質であるmCherry
と 比 較 的 相 同 性（64%） が 高 く、
mCherryの方が表面アミノ酸の親水性
が高かったため、まず、Ultramarine
とmCherryのキメラ分子を作製し、こ
れに逐次的に変異を導入することにし
た。最終的にUltramarineと比較し
て、表面のアミノ酸の内、29ヶ所をよ
り親水性に置換した新規色素タンパク
質（ShadowR）の開発に成功した（図、
古賀グループの小杉助教が作製したホ
モロジーモデルと静電ポテンシャル像）。
ShadowR を 培 養 細 胞（HeLa 細

胞）に発現させたところ、ShadowR
はUltramarineよりも2.5倍程度多く
発現することが分かった。ただし、こ

れが表面を親水化したことによるもの
なのかどうかは今のところ不明である。
また、細胞質タンパク質との非特異的
結合を調べたところ、ShadowRへの非
特異的結合はUltramarineと比較して、
大きく減少していることが分かった。
この結果はShadowRの表面アミノ酸
の親水性によるものであろうと考えて
いる。さらに、mScarletとShadowR
をFRETのペアとして、LOVTRAPシス
テム（青色光に応答して構造が可逆的
に変化するLOV2ドメインと、暗状態
のLOV2に結合するZdkドメインで構
成される2分子型の光操作ツール[6]）
を用いてFRET計測を行ったところ
mScarletとUltramarineをFRETペア
としたときよりもFRET変化量が50%
程大きくなった。すなわち、表面を親
水性にすることによって発現量の改善
と非特異的結合の減少に成功し、さら
にShadowRがFRETアクセプターとし
て優れていることが分かった[5]。
本研究は分子研古賀グループと生理

研鍋倉研究室との共同研究になります。
この場を借りてお礼申し上げます。

UltramarineとShadowRの静電ポテンシャル（表面電荷）。親水性アミノ酸の導入により、
Ultramarineと比較して、ShadowRでは白い領域が減り、正電荷（赤）と負電荷（青）が
占める領域が多くなっている。UltramarineとShadowRの構造をPDB ID 3NEDとPDB ID 
2ARLを利用してホモロジーモデリングにより作製した。文献[5]より許可を得て転載。

共同利用・共同研究
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1．はじめに
含窒素環化合物は、生体活性物質や

機能性材料として重要な基礎骨格であ
る[1]。従来の含窒素環化合物の合成方
法は、  (1) 通常多段階を要する。(2) 
有毒性のハロゲン試薬を使用する。(3) 

環化反応の前駆体となるアルキン試薬
やアルケン試薬の調製が必要である[2]。 

一方、アミンを用いた触媒的直接環化
反応は、含窒素化合物を合成するため
の有望な合成方法である[3]。当研究室
では、Fe触媒による芳香族アミンのア

ルコールを用いたアルキル化反応[4]や、 
Ru触媒による芳香族アミンのカルボン
酸を用いたアルキル化反応[5]など、窒
素原子の環境調和型アルキル化反応を
達成してきた．本研究では、幅広い基
質適用性が期待できる芳香族アミン類
とジオール類を原料とし、副生成物が
水のみの金属触媒反応による含窒素環
骨格の一段階直接合成を目的とした[6]。

2．触媒的直接環化反応の検討
今回、モデル反応としてN-メチルア

ニリンと1、3-プロパンジオールの反
応を用い、 触媒反応条件の検討を行っ
た。その結果、触媒としてIrCl3、 配位
子としてBINAP存在下、 メシチレン中
165℃で加熱攪拌することにより、含
窒素環化合物1-メチル-1、2、3、4-
テトラヒドロキノリンを73%の収率
で得た。以下この反応条件を最適反応
条件とし、実験を進めた。第1級芳香

[1] Pettikiriarachchi A, Gong L, Perugini Ma, Devenish Rj, Prescott M. PLoS ONE, 7 , e41028 (2012).

[2] Murakoshi H, Shibata AC, Nakahata Y, and Nabekura J. Scientifi c Reports 5 , 15334 (2015).

[3] Murakoshi H, Shibata AC. Scientifi c Reports 7 , 6791 (2017). 

[4] Yan Li, Alex Forbrich, Jiahui Wu, Peng Shao, Robert E Campbell, Roger Zemp. Scientifi c Reports 6 , 22129 (2016).

[5] Murakoshi H, Horiuchi H, Kosugi T, Onda M, Sato A, Koga N, and Nabekura J. Scientifi c Reports 9 , 12072 (2019).

[6] Hui Wang, Marco Vilela, Andreas Winkler, Miroslaw Tarnawski, Ilme Schlichting, Hayretin Yumerefendi, Brian Kuhlman, Rihe 

Liu, Gaudenz Danuser, Klaus M Hahn. Nature Methods 13 , 755-8 (2016).
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第1級芳香族アミンとアルコールを用いた
含窒素環骨格の直接的触媒合成法の開発共同利用研究ハイライト

皆川 真規 山形大学大学院理工学研究科　助教

図1. 第1級芳香族アミン類1a‒gと1,3-プロパンジオール(2a)の直接的環化反応。
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族アミン類、アニリン1a‒gと1、3-
プロパンジオール(2a)の直接環化反応
について、結果を図1に示した。アニ
リン(1a: 1.0 mmol) と1、3-プロパ
ンジオール(2a: 1.3 mmol)をIrCl3触
媒(5.0 mol%)とBINAP配位子(7.5 
mol%)存在下、テトラヒドロベンゾキ
ノリジン3aを73%の収率で得た。ま
た、芳香環上に電子供与基を有するア
ミン類、 p-アニシジン(1b)や4-メチ
ルアニリン(1c)を用いた場合も対応
する含窒素環化物3bおよび3cをそれ
ぞれ67%と76%で得た。同様に、電
子求引基を有する4-フルオロアニリン
(1d)や3-フルオロアニリン(1e)、4-
クロロアニリン(1f)、 4-トリフルオロ
メチルアニリン(1g)を用いた場合も、
対応する含窒素環化合物3d‒gをそれ
ぞれ26‒75%の収率で得た。

3．環化反応経路の検討
この反応経路に関する知見を得るた

め、 中間体と想定される3-(フェニル
アミノ)プロパン-1-オール(1')を出発
原料として触媒的環化反応条件の検討
を行った。その結果、前述の触媒条件
下、テトラヒドロベンゾキノリジン3a
が26%収率で得られ、 アニリン(1a)の

生成も確認した(式1)。また、3-(フェ
ニルアミノ)プロパン-1-オール(1')
と4-メチルアニリン(1b)の反応で
は、3aが9%収率で生成すると同時
に3bが26%収率で生成した(式2)。 
3-(フェニルアミノ)プロパン-1-オー
ル(1')とN-メチルアニリン(1h)の反
応では、3a(12％ )と4a(52%)および
1a(21%)の生成を確認した(式3)。こ
れらの結果より、この窒素環形成は、Ir
触媒下、アルコールによるアミンのアル
キル化から中間体1'が形成、その後残
りのOH基がアミンと反応し、 C‒H活性
化を経て環化反応が起こると示唆された。

4．まとめ
イリジウム触媒を用いた第1級芳香

族アミン類と1,3-プロパンジオールの
反応により、新規含窒素環骨格合成法
の開発に成功した。今後の課題として
は、 窒素環以外のヘテロ環化合物への展
開や7員環以上の環状化合物への適応、
および未だ不明な点もある反応機構の
解明が必要であると考えている。最後
に本研究を遂行するにあたり、設備・
機器を使用させて頂くと共に様々なご
助言いただきました魚住康広教授に心
から御礼申し上げます．また、研究室
の皆様にも重ねて御礼申し上げます。
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2019年度末に、分子科学研究所の
共同利用装置として新たに『ナノ物性
計測走査型プローブ顕微鏡』、及び『ナ
ノ電気化学計測オペランド走査型プ
ローブ顕微鏡』が導入されました。走
査プローブ顕微鏡とは、先端をナノス
ケールに尖らせた探針（プローブ）を
物質の表面に近づけ、表面上でその位
置を走査しながら探針直下に種々の刺
激を与え、その応答をナノ～オングス
トロームスケールの空間分解能で計
測しマッピングを行う装置です。特
に、探針と試料表面との間の微小電
流（トンネル電流）の計測に基づくも
のを走査型トンネル顕微鏡(Scanning 
Tunneling Microscope：STM)、探
針と試料表面の原子間力の計測に基
づくものを原子間力顕微鏡(Atomic 
Force Microscope：AFM)と呼びま
す。AFMモードとSTMモードを組み
合わせることで、金属や半導体のみな
らず、絶縁体・有機材料・生体物質等
の表面の構造や緒特性を高い空間分解

能で解明することができます。
分子科学研究所は、これまで共同

利用機器として走査プローブ顕微鏡を
所有しておらず、近年は所内外から導
入の期待が高まっていました。そこで、
著者らは2018年の夏頃から機器選定
に着手し、秋から2019年の春にかけ
て複数社を訪問しSPM装置のスペック
確認(デモ測定)を慎重に実施しました。
選定に際しては、以下の観点を特に重
視しました。
①原子分解能像の鮮明度
②試料のセットから原子分解能測定に至
るまでの作業工程の簡便性・スピード
③探針の交換を行った前後で試料の同
一位置の測定可能性
④多様な試料や幅広い測定環境への対
応可能性
⑤測定モードの多様さや先進性
⑥大気非曝露測定への対応可能性
そのような経緯で、最終的にブル

カー社の『Dimension icon XR Nano 
Electrical AFM (以下nano-E AFM)』

がナノ物性計測走査型プローブ顕微鏡
として、同社の『Dimension icon XR 
Nano Electrochemical AFM (以下
nano-EC AFM)』がナノ電気化学計測
オペランド走査型プローブ顕微鏡として
落札され、2019年度末に無事納品され
ました（図1）。
『nano-E AFM』は、特に、電場や磁
場・光照射下で動作中の各種エレクトロ
ニクス・スピントロニクス・フォトニク
ス素子等のその場観測が可能な先端的
AFMです。タッピングモードやコンタ
クトモードといった標準的なAFM計測
に加え、ブルカー社独自のピークフォー
スタッピングモードAFMにより、試料
表面の鮮明な原子分解能像を表面非破壊
的に取得することが可能です。また、導
電性探針を用いた場合には、探針と試料
の間に流れる100fAオーダーの極微少
電流の検知も可能であり、導電性が低い
材料に対してもI-Vカーブを高感度に測
定し、局所導電特性のマッピングが可能
です。それ以外にも、表面電位や電気力、

新装置紹介「ナノ物性・電気化学計測オペランド走査型
プローブ顕微鏡」施設だより

物質分子科学研究領域　杉本 敏樹（准教授）

図1 導入したDimension icon XR Nano Electrical AFM装置の前で、
機器センターの湊さん・上田さん、及び初期構想段階から機種選定
に関わった杉本グループ学生の佐藤くんと共に撮影した写真です。

図2 機能紹介の一例として、先端のみ導電性金属（白金）が露出し、
他はシリコン酸化膜で絶縁されている特殊設計の探針の写真を
示します。この特殊な先端導電性探針を用いることで、液中での
表面電位計測や電気化学計測が10 nm程度の空間分解能で可能と
なっています。
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磁気力等のマッピングやSTMモードで
の測定機能も備わっています。この機種
は、高解像CCDカメラによる光学顕微
像を元に試料表面と探針の位置を精密に
計測し、その位置情報を用いて最適な速
度で探針を試料表面に近づけることがで
きるため、試料の設置から像の取得まで
の所要時間を僅か数分にまで短縮するこ
とが可能になっています。湿度やガスの
組成といった計測雰囲気の制御や試料の
温度制御(-35℃～ 250℃ )が可能であ
り、さらに密閉型セルを用いることによ
り大気非曝露下での測定が可能であるな
ど、様々な環境下で試料表面の計測が可
能です。
一方、『nano-EC AFM』は、nano-E 

AFMと共通した測定機能を複数備えつ
つ、とりわけ反応進行中の触媒表面や
動作中の電池等の電気化学的固液界面
のオペランド観測を可能とする点に大
きな特徴がある先端的AFMです。専
用の電気化学セルとカンチレバーホル
ダーは様々な溶媒に適合し、完全な密
閉状態も実現できるため、様々な揮発

性溶媒中の試料に対して電気化学条件
下で各種AFM測定を行うことが可能
です。また、電気化学条件下で試料を
最大60℃まで加熱でき、溶液の還流
も可能です。特殊設計の専用探針（図
2）を用いることで、溶液中で探針電極
と試料表面間の電気化学反応に起因す
る電流を選択的に検出することができ
ます。これにより、溶液中の固体材料、
電極触媒、酵素などの試料に対する種々
の局所電気化学特性も計測・マッピン
グすることが可能となっています。
これらの2機種は納品後は機器セン

ターで管理されており、本稿執筆時現在
は実験棟の2Fに設置されています。本
装置の保守・管理、及び高度な運用に関
しては、2020年6月1日付で機器セン
ターに着任された湊丈俊主任研究員がご
担当下さいます。2020年度はコロナ禍
がまさに直撃し問題となっておりますが、
その感染防止対策等を行いながら共同利
用開始に向けて準備が進んでいます。国
内のコロナ禍の状況が劇的に悪化しなけ
れば、所内利用は2020年度後期から、

所外利用は2021年度前期から開始と
なる予定です。利用希望者、あるいは
ご興味のある方は機器センターのHP等
をご参照頂きお問い合わせ頂けますと幸
いです。本装置が所内外の様々な分野の
研究者に利用され、従来のSPM分野の
枠を超えた様々な分野に波及することで、
新たなサイエンスの創出や諸分野のブレ
イクスルーの起爆剤となる事を期待して
います。
末筆となりますが、本装置の導入に至

るまでの機器選定や各社の装置のデモ実
験等で様々な議論や構想を語り合い、そ
の実現に向けて多くの時間と苦楽を共
にした須田理行助教（現 京都大学大学
院工学系研究科 准教授）、及び佐藤宏祐
氏（現 総合研究大学院大学 杉本研究室 
D1）に感謝申し上げます。また、本装
置を無事に導入できたのは川合眞紀所長、
横山利彦機器センター長、及び仕様策定
委員・技術評価委員を務めて下さった
方々の多大なるご指導・ご支援のおかげ
です。ここに感謝申し上げます。

2019年度、UVSORに協力研究の
装置として、新たに光電子運動量顕微
鏡を導入し、微視的な領域からの運動
量分解光電子分光法のための新しい実
験ステーションを整備しました。原子
レベルの特性評価手法に基づく物質の
構造・物性の理解は、新しい量子現象
の解明や機能性材料・デバイスの開発
においてますます重要になっています。
光電子分光法では、X線を照射した試
料表面から放出される光電子を測定し、
試料の組成や電子構造を明らかにしま

す。これまで、結晶試料の価電子帯分
散を測定するために種々の高分解能電
子分析器が開発されてきましたが、そ
れらでは光の照射領域全体にわたって
平均化した情報しか得られませんでし
た。しかし、興味深い材料や有用なデ
バイスの多くは、mスケールの多結
晶あるいは高度に集積された構造です。
そのため、顕微鏡機能も兼ね備えた高
性能な電子エネルギー・運動量解析装
置が求められていました。
従来の電子エネルギー分析器はスペ

クトル測定が主体であるのに対し、本
装置のユニークな点として2次元運動
量分布を投影する方式が挙げられます。
光電子運動量顕微鏡は、光電子顕微鏡
と投影型電子エネルギー分析器を組み
合わせた装置で、この方式のおかげで、
不均一な試料の微小領域（実空間の構
造）を元素選択的に拡大観察する顕微
鏡機能と、その選択した領域の電子物
性を決定する価電子帯分散（運動量空
間の構造）を可視化する分光機能を同
一装置で実現します。この実験ステー

新装置紹介「光電子運動量顕微鏡」施設だより

UVSOR　松井 文彦（主任研究員）

共同利用・共同研究
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ションは、物性をつかさどる価電子お
よび種々の元素の浅い内殻準位の励起
に最適な光エネルギーをカバーする軟
X線ビームラインBL6Uに設置しまし
た。顕微鏡測定で50 nmの空間分解能
を達成しました。また0.01 Å-1の運動
量分解能と20 meVのエネルギー分解
能での光電子分光測定を成功裏に実証
しました。光電子分光測定の最小視野
は直径2 mです。運動量顕微鏡の特
長に加え、試料温度を9 K（-264℃）
から400 K（127℃）まで自在に制御
でき、材料の相転移など、その場観察
を通じて、組成、構造、電子状態が電
子特性と機能にどのように関連してい
るかを調べることができます。
装置はドイツのSPECS社と協同で

開発を進めました。同種の装置の放射
光施設での設置は初めての例、という
ことで互いに日独を何度も往復し完成
にこぎつけました。我が国は地震が多
いので、nmの安定性を要求する顕微
鏡部分を如何に安全に床の振動から切
り離すか、その方法を探りました。当
初、硬めのエアーダンパーを除振機構
に採用し、ベルリンで数十nmの空間
分解能を確認したのですが、岡崎でい
ざ放射光を導入する段になって、装置
全体の時間変動に悩まされました。ド

イツ仕様の自転車用の空気入れを使っ
た高さ制御機構がどうも上手くいかな
いのです。仕方なくダンパーを無効化
し、除振台を4本のボルトで固定しま
した。そこに陸上競技用の靴に採用さ
れている衝撃吸収材をワッシャー状に
加工して高周波ノイズを取り除いてみ
ました。とりあえず成功したようです。
この装置により実現される運動量

分解顕微光電子分光法は、電子構造解
析を通じてナノ材料科学と量子デバイ
ス工学を展開する上で重要な方法とな
ります。従来の電子エネルギー分析装
置では困難であった、表面の原子サイ
ト、薄膜と界面、分子吸着種、多・微
結晶などのmサイズの対象のフェル

ミ面やバンド構造、分子種の電子状態
が直接観察できるようになります。超
伝導や触媒活性が発生している個所の
電子状態変化の直接観察など、新たな
視点からの電子物性・機能解析を可能
にします。本装置はまだまだ進化して
いく予定です。分子研が光電子研究の
測定技術革新の先駆けとなっていけれ
ば、と考えています。
なお、詳細については日本応用物理

学会誌に掲載された論文[Jpn. J. Appl. 
Phys. 59 067001 (2020); https://
doi.org/10.35848/1347-4065/
ab9184]をご覧ください。

はじめに
近年、蛍光寿命測定装置は、太陽電

池や有機ELの研究をはじめとする発
光性物質の評価に不可欠な装置として
急速に需要が高まっており、施設利用
者からも導入希望が大きかった。共同

利用に堪えうる性能の測定機器は、高
額な上、励起光源となるパルスレー
ザーの波長を選択しいくつか用意して
おく必要がある。それでも違う励起波
長が必要となれば、その都度パルス
レーザーを買い足すことになり、共同

利用には不向な面がある。そこで今
回、機器センターの共同利用装置であ
る波長可変ピコ秒レーザー（Spectra-
Physics,Quantronix 製 Millennia-
Tsunami,TITAN-TOPAS）を励起光源
として利用した蛍光寿命測定システム

波長可変ピコ秒レーザーを利用した
蛍光寿命測定システムの構築施設だより

機器センター　上田 正（技術職員）

光電子運動量顕微鏡の前で、立ち上げメンバーの皆さんと。
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を構築したので紹介したい。このピコ
秒レーザーは、導入から20年以上が
経過し老朽化は否めないが、2台の波
長可変装置（TOPAS：Travelling‐
wave Optical Parametric Amplifi er 
of Superfl uorescence）を再生増幅器
によって励起することで、紫外光から
赤外光（250～2,000 nm）までチュー
ナブルなレーザー光が発振できる非常
にユニークな設備である。パソコン操
作だけで希望する励起波長のレーザー
光が利用でき、多岐にわたる試料に対
応することが可能である。

測定方法と測定例
測定は、一般的な手法である時間

相関単一光子計測法 (TCSPC：Time 
Correlated Single Photon Counting） 
に基づいている。すなわち、ピコ秒レー
ザー１パルスで試料を励起し、どれだけ
の遅延時間を経て蛍光が発生しているか
を観測する。これを積算し、遅延時間軸
上での発光頻度分布を作成し、この蛍光
減衰曲線から蛍光寿命を算出する測定法
である。実際には、TOPASからの出力光
を試料に照射し、試料からの蛍光を小型
分光器 (Spectral Products製CM110, 
1/8 Meter Single Monochromator, 
波 長 域 330 nm ～ 1,500 nm） に
よって波長選択し、光電子増倍管PMT 
(PicoQuant社製 PMA Hybrid 40、波
長域300 nm～ 720 nm） で検出する。
その信号をPCIボード型TCSPCモジュー
ル (同社製 TimeHarp260 PICO） で演
算処理し、付属のソフトウェアでグラフ
化する。得られた蛍光減衰曲線の指数関
数フィッティングや蛍光寿命演算（デコ
ンボリューション可）を行うことのでき
る専用のソフトウェア（同社製 Fluofit 
Pro）も備えており、その場でのデータ
解析も容易に行える。
測定時間は、再生増幅器の繰返しが1 

kHzであるため、やや長時間の積算が必

要である。この点を改善するため、繰り
返し80 MHzのシード光（Tsunamiの
出力）をそのまま励起光源として用いる
ことのできるセッティングも加えた。こ
の場合、10 nsより長い蛍光寿命測定に
ついては、パルスピッカー（メゾスコ
ピック計測研究センターから借用）を導
入し、繰り返しを遅く変更できるように
した。ただし、シード光の波長は790 
nm付近で、倍波変換して395 nm付近
を励起光源として用いることになる。±
30 nmぐらいの範囲が手動で波長調整
可能なため、利用できる励起波長範囲は
380 nm～ 410 nmである。
測定例として、蛍光材料としてよく

知られているTPPZn（亜鉛テトラフェ
ニルポルフィリン）／トルエン溶液（蛍
光寿命2.0 ns）を用い、パルスピッカー
の有無の２つの場合を紹介する。パル
スピッカー無しの場合は、繰り返し
1kHzでTOPAS出力550 nmを励起
光源として、1時間積算により測定し
た。パルスピッカー有りの場合は、シー
ド光の繰り返しを80 MHzから1 MHz

に落とし、励起波長は395 nmに変
換、10分積算により測定した。いずれ
も専用のソフトウェアによって、デコ
ンボリューションによるExponential 
Fittingを行い、カウント数が1/eに
減少した時間（蛍光寿命）を算出した。
いずれも2.0 nsという結果が得られた。

おわりに
レーザー立ち上げ・調整・立ち下げ

等は、基本的に上田が行う。データの
解析等は付属のソフトウェアも利用頂
ける。老朽化が進むピコ秒レーザーは、
メーカー対応は5年以上前に終了し部
品調達も難しくなっているが、何とか
活かしつつ研究の一助となる実験がで
きるよう努めている。
当システム構築に際し、所外施設

利用の先生方にまで、色々とご助言を
頂き感謝申し上げます。寿命測定に限
らず、当システムに興味がございまし
たら、上田までお問い合わせください。
ご利用お待ちしております。

PMT

Pulse 
Picker

Monochromator

Sample

SHG

from
Pico Laser

Regenerative
Amplifier System

1 kHz
TOPAS 

(IR)

TOPAS 
(UV)

Millennia

Tsunami 
(80MHz)

Falcon

to Sample

to Pulse Picker

  2.0 ns
2 1.0

  2.0 ns
2 1.2

波長可変ピコ秒レーザーシステムと蛍光寿命測定装置

測定例　サンプル：TPPZn/トルエン溶液

共同利用・共同研究
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ヘリウムは低温実験の要であるが、
近年の世界的な需要増加により価格は
高騰し、研究機関によっては入手困難
となっている。この度、民間企業から
液体ヘリウムをリサイクル回収する機
会に恵まれたため、報告する。

【経緯】
三重県にあるシャープ亀山工場に

は、平成19年から瞬時電圧低下時に電
力を補償するための超電導電力貯蔵装
置(SMES)が設置されているが、今年
3月末に運転を休止することとなった。
SMESには超電導を維持するための液体
ヘリウムが7000 L以上蓄えられてお
り、回収できなければ大気放出しか術
はない。昨年12月に発表されたヘリウ
ム危機に関する緊急声明(*)を受け、装
置を運用する中部電力(**)は社会貢献の
一環として受け入れ先を探していた。
2月末、核融合科学研究所の平野先

生から、SMESの液体ヘリウム回収に
行かないかとお声かけいただいた。核
融合研は土岐市にある自然科学研究機
構の研究所で、分子研とは同じ機構の
所属であり縁が深い。その頃分子研で
は建屋改修工事に伴い明大寺地区のヘ
リウム液化機が停止中で、ちょうど容
量4000 Lの貯槽が空であり、その上、
工事終了後の液化機の復旧（貯槽の予
冷）に向けて大量の液体ヘリウムが必
要な状況であった。渡りに船である。
喜んで引き受けた。

【実現可能性の検討】
3月中旬、亀山工場を訪問し、SMES

貯槽の構造やトランスファーチューブ
の仕様を現地で確認した。液体ヘリウ
ム注入口から逆トランスファーにより
液体を抜き取り可能と判断した。最大
80 %の液体を回収可能との皮算用か
ら、回収作業に参加した分子研、核融

合研、大阪大、名工大で作業手順とス
ケジュールを計画した。

【回収作業】
SMES装置のシャットダウン後、4月

1日～ 10日の日程で予冷した空容器
を持ち込み（トラック輸送は名古屋興
酸に依頼）、液体ヘリウムの回収作業を
行った。うち分子研は延べ4日間で計
2,442 Lを回収した。全期間の回収総量
は4,076 L、充填速度は平均69 L/hで、
貯槽液量のおよそ53 %を回収できた。
液体ヘリウムのトランスファーでは

容器間の圧力差を利用して液体を移送す
るが、巨大な貯槽の加圧には多量のガス
が必要である。そのため事前に加圧用の
ガスボンベを5本用意した。しかし作業
を始めてみると予想以上にガスを消費し
たため、さらに数本追加した。作業中は
移送速度の上昇を狙って安全弁の上限圧
まで加圧していたが、トランスファー

産学ヘリウムリサイクルに貢献
施設だより

機器センター　浅田瑞枝、高山敬史（技術職員）

図1 SMESの貯槽。貯槽上部に設置した冷凍機3台で蒸発ガス
を再凝縮し、温度上昇およびヘリウムの蒸発を抑えている。
赤線は5 mT磁場ライン。

図2　液体ヘリウム回収手順概要。
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チューブの内径が細い場合は、それほど
加圧しなくても移送速度が頭打ちになる
ため、ガスボンベの消費量を抑えられる
ことが分かった。詳細な検証はできな
かったが、液体ヘリウムの移送速度と効
率にはトランスファーチューブの状態や
冷凍機の稼働条件など様々な要因が関係
していると考えられる。

【ヘリウムの購入】
回収した液体ヘリウムは、社会貢献

の一環として格安で譲っていただけた。
SMES貯槽内部の状態が不明だったた
め水素など不純物の混入が懸念されて
いたが、6月現在、所内では問題なく
液化や実験に循環利用できている。

【まとめ】
中部電力所有の装置から液体ヘリ

ウムを回収し、廃棄予定だった液体ヘ
リウムの半分以上をリサイクルできた。
冷凍機付き大型貯槽、それも大気開放

でのトランスファー作業はあまり経験
がなかったが、作業に関して多くの知
見が得られた。もし今後、同様な設備
から液体ヘリウム回収の機会があれば、
今回の経験を役立てたい。

【謝辞】
液体ヘリウムの有効活用をご提案

いただいた核融合科学研究所の平野
先生、回収作業をコーディネートして
くださった中部電力ミライズの中村様
と、毎日遅くまで作業にお付き合いい
ただいた河村様に、この場を借りて深
く感謝いたします。また、回収作業に
はシャープ亀山工場様をはじめ、皆様
から多方面にわたるご助力を賜りまし
た。関係者の皆様方に厚くお礼申し上
げます。

図3　作業風景。大気開放での充填のため、蒸発
したヘリウムが立ち昇る。

(*) 声明「ヘリウムリサイクル社会を目指して」物理学会HP

https://www.jps.or.jp/information/2019/12/helium.php

(**) 令和2年4月から「中部電力ミライズ」。文中では「中部電力」に統一。

共同利用・共同研究

2019年度大規模改修工事として附
属施設3棟の改修工事が行われました。
今回改修対象となったのは、極低温棟、
装置開発棟、レーザー棟の3棟ですが、
同時期に建設された化学試料棟は含ま
れておりません。3棟の内、装置開発棟、
レーザー棟（建設当時機器センター棟）
は1978年、極低温棟は1979年に竣
工した建物で、いずれも40年経過して
いる古い建物群になります。改修工事
の概要としては、老朽化対策、現場か
らの改修提案、一部建物の使用用途変
更となります。各棟の改修内容につい

て詳しく紹介いたします。
先ず極低温棟ですが、1階に大型の

液化機が設置されているため、こちら
を稼働したままの改修作業となりまし
た。また、同じく1階に設置されてい
るトイレは、男女共用と今の時流にまっ
たく合わない状況だったため、男子ト
イレに改修し、隣接していた1室を崩
して女子トイレと多目的トイレを新設
しました。2階及び地下については、間
仕切り壁が構造壁であるため、部屋割
りは変更せず、配管、電気配線、内装
の改修に留めています。荷物専用のダ

ムレーターは、運用の利便性改善のた
め、人荷共用エレベーターに更新しま
した。また、3棟の内、この建物のみ
入口まで低い階段で上がる仕様になっ
ていたため、階段脇にスロープを新設
しました。
次に装置開発棟ですが、1階工作工

場設置の工作機器を保管するスペース
が無かったため、工期の前後半で半面
ずつ移動しながら改修作業が行われま
した。建物の入口ホールから工場に入
る出入口を自動ドアに変更し、その両
側壁をガラス壁とすることで工場内が

附属施設棟3棟改修工事について
施設だより

技術課　内山 功一（技術職員）
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見渡せるようになりました。工場に隣
接する洗浄室と仕上げ室は、部屋間の
間仕切り壁を撤去し、1室とすること
で一貫した装置の試作体制がとれるよ
うになっています。回路工作室や測定
室、実験室などがあった2階廊下東側は、
可能な限り間仕切り壁を撤去し、オー
プンスペース化を実現しました。この
エリアは、廊下との隔壁にガラスパー
ティションを採用しており、室内が一
望できるようになっています。この他
にも、計算科学研究センター管轄だっ
た3Dプリンター設備が装置開発室へ
委譲されたことに伴い、それらを設置
するための3D造形室が2階に新設さ
れました。
レーザー棟に関しては、従来の役割

から最も大きく変更されています。2階
は廊下を挟んだ東側4スパン、西側3ス
パンの間仕切り壁を撤去してオープンス

ペースとしました。この内、東側を機器
センター、装置開発室、メゾスコピック
センターの3施設共通の技術職員居室と
し、西側はUVSORを加えた4施設の共
同利用ユーザー控室としています。また、
従来設置されていた荷物搬送用のダム
レーターは廃止され、そのスペースを利
用して新たに居室スペースを設置しまし
た。1階には流動部門研究室や共通部品
ストックルームと、今回の改修の目玉と
なるクリーンルームが設置されています。
これは、5.5スパン分の部屋とその間を
つなぐ廊下も含む広い床面積を持つ分子
研最大のクリーンルームで、これまで化
学試料棟や実験棟に分散していたフォト
リソグラフィ関連の装置の集約を実現す
るものです。
最後に3棟共通で紹介すべき事項とし

て、各部屋に設置された扉の色を建物毎
に変更しています。これは、研究所の建

屋が多く（明大寺地区で９棟）、内部で
は現在どの建物に居るのかが分かり難い
といった声をよく耳にしたため、扉の色
で判別できるようにしたものです。極低
温棟は青、装置開発棟はオレンジ、レー
ザー棟は緑になっています。
今回の3棟改修工事により建物名称

が実態を伴わない状況になったため、
2020年4月より新たに附属施設棟建物
群共通の呼称として“共同研究棟（Joint 
Research Building）”に変更し、旧極
低温棟をA棟、装置開発棟をB棟、レー
ザー棟をC棟、化学試料棟をD棟に変更
しました。年度明けのコロナ禍の影響で
工事後の移転計画が遅れてはおりますが、
原稿執筆時点でA棟以外はほぼ移転が完
了しております。分子研をご利用の際は、
新しくなった共同研究棟に足をお運びい
ただき、改修で一新された建物をご覧い
ただければと思います。

共同研究棟A棟（旧極低温棟）人荷共用エレベーター。

共同研究棟C棟（旧レーザー棟）クリーンルーム。

共同研究棟B棟（旧装置開発棟）2階。
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共同利用研究の実施状況（採択件数）について

種　　別 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
（6月19日現在）

課題研究 1 2 2 1 2 2 2

協力研究 64 62 82 73 45 37 31

特別協力研究* 224 253 318 361 347 357 －

協力研究（ナノプラット） 63 64 67 71 90 78 29

分子研研究会 6 11 6 10 10 7 0

若手研究活動支援 2 1 1 2 1 2 1

岡崎コンファレンス 1 1 3 0 1 2 0

計 361 394 479 518 496 485 63

共同研究専門委員会よりお知らせ
共同研究専門委員会では、分子科学研究所が公募している課題研究、協力研究、分子研研究会、若手研究活動支援、および

岡崎コンファレンスの申請課題の審査を行っています。それぞれの公募の詳細については分子研ホームページ（https://www.
ims.ac.jp/guide/）を参照いただき、積極的な応募をお願いしたいと思います。
共同研究の現状について、平成２５年度から令和２年度（6月19日現在）までの採択数の推移をまとめたものを下記に示し

ました。分子科学研究所は、文部科学省「ナノテクノロジープラットフォーム」事業における「分子・物質合成プラットフォーム」
の実施機関となっており、通常の協力研究に加え、本事業における協力研究も実施しています。また、下表にある「特別協力研究」
とは、共同利用研究の予算ではなく、自前の予算を使用して実施された共同研究です。萌芽的な段階における共同研究や、来所
を伴わない共同研究などがこれにあたります。特別協力研究により共同研究の芽を見出すことができれば、是非、積極的に「協
力研究」や「課題研究」に応募いただきたいと思います。特に令和２年度においては世界的コロナ禍によって国内の移動や集会
の開催も控えざるを得ない状況において共同利用の実施も大きな影響を被りつつあります。分子科学研究所ではweb会議シス
テムを用いた研究会や共同研究打ち合わせのプラットフォームの提供など，新しい様式での共同利用の枠組みを提案・提供でき
るよう注力してまいります。
以前にもお知らせしたように、共同利用研究の申請に利用いただいているシステムを、自然科学研究機構全体で統一した電子

申請システム（NOUS）へと移行する準備を進めてきました。この度、ようやく移行準備が整い、令和２年度前期の随時申請か
ら新システムに移行いたしました。システムは新システムに切り替わりましたが、申請にあたっては従来通り分子研ホームペー
ジ上の「web申請」ボタンから申請システムにログインしていただけます。NOUSシステムを利用して、システムの改善点等
に気づかれた場合には、是非、ご意見をお寄せ下さい。

共同利用・共同研究に関わる各種お知らせ

開 催 日 時 研 究 会 名 提 案 代 表 者 参加人数

2020年 7月 10日 錯体化学に基づく分子の構造変換設計と機能制御 越山　知美（立命館大学生命科学部） 270名

分子研研究会

*平成２５年度以降、集計開始。令和2年度前期分は集計途中。

共同利用・共同研究
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2020年度～ 2024年度運営会議　所外委員（新規）　*印は人事選考部会委員（以下同様）

*秋吉　一成 京都大学大学院工学研究科 教授
*忍久保　洋 名古屋大学大学院工学研究科 教授
  芳賀　正明 中央大学理工学部 名誉教授
*福井　賢一 大阪大学大学院基礎工学研究科 教授
  村越　　敬 北海道大学理学研究院 教授

以下は今年度より2期目を務められる方々です。

2018年度～ 2022年度運営会議　所外委員（2期目）
*鹿野田一司 東京大学大学院工学系研究科 教授（分子研レターズ70号で執筆：レターズ欄）

  袖岡　幹子 理化学研究所・袖岡有機合成化学研究室 主任研究員
  谷村　吉隆 京都大学大学院理学研究科 教授（分子研レターズ65号で執筆：レターズ欄）

*中井　浩巳 早稲田大学理工学術院 教授
  藤井　正明 東京工業大学科学技術創成研究院 教授（分子研レターズ65号で執筆：関連学協会等の動き）

以下は退任された運営会議所外委員の方々です。これまでの多大なご支援，ご協力に感謝いたします。今後ともよろしくお
願いいたします。

2016年度～ 2020年度運営会議　所外委員
*有賀　哲也 京都大学大学院理学研究科 教授・副学長
  米田　忠弘 東北大学多元物質科学研究所 教授
  高原　　淳 九州大学先導物質科学研究所 教授
*西原　　寛 東京大学大学院理学系研究科 教授
*山口　茂弘 名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所 教授

運営会議よりお知らせ

分子科学研究所では、分子科学分野コミュニティに開かれた運営を行っていくため、所長の下に、所内11名、所外10名の
委員からなる運営会議が設置されています。所外委員は、関連学会（分子科学会、日本化学会、日本物理学会、錯体化学会、日
本放射光学会、日本生物物理学会）から推薦を受けた委員による学会等連絡会議において選考されます。所外委員には1期2年
の任期で原則2期4年をお願いしており、2020年度は下記のとおり半数が交代になりました。
運営会議では、研究教育職員の人事および共同利用・共同研究等の研究所を運営する上で重要な事項を審議します。また、運

営会議は、自然科学研究機構・機関長選考委員会（所長選考委員会）からの依頼を受け、次期所長候補者の選考も行います。人
事および共同利用・共同研究等の審議のため、運営会議の下に人事選考部会と共同研究専門委員会が置かれています。運営会議
委員により構成される人事選考部会（所内および所外各5名の合計10名）で審議・決定された事項は運営会議での決定事項と
して扱われるため、改めて審議する必要がありません。一方、運営会議委員以外も委員となり得る共同研究専門委員会（所内5名、
所外6名の合計11名）での審議事項については、従来、運営会議においても審議しておりました。しかし、迅速かつ効率的な
運用を図るため、共同利用研究の採否は電子メールによる審議・承認へと2018年度に変更されました。2020年度の運営会議
長、人事選考部会長、共同研究専門委員長については、所内教授の秋山（新規）、飯野（新規）、魚住（新規）が務めております。
また、運営会議所外委員の村越教授には運営会議副議長をお願いしております。



60 分子研レターズ 82　September  2020

分子科学コミュニティだより

運営に関わって

米田 忠弘
東北大学多元物質科学
研究所・教授

分子研の運営委員を２０２０年の３月
まで拝命した。私自身にとって分子研
は共同利用やコンファレンスでおなじ
みの場所のはずだったが、東岡崎の駅
から事務棟に直接訪れることで新たな
景色が目に入ってきた。分子研の大き
なイベントとして所長選挙、あるいは
人事や予算を審議してみて（といって
も書類見せていただいただけも多いが）
分子研のしくみが少しは理解できた気
がするので雑感を書かせていただく。
まず、所長選考についてであるが、

選考システムとして分子研外部メン
バーの意見も反映される運営委員会と、
所員の意見を集める会議との２つが並
行に存在する。全体的に所員の方々の
意向が十分反映される仕組みになって
いると思う。事実、所長の行った新規
プロジェクトや改革は、所員の方々が
細かくチェックしているところは意外
であった。他の国研等でトップダウン
式のマネージメントが強調されるのに
比較して、分子研はボトムアップ的要
素が強い印象を持っていたが、所長の
リーダーシップのもと、積極的に一体
化しようという気運がみられたのは興
味深かった。これには研究所としての
適切なサイズも関係していると考えら
れる。所長が言い出したアウティング
に多くの所員が参加するというのは今
では得難い環境に思える。
人事審査は非常に活発に行われた

が、その原因は准教授や助教が限られ
た任期以内に、昇進・転出されること

に由来していた。分子研における若手
研究者の研究環境は非常に素晴らしい
との意見はよく耳にする。会議や予算
獲得ともに教授がその役目を負ってお
り、研究に専念できるというものであ
る。その効果もあり、若手の業績が上
がり栄転に拍車がかかる、というストー
リーである。雑多な運営仕事を若手か
ら極力遠ざけることは、研究意欲を高
揚するには非常に有効のようである。
一見理想的に動いているようにみえ

るが、あえて弊害を考えてみると、マ
ネージメントに忙しい教授としては多
くの優秀なスタッフが必要で、それに
は資金の獲得が必須である。それらに
おいては研究の方向が縛られていない
であろうか。分子研究に関係するもの
として、材料研究は比較的大きな資金
が動きやすいが、逆に基礎的な研究、
将来、分子の化学分析手法となる装置
開発等はどうしても研究資金獲得には
不利なことは否めない。具体的成果が
要求されるプロジェクトが増加し、そ
れに迅速に業績が必要な若手研究者の
需要が相乗効果となったとき、時流に
乗った論文のための研究になりはしな
いかという懸念材料である。しかしな
がらこれは現在までのところ杞憂であ
り、研究内容や成果を見る限り、大型
の予算の獲得と深い学理を構築しよう
とする目的は十分に機能しているよう
にうかがえる。
しかし更なる将来の発展を考えたと

き、本来分子研の柱は教授であり、そ

の研究環境を変革し教授の研究への能
力を最大限発揮できる環境整備するこ
とこそ最優先という認識を強めていく
べきではないか。所長のもと会議の数
を減らそうとされていることは素晴ら
しいが、運営業務削減はさらに大胆に
取り組むべき内容と考えられる。
研究資金の獲得は素晴らしく順調に

行われているが、思っていた以上に研
究所の予算というよりも個々の教授に
競争的資金の獲得が期待されているこ
とである。研究資金獲得の方向は分子
研全体の研究の向かう先と絡んだ大き
な問題であり、逆説的に基礎研究にこ
そトップダウンが求められる側面も大
いに強調されたい。最初に述べた研究
所全体の目に見えない一体化で解決さ
れるべき課題ではないかと考える。
最後に、学生の存在はやはり将来の

分子研を考える上で重要なファクター
ではないかと考える。学生の獲得数は
順調に伸びているとは言い難い。研究
所の立地が大学キャンパスから離れて
いるというのは不利な点であるが、奨
学金のような形で他の大学にはない学
生に魅力的な点も多い。ヨーロッパの
CNRSやMax Planck研究所でも学生
の獲得には大きな努力が払われている
と聞く。分子研の永続的な活力の持続
のためには、いかに学生にアピールし
魅力的な場所にするか、その議論は避
けられないのではなかろうか。

こめだ・ただひろ／ 
京都大学理学系博士課程化学専攻終了後、ミネソタ州立大学ポスドク研究員、テキサス
インスツルメンツ筑波研究開発センター研究員、理化学研究所副主任研究員を経て現在
まで東北大学多元物質科学研究所教授。専門は表面化学・物理、ナノサイエンス、最近
の興味あるテーマは分子スピンを電子でアクセスした量子コンピューター開発。

運営にかかわって
分子研に感じたこと



61分子研レターズ 82　September  2020

はじめに
2018年4月より分子研に入所し、

それから計算科学研究センターでスー
パーコンピュータの管理者として色々
やっています。その前は京都大学や理
化学研究所でポスドクとして研究活動
を行っていました。その間には現在管
理者をしている計算科学研究センター
や京コンピュータを含め、いくつかの
スパコン（大型計算機）を使ってきま
した。その一方で、学生時代に所属研
究室の計算機クラスタの管理者に祭り
上げられてしまい、直接研究には関係
無い管理者スキルを磨き上げてしまっ
てもいました。ポスドク生活になって
もその辺は極端には変わらず、所属研
究室の計算機環境の整備にはなんとな
く関わっていました。そんな生活の中
で色々見てきた結果、がんばってPIに
なりたいとは思えず（そもそもなれる
のかという問題も大いにありましたが）、
かと言ってPIにならずに生き残る道と

いうのも極めて狭いように見えたため、
どうしようかな、と思っていたところ、
なんか舟があったので「乗せて」と言っ
てみたら乗せてもらえて、後はなんと
なく現在に至った次第です。乗ってみ
たら意外と舟を漕ぐのが大変で、も
う少し漕ぎ賃が欲しいもんだと思った
りすることもありますが、とりあえず、
スパコンのユーザーから管理者に鞍替
えし、今のところボチボチやっています。

スパコン運用の効率化
現在の計算科学研究センターのス

パコンは以下の図1のような全体構造
になっています。この内、実際に計算
を行うのは演算ノード領域になりま
す。演算ノード領域（図2）には演算
ノードがたくさんありますが、基本的
には通常のパソコンをやたらと多数集
めたようなものです。性能面や安定性
やネットワークとかで色々と差もあり
ます。スパコンの演算性能を効率的に

使うには、これら演算ノードができる
だけサボらないように、可能な限りた
くさんジョブ（計算）を割り当て、で
きるだけブラックな労働を課す必要が
あります。そのような理念の元、ユー
ザーの不利にならない範囲で混んでい
る領域のジョブを自動的に空いている
領域に振り分け、演算性能を搾取する
ような設定をセンターでは以前から構
築していました。この振り分けですが、
私の入所時点では優先度に問題があっ
たり、一部手動で操作するなどしてい
た部分があったりもしました。私がこ
の運用管理に携わるようになってから
はこの仕組みについて継続して修正や
拡張を行い、現在は図3のような形で、
自動的にほぼこちらが思い描いた通り
の順序で振り分けが行えるようになっ
ています。完全に公平な振り分けだと
いうことはできませんが、限られた資
源をかなり効率的に運用できているよ
うになりました。以上の改善を行うに

スパコンを内から見て

神谷 基司技術課

かみや・もとし／名古屋大学大学院理学研究科で博士（理学）を取得後、京都大学や理化学
研究所での研究活動を経て2018年4月に特任専門員として分子科学研究所技術課計算科学
技術班に採用。翌年2月に技術職員として採用され、現在に至る。

分子研技術課

図１　計算センタースパコンの概要
演算用領域については、計算時間などに応じて追加の内部区分があります。

図2　演算ノードのラック（一部）
写っているラックには大規模演算向けのノード（合計約800台）が
搭載されています。
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当たって、システム側の設定変更に加
えて、jsub というセンタースパコンの
ジョブ投入用ソフトウェアも重要な役
割を果たしています。このような重要
なソフトは継承という観点からも複数
の眼で見ることが大切です。そのため
に、私の発案が採択されGitLabという
ソフトを導入しました。現在ではソフ
トのコードを他のメンバーにも見える
形で管理しています（図4）。

ストレージ問題
一方、現在、我々計算センターの

ユーザーの皆様から最も評判が悪いで
あろう部分の一つがストレージのアク
セス速度だと思われます。体感的に「遅
い」と感じているユーザーが多数で
しょう。自分自身ですらそう思うこと
があります。計算センターではLustre
という分散ファイルシステムが用いら
れています。このLustreは研究室レ
ベルで用いることはほとんどありませ
んが、巨大なファイルや大規模データ
の並列書き込みの扱いに優れているた
め、スパコンでは非常に一般的に採用
されています。それくらいに優秀な仕
組みではあるのですが、大量の小さい

ファイルの取り扱いはどうしても苦手
です。そのように細かいファイルを大
量に読むような状況は、ユーザーが自
身のプログラムで解析データを読み込
む際、あるいは科学計算では非常に著
名なAnaconda環境を読み込む際、さ
らには大量のファイルがあるディレク
トリでファイルリストを表示する際な
どに発生します。端的に言えばものす
ごく日常的に発生しています。その結
果としてユーザーにディスクが遅いと
いう認識が生まれやすい状況になって
いると思われます。これまでセンター
とベンダーが一緒になって色々と試行
錯誤はしてきましたが、現時点ではう
まい手が無い状況です。今後Data on 
MDTのような新しい機能が使えるよう
な状況となれば改善の可能性はあるの
ですが……。というわけで、ユーザー
の皆様にはもうしばらくご不便おかけ
することになりますが、何卒お許し下
さい。

ユーザーの声
さて、スパコンの利用者から管理

者になるに当たって、要望というも
の、例えばこういうことがしたいから

何とかしろ、こういうソフト使いたい
から入れてくれ、といったものがもっ
とあるのだと想像していました。しか
し、実際こっち側に来て分かったこと
はこのような要望は思ったよりも来な
いということです。無理難題のような
要望も少なくはないという話も聞いて
いたので、ちょっと意外でした。な
お、新規利用者向けのガイド（https://
ccportal.ims.ac.jp/quickstartguide）
や英語情報の提供、自分のジョブが
実行されるまでどの程度待つ必要が
あるのかを概算でも良いので知りたい
（waitest コマンドで実装）、という頻
出の要望については完璧とは絶対言え
ませんが、ガイドや新規コマンドの作
成である程度対応しています。
そんな感じに要望が来ないことは

仕事量的な意味で楽ではあるのですが、
致命的ではないけど実は割と不便を感
じている、というような微妙な問題が
顕在化しないということでもあるので、
大歓迎とは言えません。ユーザー側で
は不満を感じているけど管理側では気
づいていなくて、言ってさえくれさえ
すれば実は対応できるケースも存在し
ているような気はしています。一例と

図3　ジョブの割り当て優先度。
「大規模演算向け」の一部ジョブは「大容量メモリ利用」
領域に割り当てられることがあります。

図4　GitLabで管理されているコード。

分子研技術課
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して、最近対応した複数のジョブを順
番に実行する簡単な仕組みについての
要望があります。ジョブを順番に実行
する仕組みそのものは元々あったので
すが、だいぶ煩雑でパッとは使えず、
使おうとするどうしても一手間かかる
面倒くさいものだったので、それをもっ
と簡単にできる方法はないかという要
望です。これについては幸運にも需要
を私の方でも理解できていて、仕組み
自体はちょっと時間があれば実装でき
そうだったので、実装しました（現在

の jsub コマンドで利用可能な --step
及び --stepanyオプションです）。現在、
この機能は要望を出した人以外にもそ
れなりに使われているようです。この
機能には元々潜在的な需要はあったの
でしょうが、管理側でそのような潜在
的需要を読み切ることは一般的に極め
て困難です。かといって、現状の受付
体制のままで要望をどしどし御寄せ下
さい、とアピールしても期待通りに要
望が集まるわけでもなさそうです。も
うちょっと気楽に要望を投げつけられ

るような仕組み、例えば登録ユーザー
しか使えないけどほぼ匿名（本当に完
全に匿名にすると別の問題が発生しそ
うなので、IPアドレスくらいはどっ
かに記録されるでしょうが）で要望を
出せる仕組みでしょうか。できるもの
をできる範囲で実現して行きたいです。
ただ、何か新しいモノを作っていくに
はやはりちょっと漕ぎ手が足りてない、
というのが実際のところです。

覧古考新25 2003年

最近、例の大学共同利用機関の法人化問題で振り回されている。この改革によって素晴らしい体制と組織が出来そ
うだと言うことであれば良いが、どうもそういう明るい光が見えてこない現実の中で、それでもこれを進めて行かね
ばならず、しかもそれに荷担しなくてはならないのは誠に心外であり健康に良くない。誰かが、「山本五十六の心境
ですね」と冷やかしてくれたが、残念ながら「言い得て妙」である。多大な時間と労力を費やしているが、日本の基
礎学術は100年の計で本当に大丈夫なのだろうかと心底心配になる。国に資金が十分にない時の良くない改革は最悪
である。

…………
よく、日本の組織改革は「着せ替え人形だ」と言われる。体裁だけが変わって、中身が変わらないのである。今回
は、「着せ替えで中身が腐らない様に気を付けなくてはならない」と言う皮肉な状況にあるのではないだろうか!!　少
しでも良い方向に向かう様に（多大な！）努力をしなくてはならない。
何はともあれ、基礎科学、基礎学術の意義とその重要性について我々自身が改めて深く考え直さなくてはならない。
社会に対する責任を自覚すると共に、意義と重要性を強く訴えていく努力をする必要がある。「基礎科学は子供の様
なものだから大事にしなくてはいけない」という表現がある。「将来有用な大人に育って行く者がいるからである」
と言うこともあるが、むしろ、「子供それ自身に存在意義がある」からなのである。基礎科学、基礎学術もそれ自身
に存在意義があるのである。ただ、我々が殻に閉じこもって奢っているだけでは許されない。説明責任は果たさなく
てはいけない。しかし、何と言っても、最大の問題は、科学者自身が気概を失い、プラグマティズムと応用研究重視
の風潮に流されているのではないかと危惧されることである。

分子研レターズ  No.48「レターズ：最近思うこと」 (2003年)

中村 宏樹（分子科学研究所教授）
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大学院教育

SOKENDAI研究派遣制度を利用し

て、2019年 11月から 2020年 1月ま

での 3ヶ月間、イタリア学術会議の

Institute of Chemistry of Organometallic 

Compounds (ICCOM)のLa Penna博士

と共同研究を行うためにイタリア・フィ

レンツェに滞在しました。

フィレンツェはイタリアの中部に位

置する都市です。14世紀にルネサンス

文化が花開いたことで有名で、傑作と

いわれる建築、絵画、彫刻を至る所で

味わうことができます。私がフィレン

ツェに到着した11月はちょうど雨季に

あたり、到着後の数週間は毎日のよう

に雨が降っていました。イタリアのカ

ンツォーネ、'O sole mio （私の太陽）で

歌われるような、爽やかで澄んだ晴れ

の日の青空を想像してイタリアに赴い

た私は、思っていたのと違うぞと、心

の中で呟いていましたが、水溜りに映

る大聖堂などは、それはそれで綺麗で

した。フィレンツェの市街地は半日も

あれば歩いて回れるほどのコンパクト

な街ですが、歴史の中で成熟していっ

た文化を知り尽くすには、3ヶ月の滞

在では足りないほど見どころが多く、

美しく飽きのない場所でした。2019年

はレオナルド・ダ・ヴィンチ没後500

年の年で、レオナルドを想起させる幾

何学オブジェクトを至る所で見かけま

した。

そんな市街地から車で約20分の郊外

にイタリア学術会議のキャンパスは位

置しています。イタリア学術会議はイ

タリア各地にある100近くの研究機関

を総括するイタリア最大の学術組織で、

私が滞在した ICCOMはその傘下にあ

る研究機関の一つです。同じキャンパ

ス内には、ICCOMの他に複数の研究機

関も入っており、そのような点では岡

崎の3研究所に似たものを感じました。

すぐ近くには、フィレンツェ大学の理

系キャンパスも立ち構えています。研

究所と大学の交流は盛んなようで、フィ

レンツェ大学の学生が研究所に講義を

受けに来ることもあれば、逆に、イタ

リア学術会議の研究者がフィレンツェ

大学で開催されているセミナーを聞き

に行くこともあります。私も滞在期間

中に何度かフィレンツェ大学にセミ

ナーを聴講しに行きました。

イタリア滞在中は新たなプロジェク

トを立ち上げることにしました。La 

Penna博士は、金属イオンなどの

co-factorと生体分子の相互作用に関す

るシミュレーション研究を精力的に進

めている研究者です。一方で私は、こ

れまで定温定圧レプリカ置換法やレプ

リカ部分置換法といった効率的なシ

ミュレーションの開発をしてきており、

現在は生体分子に対する応用研究に興

味を持っています。滞在前からイタリ

アで実施するテーマを色々と考えてい

たのですが、最終的にはLa Penna博士

とのディスカッションを通じて、両者

の強みを生かせるようなテーマを設定

しました。研究を進めるにあたり、レ

プリカ置換法を分子シミュレーション

の汎用パッケージであるLAMMPSに実

装してみてはどうか?という提案もいた

だきました。現状、レプリカ置換法は

奥村Gで独自に開発してきたプログラ

ムにしか実装されておらず、誰もが使

える状況にはないため、これは良い機

会と思い、提案を受け入れて、レプリ

カ置換法をLAMMPSに実装するところ

から研究プロジェクトが始まりました。

イタリアに滞在するまではLAMMPSを

イタリア滞在記
―SOKENDAI研究派遣制度を利用した短期海外留学―
山内 仁喬
総合研究大学院大学物理科学研究科構造分子科学専攻
5年一貫制博士課程5年

COLUMN

やまうち・まさたか
1993年生まれ。岐阜県出身。名古屋大学理学部物理学科を卒業後、2016年総合
研究大学院大学物理科学研究科構造分子学専攻入学。2020年より日本学術振興会
特別研究員(DC2)。奥村グループにおいて、効率的なサンプリング手法の開発や
タンパク質の凝集問題に取り組んでいる。

筆者と、ボッティチェリのプリマヴェーラ（春）。ウフィツィ美術館にて。
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使ったこともプログラムを読んだこと

もなかったのですが、La Penna博士の

サポートもあり、順調に進めることが

できました。

研究所生活の印象的な点を挙げる

とすれば、まさにイタリアらしく「気

軽な会話」が溢れている点だと思いま

す。La Penna博士はよく私の居室に来

て、ランチやリフレッシュのエスプレッ

ソを飲みにバール（立ち飲みカフェ）

に誘ってくれましたが、食堂やバール、

その道中で知り合いに会うたびに立ち

話が始まっていました。居室メンバー

ともエスプレッソを片手によく談笑を

楽しみました。思ったことはとにかく

喋るという気質のためか、話題は研究

の話から下らない話まで多種多様でし

た。イタリア観光情報や週末イベント

情報など、イタリア生活を楽しむため

の有意義な情報もそこで仕入れること

ができました。気軽に会話できる雰囲

気のおかげで、困ったことや議論した

いことがあった時に、質問しやすく大

変助かりました。また、一通り話した

いことを終えると、さっと持ち場に戻

り再び作業に集中するというスタイル

でしたので、気分転換や、次の作業に

取り組むための思考の整理に有効だと

実感して、案外悪くないなと思いました。

少し話題を変えて、イタリア滞在中

の日常生活についても述べたいと思い

ます。滞在中は、学生向けの寮に入居

していました。そこでは、コロンビア

から語学留学しているオマールと、ド

イツからフィレンツェ大に留学してい

たダヴィデと3ヶ月間同じ部屋で生活

を共にしました。南アメリカ、ヨーロッ

パ、アジアと異なる大陸出身の学生が

一つの部屋に集合したため、イタリア

以外の国についても色々知ることがで

きました。

海外生活は食事が口に合うかどうか

心配に上がると思うのですが、イタリ

アは美食の国で、ふらっと立ち寄った

お店でも美味しいご飯が食べられます。

ただ、滞在中はできるだけ自炊するこ

とを心がけました。初めてスーパに行っ

た時は、イタリア語があまり分からず、

見た目と勘で購入していましたが、パッ

ケージのイタリア語を辞書で調べてメ

モ帳に記録することを繰り返すうちに、

だんだん単語も覚えていき、不自由な

く買い物できるようになりました。私

はパスタが好きなので、ほぼ毎日のよ

うにパスタを作っていました。それを

見たダヴィデに「Are you making pasta 

again?」とつっこまれたので、「We are 

in Italy. This is the reason why I always 

cook pasta. I like pasta because it's 

delicious!!」と反論しました。郷には

入っては郷に従え（When in Rome, do 

as the Romans do.）は、まさにこうい

う時のためのことわざだと思いました

が、瞬時に発することができなかった

のは残念でした。そんな言い合いをし

ていると今度はオマールに「I don't like 

pasta.」と言われてしまいました。2人

のおかげでたくさんの思い出ができま

した。

イタリア滞在中にクリスマスと年越

しを経験できたのもいい思い出となり

ました。クリスマスが近づくと、広場

にはクリスマスツリー、近くのショッ

ピングモールにはクリスマスマーケッ

トの屋台が立ち並んでいました。街は

イルミネーションで彩られ、フィレン

ツェ市街地はより一層綺麗に感じまし

た。しかしクリスマス当日は、ほとん

どのお店は閉まっていて市街地も閑散

としていました。クリスマスは「家族

と過ごす大切な祝日」であることを強

く感じました。一緒に生活していたダ

ヴィデもドイツに帰っていました。私

自身はというと、La Penna博士が自

宅での夕食に招待してくれましたので、

家族との時間を邪魔するのは申し訳な

いなとも思いながら、お言葉に甘えて、

イタリアのクリスマスの過ごし方を体

験させてもらいました。一方、年越し

はオマール、ダヴィデと一緒に市街地

で過ごしました。年越し野外ライブが

市街地の至る所で開催されていたのが

印象的でした。年越しの瞬間になると、

町中で花火が打ち上がり、至る所で爆

竹の音などが鳴り響き、その興奮はし

ばらく経っても冷めませんでした。除

夜の鐘を聞きながら、ゆく年くる年の

日本とは真逆の様相で、大変驚きました。

イタリアでの生活では、日本との

相違点や共通点を意識することが多

く、たくさんのことを学ぶことができ

ました。海外生活について漠然と抱い

ていたことが、現実として目の前に広

がっていたり、幻想だったりというこ

とを知ることができました。海外での

研究活動に興味を持つ総研大生にとっ

て、SOKENDAI研究派遣プログラムは

その機会を与えてくれる非常にいいシ

ステムだと思います。ただ残念なこと

に、私がちょうど帰国する頃にコロナ

ウイルスのニュースが報道されはじめ、

この記事を書いている現在も海外渡航

が厳しい状況にあります。安全に海外

渡航できるようになるのがいつになる

のかは分かりませんが、その機会に向

けて海外の研究室を調べ、研究計画を

考えるなど、準備を進めるのは悪くな

いかと思います。

最後に、今回の留学に当たってお世

話になったLa Penna博士、La Penna

博士を紹介していただいた奥村准教授、

大学院係や総研大基盤総括係の皆様に

感謝申し上げます。
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専　　攻 氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

構造分子科学

JONGWOHAN, 
Chanantida

Brønsted Acid-initiated Formal [1,3]-Rearrangement Reaction of 
β -Substituted Ene-Aldimines 博士（理学） 2019.9.27

SHEN, Guanshuo The development of green catalysts for organic transformations 博士（理学） 2019.9.27

専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

機能分子科学 PALASSERY 
ITHIKKAL, Jaseela 物質分子科学研究領域 Lateral Junction for Organic Solar Cells

総合研究大学院大学 2019度（9月入学）
新入生紹介

　

２０２０年１月１６日（木）分子科
学研究所明大寺地区南実験棟におい
て、総研大「アジア冬の学校」が開
催されました。総研大・物理科学研
究科では、研究科内の５専攻で行っ
ている研究・教育活動をアジア諸国
の大学院生及び若手研究者の育成に
広く供するために、２００４年度より
アジア冬の学校を開催してきた経緯
があり、分子研（構造分子科学専攻・
機能分子科学専攻）での開催は今回
で１６回目になります。アジア全域
から参加者を募り、今年度は総研大
生１４名と若手研究者を含めた教職
員１０名に加え、インターンシップ

生（IIPA：分子研アジア国際インター
ンシッププログラム）８名と国内の
他大学から２名の留学生と１名の教
員を受け入れ、計３５名で実施され
ました。今年度のテーマは、作年度
に引き続き「Challenges for New 
Frontiers in Molecular Science: 
F r om B a s i c  t o  Ad v a n c ed 
Researches」とし、参加者による
フラッシュトークおよびポスター発
表を実施後、加藤晃一先生（分子研 
教授）、袖岡幹子先生（理化学研究
所 主任研究員）、山本尚先生（中部
大学 教授）の３名の講師によって
最先端の研究成果に基づく講義が行

われました。また、今年度から、参
加者の投票によってポスター賞を選
出する試みが取り入れられ、２２件
のポスター発表の中から3件が優秀
ポスターとして表彰されました。フ
ラッシュトークおよびポスター発表
では、所内の総研大生、教員とイン
ターンシップ生との交流が持たれ大
変盛況でした。総研大生とインター
ンシップ生の双方にとって有意義な
交流の場になったと思います。
本事業にご協力いただきました関

係者の皆様にこの場をお借りして深
く御礼申し上げます。

E V E N T  R E P O R T

2019年度担当教員
総合研究大学院大学  物理科学研究科  構造分子科学専攻　准教授　小林 玄器

アジア冬の学校2019
担当教員

大学院教育
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令和2年6月6日（土）、Zoomを
用いたオンライン形式により分子研
オープンキャンパス「ひとも分子も
　みんなちがってみんないい」を開
催した（詳細な日程は以下を参照）。
例年、本イベントは分子研シンポジ
ウムと同時開催されているが、「総研
大生募集のための分子研の宣伝」と
いう目的にフォーカスするため、本
年度は分子研オープンキャンパスの
単独開催とした。さらに、新型コロ
ナウィルス感染症の感染拡大に伴い、
学生を分子研に招くことが困難なた
め、オンライン形式で実施した。本
イベントの宣伝は、ポスター（4/10
送付。配布先として高専58校を新た
に追加、大学生協を71店舗拡充）お
よび分子研HPで行った。さらに新
たな試みとして、昨年度の夏の体験
入学参加者、高専の就職情報等の窓
口に案内メールを送付した（それぞ
れ4/27, 5/11に実施）。結果とし
て、21名もの参加があった（参加申
込23名：大学生11名、大学院生6名、
社会人2名、高専生4名、1名キャン
セル、1名欠席）。これまでに開催し
た分子研シンポジウム・オープンキャ
ンパスの参加者のうち、単身で参加
した人を総研大入学により前向きで
あると仮定して人数を数えると、例
年10名程度であり、今年度の参加者
数はこの数字を大きく上回った。こ

れは、オンライン形式のメリットで
ある「気軽に参加できること」の結
果であると考えている。残念な点は、
コロナ禍で学生が登学できず、ポス
ターが学生の目にあまり触れなかっ
たことである（ポスターを見て参加
した人は２名）。しかし、コロナ禍が
解消すれば、より多くの人が参加者
を見込めることも示しており、次回
以降の参加人数の増加に期待が持て
る。オープンキャンパス当日は、川
合所長による分子研の紹介、江原先
生による総研大・入試の説明から始
まり、続いて5つのセッションに分
かれて各教員が最大40分の持ち時間
で、学生と対話を交えながら研究室

の紹介を行った。発表する教員およ
び発表の順番は、参加者の要望にで
きる限り答えられるようにした。ま
た、セッション間の移動を可能にす
るため、各教員の開始時間は全ての
セッションで同時刻にした。その
後、質問会を実施し、事前に参加者
から受け付けた質問（受験・就職・
経済的サポート・研究生活・研究に
対する考え方等）に回答した。本オー
プンキャンパスに参加した人のうち、
7/10現在、5名が分子研に訪問する
ことが決まっている。多くの優秀な
総研大生が分子研に入学するために、
今後も様々な工夫を続けることが重
要である。

E V E N T  R E P O R T

2020年度担当教員
総合研究大学院大学  物理科学研究科  構造分子科学専攻　准教授　古賀 信康

オープンキャンパス2020
担当教員
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専　　攻 氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

構造分子科学

伊豆　仁 Rational Synthesis and Electron Transfer Behaviors of Heterometallic 
Multinuclear Complexes 理　学 2020. 3.24

金澤　悠紀 Theoretical Study on the Excited States of Peralkylated Oligosilanes 
and the Resonance States of DNA and RNA Bases 理　学 2020. 3.24

機能分子科学 市位　駿 Development of Effi  cient Carbon-Carbon Bond Forming Reactions Using a 
ppb to ppm Loading Amount of a Palladium NNC-Pincer Complex 理　学 2020. 3.24

2019年度3月総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

構造分子科学

内村　　祐 物質分子科学研究領域 ヒドリド導電体を用いた全固体電気化学デバイスの創出

中島　良太 協奏分子システム研究センター 分子性キラル結晶を用いた超伝導スピントロニクス

福原　大輝 生命創成探求センター 分子動力学法を用いたアミロイドβ ペプチドの凝集阻害剤に関する研究

海田　新悟 生命創成探求センター タンパク質対称多量体構造の合理設計手法の開発

羽鳥　敦也 計算科学研究センター 均一系・不均一系触媒のモデル化と触媒作用に関する理論的研究

機能分子科学

佐藤　宏祐 物質分子科学研究領域 光触媒を用いたメタン水蒸気改質反応に対するオペランド測定

林　　仲秋 物質分子科学研究領域 光触媒を用いた水分解の反応メカニズムの分光学的解明

水野　翔太 生命・錯体分子科学研究領域 ルテニウム触媒による立体選択的有機分子変換反応の開発研究

小谷　駿輔 生命・錯体分子科学研究領域 全フッ素ハロゲン化リレン化合物の実用的合成法の開発と物性研究

于　　毅宽 生命・錯体分子科学研究領域 The search for novel natural products and the structural elucidation using 
the crystalline sponge method.

総合研究大学院大学平成2020年度（4月入学）新入生紹介
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■分子研コロキウム
回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第943回 2020年 7月 22日
分子キラリティによる電流 /スピン流変換機能の創出 須田 理行 准教授（京都大学大学院）

分子研で行った生物学研究 塚本 寿夫 准教授（神戸大学 大学院理学研究科）

第 942回 2020年 7月 3日 気泡が形作る有機 ‒水二相反応場と酸化反応 倉橋 拓也 教授（長崎県立大学 看護栄養学部栄養健
康学科）

第 941回 2020年 2月 21日 ハーバー・ボッシュ法を超えるアンモニア合成法への挑
戦 ‒「窒素社会」の実現に向けて

西林 仁昭 教授（東京大学大学院工学系研究科シス
テム創成学専攻　エネルギー資源創成）

各種一覧

異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

■人事異動（2 0 1 9年11月2日～ 2020年6月1日）

2019/11/30

2019/12/ 1

2019/12/ 1

2019/12/ 1

2019/12/16

2019/12/31

2019/12/31

2019/12/31

2020/ 1/1

2020/ 1/ 1

2020/ 1/ 1

2020/ 1/ 1

2020/ 1/ 1

2020/ 1/19

2020/ 2/ 1

2020/ 2/ 1

2020/ 2/ 1

2020/ 2/29

2020/ 2/29

2020/ 3/ 1

2020/ 3/ 1

2020/ 3/ 1

2020/ 3/22

辞 職

採 用

採 用

採 用

採 用

辞 職

辞 職

辞 職

採 用

兼 任
委 嘱

採 用

採 用

所 属
変 更

辞 職

併 任

併 任

併 任

辞 職

退 職

採 用

採 用

採 用

名 称
変 更

理化学研究所　研究員

特別研究部門　准教授（クロスアポ
イントメント）

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係　係員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域錯体物
性研究部門　助教

北海道大学触媒科学研究所　准教授

静岡大学学術院農学領域　准教授

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　助教

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　准教授（兼任）

光分子科学研究領域光分子科学第三
研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　研究員

技術課　事務支援員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　特任准教授

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　特任助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　特任助教

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　助教

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任研究員

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任専門員

光分子科学研究領域光分子科学第二
研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　助教

京都大学　化学研究所　准教授

筑波大学数理物質系　助教

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　助教

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第二研究部門　特任研究員

（北海道大学触媒科学研究所　准教
授）

東京大学大学院総合文化研究科　助
教

日本学術振興会　特別研究員（PD）

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　事務支援員

社会連携研究部門　特任研究員

（生命創成探究センター　特任准教
授）

（生命創成探究センター創成研究領
域　特任助教）

（生命創成探究センター極限環境生
命探査室　特任助教）

生命・錯体分子科学研究領域錯体触媒
研究部門　特任研究員

物質分子科学研究領域電子構造研究部
門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触媒
研究部門　特任研究員

電気通信大学燃料電池イノベーション
研究センター　特任教授

光分子科学研究領域光分子科学第二研
究部門　特任研究員（IMSフェロー）

安　藤　　　潤

髙　谷　　　光

木　下　敬　正

間　瀬　俊　明

松　岡　亮　太

飯　田　健　二

中　村　彰　彦

加　藤　彰　人

奥　村　慎太郎

飯　田　健　二

山　田　一　斗

大　友　章　裕

稲　垣　恵　子

ZHENG, Lihe

佐　藤　匡　史

GANSER, 
Christian

田　中　　　冴

大　塚　尚　哉

CHAVEANGHONG，
Suwilai

大　塚　尚　哉

鷹　尾　　　忍

松　尾　　　剛

ZHANG, Yichi
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

辞 職

辞 職

併 任
終 了

兼 任
終 了

兼 任
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

辞 職

退 職

退 職

称 号
授 与

採 用

採 用

採 用

採 用

京都大学工業化学系　准教授

長崎県立大学看護栄養学部　教授

（海洋開発研究機構）

（名古屋大学大学院工学研究科　教
授）

（北海道大学触媒科学研究所　准教
授）

（大阪大学大学院基礎工学研究科　
教授）

（東京大学大学院工学系研究科　教
授）

（大阪大学大学院基礎工学研究科　
准教授）

（公益財団法人佐賀県地域産業支援センター九州
シンクロトロン光研究センター　副主任研究員）

（大阪大学大学院工学研究科　教授）

（九州大学大学院工学研究院　准教
授）

（名古屋大学理学研究科　教授）

社会連携研究部門　特命専門員

日本学術振興会　特別研究員（PD）

（株）エーピーアイコーポレーション

機器センター　事務支援員

分子科学研究所　名誉教授

生命・錯体分子科学研究領域錯体物
性研究部門　准教授

協奏分子システム研究センター階層
分子システム解析研究部門　准教授

極端紫外光研究施設電子ビーム制御
研究部門　准教授

特別研究部門　教授（クロスアポイ
ントメント）

協奏分子システム研究センター機能
分子システム創成研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　特任准教授

理論・計算分子科学研究領域計算分
子科学研究部門　教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　准教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

光分子科学研究領域光分子科学第四
研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

社会連携研究部門　特任研究員

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任研究員

メゾスコピック計測研究センター繊
細計測研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　特任研究員

理論・計算分子科学研究領域計算分
子科学研究部門　特任研究員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　特任研究員

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　特任専門員

技術課（極端紫外光研究施設）　特
任専門員

機器センター　特任専門員

生命・錯体分子科学研究領域錯体触
媒研究部門　事務支援員

技術課（所長秘書室）　事務支援員

技術課　事務支援員

名古屋大学大学院理学研究科　特任
准教授

理化学研究所光量子工学研究センター
研究員

産業技術総合研究所　主任研究員

（大阪大学大学院生命機能研究科　
教授）

須　田　理　行

倉　橋　拓　也

栗　原　顕　輔

岡　崎　　　進

飯　田　健　二

中　野　雅　由

中　山　　　哲

金　　　　　鋼

金　安　達　夫

櫻　井　英　博

山　田　鉄　兵

内　橋　貴　之

佐　野　雄　二

鷹　尾　　　忍

山　西　絢　介

杉　山　祐　也

SHEN, Guanshuo

KUDUVA RADHAKRISHNAN, 
Vignesh

ANGGI, Eka　
Putra

加　藤　隆　士

堀　米　利　夫

石　川　あずさ

渡　邊　葉　子

浅　岡　結　子

稲　垣　恵　子

岡　崎　　　進

瀬　川　泰　知

倉　持　　　光

平　　　義　隆

木　村　真　一

各種一覧
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/ 1

2020/ 4/30

2020/ 4/30

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

2020/ 5/ 1

配 置 換

配 置 換

併 任

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

兼 任
委 嘱

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

辞 職

辞 職

採 用

採 用

採 用

採 用

昇 任

命 ず る

所 属
変 更

所 属
変 更

技術課計算科学技術班計算科学技術
二係長

技術課電子機器開発技術班電子機器
開発技術係　主任

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子情報研究部門　准教授

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員教授

理論・計算分子科学研究領域理論・
計算分子科学研究部門　客員准教授

光分子科学研究領域光分子科学第四
研究部門　客員教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員准教授

生命・錯体分子科学研究領域生命・
錯体分子科学研究部門　客員教授

分子科学研究所メゾスコピック計測
研究センター　准教授（兼任）

特別研究部門　特任助教（分子科学
研究所特別研究員）

生命・錯体分子科学研究領域生体分子機能研究
部門　特任助教（分子科学研究所特別研究員）

理論・計算分子科学研究領域計算分子科
学研究部門　特任研究員（IMSフェロー）

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任研究員

研究力強化戦略室　特任専門員

社会連携研究部門　特命専門員

研究力強化戦略室　事務支援員

研究力強化戦略室　事務支援員

機器センター　事務支援員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　助教

機器センター　特任専門員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　助教

研究力強化戦略室　特任専門員

機器センター　特任専門員

計算科学研究センター　研究員

技術課光技術班極端紫外光技術二係
長

技術課　技術専門職員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　技術支援員

協奏分子システム研究センター階層分
子システム解析研究部門　事務支援員

技術課計算科学技術班計算科学技術
三係長

技術課計算科学技術班計算科学技術
一係　主任

（協奏分子システム研究センター階層
分子システム解析研究部門　准教授）

（中央大学理工学部応用科学科　教
授）

（京都大学大学院理学研究科　教授）

（京都大学大学院工学研究科　准教
授）

（広島大学放射光科学研究センター
教授）

（京都大学高等研究院物質－細胞統
合システム拠点　教授）

（熊本大学大学院先端科学研究部基
礎科学部門　准教授）

（理化学研究所開拓研究本部　主任
研究員）

（ドイツ：マックスプランク協会フリッ
ツ・ハーバー研究所　グループリーダー）

東京大学　特任助教

東京農工大学　グローバルイノベー
ション研究院　特任助教

生命・錯体分子科学研究領域錯体物
性研究部門　事務支援員

社会連携研究部門　特任研究員

機器センター　特任専門員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　研究員

機器センター　技術支援員

日本学術振興会　特別研究員（PD）

機器センター　技術支援員

技術課光技術班極端紫外光技術二係
主任

（技術課光技術班極端紫外光技術二
係長）

基礎生物学研究所生殖細胞研究部門
技術支援員

研究力強化戦略室　事務支援員

内　藤　茂　樹

松　尾　純　一

倉　持　　　光

森　　　寛　敏

栁　瀬　陽　一

東　　　雅　大

島　田　賢　也

深　澤　愛　子

上　田　　　顕

渡　邉　力　也

熊　谷　　　崇

三　橋　隆　章

武　田　康　太

谷　本　勝　一

鶴　岡　和　幸

野　川　京　子

佐　野　雄　二

汲　田　真知子

伊　藤　敦　子

石　川　あずさ

大　友　章　裕

長　尾　春　代

大　友　章　裕

太　田　みのり

長　尾　春　代

金　澤　悠　紀

矢　野　隆　行

矢　野　隆　行

今　　　弥　生

伊　藤　敦　子
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

2020/ 5/ 1

2020/ 5/15

2020/ 5/16

2020/ 5/31

2020/ 5/31

2020/ 5/31

2020/ 5/31

2020/ 6/ 1

2020/ 6/ 1

2019/12/31

2020/ 1/ 1

2020/ 1/ 1

2020/ 2/ 1

2020/ 2/ 1

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 3/31

2020/ 4/ 1

2020/ 4/30

所 属
変 更

辞 職

採 用

辞 職

退 職

辞 職

退 職

採 用

配 置 換

辞 職

採 用

配 置 換

採 用

採 用

退 職

退 職

退 職

退 職

採 用

辞 職

機器センター　事務支援員

古河電気工業株式会社　

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　事務支援員

神戸大学　大学院理学研究科　准教
授

機器センター　主任研究員

技術課計算科学技術班　計算科学技
術一係　係員

生命創成探究センター（研究連携推進室）
特任准教授（クロスアポイントメント）

生命創成探究センター創成研究領域
特任助教

生命創成探究センター極限環境生命
探査室　特任助教

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員

海洋開発研究機構　

広島大学理学部化学科　助教

青森大学薬学部　助教

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員

浜松医科大学　技術職員　

研究力強化戦略室　事務支援員

メゾスコピック計測研究センター広
帯域相関計測解析研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子情報研究部門　助教

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任研究員

機器センター　事務支援員

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子情報研究部門　技術支援員

京都大学産官学連携本部　特定准教
授

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係　係員

生命創成探究センター創成研究領域
特任助教

名古屋市立大学大学院薬学研究科　
准教授

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員

慶応義塾大学医学部薬理学教室　助
教

オリンパス株式会社　

生命創成探究センター創成研究領域
特任准教授

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員（ExCELLSフェロー）

生命創成探究センター創成研究領域
特任研究員

日本学術振興会　特別研究員（PD）
　

生命創成探究センター創成研究領域
技術支援員

汲　田　真知子

野　村　雄　高

志　村　真　希

塚　本　寿　夫

中　村　高　大

汲　田　真知子

稲　葉　香　代

湊　　　丈　俊

木　下　敬　正

渡　辺　大　輝

佐　藤　匡　史

GANSER，
Christian

田　中　　　冴

西　口　茂　孝

栗　原　顕　輔

松　尾　宗　征

鈴　木　達　哉

小　林　直　也

南　　　慎太朗

近　藤　未菜子

各種一覧

□岡崎共通研究施設等



この度は編集担当として第82号をみなさまにお
届けできますこと、大変光栄に思います。私が分
子研に着任したのは2018年で、着任当初より分
子研レターズをよく読み、日々の励みにしており
ました。この分子研レターズは、分子科学分野の
研究者が時を超えて情報共有を行うことができる
いわばタイムカプセルのような存在ではないかと
私は感じています。分子科学の各分野でご活躍さ
れている（されていた）先人の方々が、どのよう
な想いで分子研にて研究室を立ち上げ、その研究
で成功され、次なる新天地でご活躍されるに至っ
たのか、等の貴重な裏話（ご苦労話・武勇伝）を
後の方々が知ることができる貴重な情報源だと思
います。
さて、この2020年はコロナ禍で世界的にも大変

な状況にありますが、幸い分子研では多くの新しい
研究室が誕生し、研究所のアクテビティを支える付
属施設棟も刷新され、新装置も導入されるなど、最
先端の研究を担う国立研究所・共同利用機関法人
としての多くの新たな息吹がもたらされました。ま
た、分子研でご活躍されていた多くの研究者がご栄
転され、新天地でご活躍されていることも大変誇ら
しい事と思います。惜しむらくは、研究所の設立か
ら分子研の発展に深く関わって下さった長倉三郎元
所長に本誌をお届けすることができなかったことで
す。長倉先生のご訃報について諸先輩方がご寄稿下
さった原稿を拝読する中で、研究所の原点を深く再
認識することができ、長倉先生への敬意の念が改め
てこみ上げて参りました。本誌を手に取られた皆様
にも、分子科学分野の原点を見つめ直し、次代の新
展開を考えながら長倉先生のご冥福を心よりお祈り
頂けている事かと思います。
末筆となりましたが、本誌が所内外の研究者間

の時代を超えた交流の場としていっそう大きな役
割を果たすことを切に願っております。本誌の出
版にあたり、大変ご多忙にも関わらず原稿を執筆
して下さった著者の皆様に厚く御礼申し上げます。
今後とも、分子研に対する皆さまのあたたかいご
支援・ご期待、ご指導ご鞭撻の程、どうかよろし
くお願い申し上げます。

編集担当　杉本 敏樹

編 集 後 記

分子研レターズ編集委員会よりお願い

■ご意見・ご感想

分子研レターズ編集委員会

https://www.ims.ac.jp/

FAX：0564-55-7262
E-mail：letters@ims.ac.jp

■住所変更・送付希望・
　送付停止を希望される方

本誌についてのご意見、ご感想をお待ち
しております。また、投稿記事も歓迎し
ます。下記編集委員会あるいは各編集委
員あてにお送りください。

ご希望の内容について下記編集委員会
あてにお知らせ下さい。
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